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『いいかお前ら。酒は『格好いい大人』の飲み物だ。だから酒を飲める奴は大人ってことだ』







　ユーラシア大陸北部──雪の多い国。鈍色にびいろの冬空の下。

　赤髪の十歳くらいの少女が、教会裏手の物置小屋の前で、緑色の酒瓶を手に声を上げる。

『コイツを口にしたらもうお前らは『子供』じゃない！　俺たちと同じ『格好いい大人』の仲間入りだ。そして『格好いい大人』は決して仲間を裏切らない！　そして弱い奴らを見捨てない！　この酒はその仲間の誓いでもある。お前たちにその覚悟はあるか!?』

　その問いに、彼女の前に立つ五、六歳ほどの少年二人が背筋を伸ばし、大きな声で答えた。

『『はいっ！　あります！』』

『よし！　ならその覚悟をみせてみろッ！』

『『はいッ！』』

　返事と共に二人の少年は小さな手の平で椀わんを作り、前に差し出す。

　その椀に赤髪の少女がほんの少しずつ酒を注そそぐ。

　そして二人の少年は同時に注がれた酒に口を付け、ひと思いに飲み込み──





『『オ、オェェェ～～～～～』』






　二人同時に吐き出した。

『な、ななにこれぇぇ、くっさぁっ』

『喉が焼けるよぉぉ……』

　地面に手を突き嘔吐えずく二人。

　その二人を見下ろし、──赤髪の少女は大きな声で快活に笑う。

『お前らにはまだ早かったな！　また来年試してやるから、もう一年俺とアリスに守られてろ！』


『うぅぅ…………』



『大人ってにがいね、チームル……』

　半泣きになりながら足下の雪で口を拭ぬぐう少年二人。

　そんな二人の姿を遠巻きに見守っていた、赤髪の少女と同い年くらいの少年が、どこか母性的な微笑みを零こぼす。

『フフフ。まだまだ『格好いい大人』への道は遠そうね』

　やや暗い色調のアッシュブロンド。

　一見すれば煤すすや泥で汚れたみすぼらしい子供だが、よくよく観察してみればゾッとするほどに美しい顔立ちをした少年。

　それはいずれ有栖院ありすいん凪なぎと名乗り、破軍学園に入学することになる男の子供時代の姿だ。

　有栖院──いやアリスは、二人の元から戻ってきた少女に言葉をかける。

『それにしても貴女あなたは『悪い大人』ねユーリ。チームルもコンドラもまだ六歳なんだから、そんなの飲めないってやらせなくてもわかってたでしょ？』

　対し、少女はニヤリと意地の悪い笑みを浮かべた。

『良いんだよ。背伸びしようとするくらいのほうが逞たくましくならぁ』

　彼女の名はユーリ。

　アリスと同じストリートチルドレンであり、この古びた教会裏の物置小屋を根城とするチームのリーダーだ。

　女性ながら勝ち気で豪快な性格のユーリ。

　男性ながら穏やかで繊細な性格のアリス。

　互いにあらゆるモノが正反対な二人だったが、一つだけ同じものがあった。

　それは、──自分の力だけでは生きていけない弱い子供たちを守らなければという、思いだ。

　だから二人は自分たちよりも年下のストリートチルドレンたちを保護し、養っていた。

　ユーリは父親のように厳しく。

　アリスは母親のように優しく。

　子供ながらにその役割を立派に果たして。

　──そして今行われていたのは、このチームにおける通過儀礼つうかぎれいだ。

　この緑色の瓶に入ったクセの強い酒を飲みきった子供は、保護される『子供』ではなく大人の『仲間』として認められる。

　自分たちには親がいない。頼れる大人がいない。

　だから、──背伸びしてでもなるべく早く大人にならなければならない。

　そう考えたユーリが始めた儀式だ。

　だが、どんな理由であれ子供が酒を飲んでいいわけもなく──

『コラ！　ユーリ！　貴女またちっちゃい子にお酒なんか飲ませて！』

『やっべ！　シスターだ！　みんなずらかれっ！』

　教会を一人で切り盛りする敬虔けいけんなシスターに見つかり、ユーリと二人の年下の少年が蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出す。

　リーダーの号令一つで即逃走に移るあたり、少年たちのユーリに対する信頼は厚い。

　まあそれも、

『待ちなさい、この悪ガキ！　戻ってこないと今日はスープなしですよ！』

『リーダーにむりやり飲まされました』

『全部リーダーがわるいんです。ぼくらはわるくないんです。これほんと』

　暖かいスープの前ではティッシュほどの厚さしかないのだが。


『て、てめえらーーーー!?　覚えてろよーーーー！』



『フフフ』

　そんな年少組の逞しさに笑みを零しながら、アリスは立ち上がる。

　日が傾いてきた。そろそろ仕事の時間だからだ。

　ふと、そのとき、

『あ、あのっ、アリスおねえちゃん！』

　物置小屋の中から三人の女の子が出てきた。

　下から推定、五歳、六歳、七歳の子供たちだ。

　そして、そのうちの七歳の──ユーリとアリスを除けばこのチームで最年長の少女アナスタシアが、白い頰を林檎りんごのように赤らめながらアリスの前に立ち、

『こ、これ……』

　おずおずと、手製のマフラーを差し出してきた。

　それはここ数日、彼女が手先の器用なアリスに教わりながら、シスターにわけてもらった毛糸で作っていたもの。

　だからてっきり、出来を見てほしいのかと思い、アリスはそれを手に取って、

『あら。ちゃんと綺麗きれいに編めてるじゃない。頑張ったわね』

　出来を褒ほめてから返そうとする。

　と、少女は返されたマフラーをぐっとアリスの胸に押し返した。

『お、おねえちゃんに、プレゼント！』

『あたしに？』

　コクコクと頷くアナスタシア。

『おねえちゃん、いつも、寒い中、おしごとがんばってくれてる、からっ』


『…………そっか』



　アナスタシアの意をくみ取り、アリスは自分の首に彼女お手製のマフラーを巻く。

　不思議と、普段使っている拾い物のマフラーよりもずっと暖かく感じた。

『あったかい……。ありがと、ナターシャ』

『えへへ』

　お礼を言われ、アナスタシアは嬉しそうに表情を綻ほころばせる。

　身体だけでなく心まで暖かくしてくれる、愛らしい笑顔で。




　──正直に言えば、生活はとても苦しかった。

　シスターの好意で物置小屋を貸して貰えてはいるものの、十歳そこらの子供二人で男二人女三人の弟妹たちを養うのは無理がある。

　地元マフィアから仕事を貰ってはいるが、稼ぎは上納金として巻き上げられ殆ほとんど手元に残らない。食事はもっぱらシスターがたまに作ってくれるスープと、ビニール袋に保存してあるカチカチのパン。それをみんなで分け合って食べる。当然育ち盛りに満足な量とは言い難く、いつもお腹なかをすかせていた。

　しかし、それでもアリスにとってこの日々は幸せなものだった。

　確かに一人で生きていたときより、食べられるご飯の量は減った。

　子供たちを養うために、一人のときよりもたくさん働かなければならなくなった。

　だけど──、誰かを愛し慈いつくしむ日々は、一人で生きて、盗み、奪いあっていた頃に比べたら、ずっと満ち足りた時間だったから。

　大切な仲間たちと寄り添って暮らせること。

　これ以上、何を望むことがあろうか。

　なにもありはしない。

　ただ、明日も明後日も、今日と同じ平穏な毎日が続いてくれればそれだけで──

　ああ。


　それだけで、よかったのに────
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　七月下旬。

　梅雨つゆも終わり、青空に白い入道雲が聳そびえる季節。

　選抜戦で駆け抜けるように過ぎていった一学期が終わり、破軍はぐん学園も夏休みに入っていた。

　長期休暇ということもあり、帰郷した生徒も多く、校内の人気ひとけはまばら。

　残っているのは東京とうきょうで伸び伸びと夏休みを楽しみたい者か、

　学園の潤沢じゅんたくな設備で自分を鍛きたえたい者か──

　あるいは、実家とトラブルを抱えて帰るに帰れない者だろう。

　……しかし意外なことに黒鉄くろがね一輝いっきの姿はそこにはなかった。

　同じく、彼の友人や妹たちの姿も見えない。

　何故か──

　理由は、目前に迫った七星剣武祭しちせいけんぶさいだ。

　七星剣武祭は八月の半ばから開催される。

　そして、こういった大会の前にはどんなスポーツでも必ず強化合宿が行われるのが常だ。

　破軍ももちろん毎年強化合宿を開催している。

　奥多摩おくたまの合宿場での十日間に渡る集中訓練。

　これにはＫＯＫKing Of Knightsリーグに参加しているようなプロの魔導騎士まどうきしも講師として呼ばれるので、コレに参加するとしないでは七星剣武祭当日までののびしろに大きな差が出る。

　一輝たちの姿が見えないのは、代表選手として、あるいはその手伝いとして、この合宿に参加しているからだ。

　──しかし、場所は奥多摩ではない。

　それは、例の『奥多摩巨人騒動』があったからだ。

　あの一件は結局未解決のまま迷宮入りした。

　その後、一輝たちを襲った岩の巨人が現れたという報告はないが、やはり十分な安全性が確保されているとは言い難い。

　そこで新宮寺しんぐうじ理事長が『巨門きょもん学園』に頼み込み、山形やまがたにある合宿場で、『巨門学園』代表選手との合同合宿をすることになったのだ。





◆◇◆◇◆






《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオン。

　遙はるか遠くの異国から自らをより研ぎ澄ますために侍さむらいの国へ渡ってきた少女は、東京から離れた山形の地で、今まさに自らが求めた戦いの中にいた。


「っ────！」



　巨門合宿場の模擬戦用リング。

　紅蓮の炎光と黄金の雷光が激しくぶつかり合い、火花を散らす。

　紅蓮の炎を纏まとい巨大な剣を振るうのはステラだ。

　パワー＆スピード。

　強力無比な剛力ごうりきと圧倒的な魔力にものを言わせた高機動。

　ステラ・ヴァーミリオンという騎士にはおよそ弱点という弱点がない。

　一際ひときわ攻撃力に優れるが故にそこに注目されがちだが、彼女の本質は総合力の高さにある。

　攻守速。ありとあらゆる能力が、才能が、非常に高い次元でバランス良く装備されている。

　それ故のＡランク騎士──

　だが、今彼女が目の前にし、刃やいばを交わす敵は、そんなステラの猛攻を真正面から凌しのいでいた。

　ステラと剣戟けんげきを交わすことが出来ている時点で、相対あいたいする敵は相当な手練てだれだ。

　ステラの剛力は、まともに受ければそれだけで人体が完膚かんぷ無きまでに破壊されるレベルのものなのだから。

　降り落ちる剛剣を殺すしなやかな防御。

　そして決して守り一辺倒にならず、防御からすぐさま反撃を繰り出す技の冴え。

　ステラが相対する敵はそれを備えている。

　しかしそれも当然のこと。

　なぜなら今ステラが相手にしているのは、合宿に他の生徒会役員共々ボランティアコーチとして参加している、破軍きっての学生騎士──《雷切らいきり》東堂とうどう刀華とうかなのだから。

「シッ!!」

　刹那せつなを競う剣戟の中、刀華が技を見せる。

　双方の鋼が火花を散らしかち合った瞬間、生じる衝撃をいなすように手首を捻ひねる。

　さながら合気あいきを思わせる動きに、ステラの身体が大きく傾く。

　衝撃を逸そらされ、刀身が滑ったのだ。

「くっ！」

　もっともそこはステラも一流の騎士。

　刀身につられて身体ごとバランスを崩すようなことはしない。

　鍛え抜かれた強靱な下半身は、ステラの身体をしっかりと地面に縫い付ける。

　だが、確かに隙すきは生じた。

　その隙すきを──《雷切》は見逃さない。

　すぐさま刀華は固有霊装デバイス《鳴神なるかみ》の刃を腰に下げた黒塗りの鞘さやへと戻す。

　そしてスタンスを広く取り、鞘に雷の力を流し込む。

「ッ！」

　瞬間、ステラの背筋を駆け抜ける戦慄せんりつ。

　この構えから放たれる一撃がどういうものか。彼女は知っている。

　伐刀絶技ノウブルアーツ──《雷切》

　抜き放てば敵を一撃で斬って落とす、刀華の切り札だ。

　一度敗れたとはいえ、《雷切》はクロスレンジにおいて圧倒的な力を誇っている。

《紅蓮の皇女》をもってしても、《雷切》に対抗できる技はない。

　威力と射程ならば《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》が大きく勝っているが、肝心かんじん要かなめの速度で負けているからだ。

　だから《雷切》を打つ構えを取られては、ステラとしては下がるしかない。だが、

（こっちも、コレを待っていたのよ！）

　ステラは背を駆け抜けた戦慄せんりつに逆らわず、地を蹴りクロスレンジから脱出する。

　そう、先ほどまでの剣戟はすべて、クロスレンジに身を置いてこの《雷切》を誘発するため。

《雷切》は電磁力を用いて刀身を射出する超電磁抜刀術。

　超電磁力によって生まれる爆発的推進は、刀華自身をもってしても止めようが無い。

　一度抜き放てば、振り切る意外に無い技なのだ。

　だからこそ、ステラはあえて射程に身を置き、敵が伝家でんかの宝刀ほうとうを構えた瞬間に射程から飛び去り、《雷切》の空振りを誘う。

（……だけど）

　しかし──伝家の宝刀は放たれなかった。

　刀華は抜刀体勢のまま静止し、間合いから逃げたステラをじっと見つめる。

　その僅わずかな動きも見逃すまいとする眼光に、ステラは内心感心したようなため息を漏らした。

（やっぱり、そう易々やすやすと思い通りには動いてくれないわよね）

　切り札の《雷切》を無駄撃ちさせる。

　この程度の作戦、誰にでも思いつく。一般的な『雷切対策』だ。

　当然刀華も幾度となくこの作戦を用いてくる敵と相対してきたはず。

　当然易々と釣れるわけもない。

　──なら、

（アタシにしか出来ない作戦で行くしかないでしょ！）

　タンッ！　とステラは地面を再度蹴りつけ、さらに大きくバックステップ。

　刀華から十メートル以上距離を取る。

　そこはもう剣の間合いでも槍の間合いでもない。

　遠距離。──弓や銃、もしくは魔術まじゅつの射程だ。

　そう。ステラは何も接近戦ばかりを得意とする騎士ではない。

　この遠距離もまた、ステラの土俵どひょうだ。

　彼女は現在確認されている騎士の中で、最大の魔力保有量を誇る騎士なのだから。

　長距離での魔法合戦は、魔力保有量の多い側が圧倒的に有利。

　刀華も長距離攻撃の技は有しているが、ステラ相手に魔法合戦に付き合っていてはその物量に押しつぶされるのは目に見えている。

「ッ！」

　だからこそ、刀華が地を蹴り焦あせったように間合いを詰めてくる。

　しかし、その判断は僅かに遅かった。

「ハァァァ！」

　ステラは遠く間合いを外して、己の霊装《妃竜の罪剣レーヴァテイン》に纏わせた《妃竜の息吹ドラゴンブレス》にさらなる魔力を込める。

　魔力を喰らい、一層光度と温度を増す炎。

　その炎纏う切っ先をステラは真まっ直すぐ走り来る刀華に向け──

「喰らい尽くせ！　《妃竜の大顎ドラゴンファング》！」

　撃ちはなった。

《妃竜の罪剣レーヴァテイン》──その切っ先から迸ほとばしった火炎は瞬またたく間にある生物の形を成す。
















　それは──竜だ。

　蛇のように長い身体を持つ炎竜。

　その炎竜が、乱ぐい歯の並ぶ顎門あぎとを開いて刀華に襲いかかる。

　刀華は辛うじてのサイドステップでその炎竜の顎あごを躱かわしたが──

　瞬間、炎竜は身をよじると横に逃げた刀華に再び牙を剝く。

《妃竜の大顎ドラゴンファング》はただの火炎の砲撃ではない。

　あらゆるモノを融解ゆうかいさせる牙で、敵を食い千切るまでどこまでもどこまでも追いすがる、追尾攻撃なのだ。

　振り切ることは不可能。

　この攻撃に対して、刀華のとれる手段は一つしかない。

　並の伐刀絶技ノウブルアーツではこの《妃竜の大顎ドラゴンファング》を打ち消すことは出来ない。

　ステラの圧倒的魔力量から繰り出される魔法は、そのすべてが一撃必殺の力を持っている。

　半端な攻撃で手を出そうものなら、返り討ちにあうだけだ。

　だから刀華は──


「────《雷切》」



　迫る炎竜に、己が持つ最強最速の攻撃をもって応じた。

　応じる──他になかった。

　そして、それこそがステラの狙い。

（かかったッ！）

　プラズマの斬撃が竜の首を刎はねる。

　その瞬間、──ステラは全力で地を蹴り、爆はぜるが如き速度で刀華へと迫った。

　刀華はステラの策略に嵌はまり、《雷切》を使わされた。

　今、彼女は《雷切》を力一杯振り切った体勢、──すなわち完全な無防備だ。

　勝負をかけるならばここしかない。

　ステラは息もつかせぬ一瞬の間に、その爆発的な瞬発力で間合いを殺し、必殺の一撃を振りかぶる。

　垂直に振り下ろす斬撃。

　今まさに必殺技を打ち終えた刀華は何一つ対応出来ない──

「え……っ」

　出来ない、はずだった。

　ステラの一撃が、無条件で当たるはずだった。

　だが、刹那の中で刀華がステラの予想にない動きを見せる。

　彼女は確かに《雷切》を振り切っていた。

　──だが、振り切った体勢で止まってはいなかったのだ。

（《雷切》の勢いで身体を回して、二連撃に……ッ!?）

　超電磁抜刀術により発生する破壊的な推進力。

　それを利用した高速回転からの二撃目。

　そう、ステラの立てた作戦は、すべて刀華に見透みすかされていたのだ。

　だから刀華は──あえて《雷切》を使った。

　ステラが無防備に自分の間合いへと飛び込んでくるよう仕向けるために。

　そして、その目論見もくろみは完璧かんぺきにはまった。

　打ち終わりを狙いに行ったステラの腹部は、《雷切》により深々となぎ払われ──

「あ、ぐ」

《幻想形態げんそうけいたい》──肉体を傷つけず、体力を直接削り取る刃による脱力ダメージで、ステラは膝を突く。

　そして次の瞬間、ステラの首筋に、ピタリと《鳴神》の刃が添えられた。

　それが、この戦いに決着が付いた瞬間だった。

「……そんなフェイント対策があるなんて聞いてないわよ」

「私も実戦で使ったのは初めてですから。──敵の弱点を突くという発想は基本的には正しいものです。ですが、全国上位陣になれば自分の弱点を利用して相手を罠わなに嵌めることくらい平気でやってきます。私はもちろん、《七星剣王しちせいけんおう》諸星もろぼしさんも同様に。このクラスを相手に勝利を勝ち取るには、その読み合いを制することが大切です」

　刀華は自分を見上げる赤毛の後輩に、彼女の敗因を告げ、

「まだまだですね。ステラさん」

　何とも余裕のある笑みを浮かべた。

　それがまた、ステラには悔しくて仕方がなく、


「うぅー…………」



　彼女は恨めしそうに低いうなり声を上げるのだった。





◆◇◆◇◆






「あらら、《紅蓮の皇女》負けちゃった？」

「えー、うそぉ」

　対決を遠巻きに見ていた二人の少女がため息をつく。

　彼女たちの腕にはそれぞれ『新聞部』と記しるされた黄色い腕章わんしょうが付いている。

　彼女たちは合宿に取材に来ている『文曲ぶんきょく』の新聞部だ。

　七星剣武祭前の強化合宿は、普段はなかなか取材する機会がない他校の選手を取材できるチャンス。各校の新聞部としても大切なイベントだ。

　だから『文曲』の二人も、噂の姫騎士ステラ・ヴァーミリオンの記事を書くために九州からはるばるやって来たのだが──、

「なんだかガッカリー」

「あの《雷切》に快勝！　とかなら盛り上がったのにねぇ」

「実は弱かった！　なんて、記事にならないわよ」

　ステラの話題性にあやかって記事を書こうとしたのだが、負けてしまっては紙面の盛り上がりに欠ける。

　肩すかしを食らったと鼻白はなじろむ『文曲』新聞部。

　そんな呟きを、──同じく新聞部の黄色い腕章を付けた日下部くさかべ加々美かがみは少し離れた場所から聞き取り、呆あきれた声で呟いた。

「やれやれ『文曲』さんはどこに目を付けてるんだか」

「本当に。自分が求める結果に引っ張られて、目の前の真実を見る目が曇くもってるなんて、記者として話にならないわね」

　賛同したのは加々美の隣で《雷切》と《紅蓮の皇女》の模擬戦を観戦していた有栖院ありすいん凪なぎだ。

　二人は幾度もステラの戦いぶりを見ているので知っているのだ。

　この戦いの結果を生んだのは、『文曲』が言ったようなステラの弱さではない、と。

　もっとも、──同じ学校に居なくとも、見る目を持った者もいる。

　それが加々美たちからすこし離れた場所で戦いを観戦していた二人の男女だ。

「いやー、すごい戦いやったなぁー。ありゃ銭ぜにがとれるでー」

「今年の破軍はずいぶんと粒ぞろいだな。日下部」

　近づきながら声をかけてきた二人に、加々美が笑顔で応対する。

「八心やごころさんと小宮山こみやまさん。お二人も観戦してたんですね」

「そらそうやで。模擬戦とはいえ《雷切》と《紅蓮の皇女》の戦いを見逃すなんて、記者の風上にもおけんわ」

「まったくだな」

　と、加々美が二人に挨拶をしていると、後ろからつんつんと有栖院に肩を突かれた。

　なに？　と振り返ると、有栖院が加々美に尋ねる。

「かがみん。このお二人はどちら様？」

　その問いで加々美は、有栖院がこの二人に会うのは初めてだったことを思いだす。

「ああ、そういえば紹介がまだだったね。この女性の方が『武曲ぶきょく学園』新聞部の八心さん。そして男性の方が『貪狼どんろう学園』新聞部の小宮山さん」

「よろしくお願いします。有栖院さん」

「よろしゅうに」

「なるほど。二人とも同業者の方だったのね」

「そゆこと。同じ腕章つけてるでしょ」

　確かに、と頷く有栖院。

　その彼に、ずいっと挨拶を終えたばかりの八心が迫った。

「いやーしかし噂にはきいとったけど、実際見るとホンマ色男やねー。アンタ顔だけで食っていけるんちゃう？」

「八心。失礼だぞ」

　まじまじと有栖院の顔を見つめながらそんなことを口走った八心を、横に立つ小宮山が肘ひじを突いてたしなめる。

　だが有栖院は大して気分を害したようすもなく、微笑んだ。

「あはは。いいのよ別に。花も女も愛めでられてこそだもの」

「お、女……？」

　有栖院の口から飛び出た言葉に小宮山が動揺を示す。

　今の言葉の意味が小宮山にはよく理解出来ていないようだった。

「ああ、アリスちゃんはこういう人だから。あんまり気にしないで、小宮山さん」

「ぜ、善処しよう……」

「なんやこみやんナギさんがこういう人やって知らんかったん？　事前取材が甘いなぁ」

「くっ。流石さすがに性癖までは把握していなかった……」

　その言葉に、加々美は小宮山らしいと思った。

　やはり記者にも好みというものがある。

　八心と加々美は、選手の人間性なども絡め、やや演出がかった記事を書くことを好む。

　対し小宮山は質実剛健しつじつごうけん。どちらかといえば国営放送のような、事実を事実として記し、脚色することを好まないタイプだ。

　そういう記者にとって性癖なんてものは調べる対象にはならなかったのだろう。

「でもナギさんも代表選手やのに、こんなところでノンビリ観戦なんてしとってええの？」

「あたしはなんだかくじ運がよくてたまたま残っちゃったみたいなものだから。元々そんなに七星剣武祭に興味もないのよね。負けていった人たちには申し訳ないのだけど。この合宿に来たのもルームメイトの付き添いみたいなものだし。だからノンビリさせてもらってるわ」

「たまたま、ねえ。二十戦もの連戦をたまたまで勝ち抜けるともおもえんけど」

「でも勝ち残っちゃったんだからしょうがないでしょう？」

「まあ試合に臨のぞむスタンスは人それぞれだからな。そういう選手がいてもいいだろう」

「あら。寛容かんような男の人はタイプよ？」

「か、カンベンしてくれ……」

　有栖院の艶なまめかしい視線に顔色を青くして後ずさる小宮山。

　その姿をおかしそうに眺めながら、加々美はふと気になったことを二人に尋ねてみた。

「ところで八心さん、小宮山さん。二人はさっきの試合をどう見ます？」

「《雷切》と《紅蓮の皇女》の手合わせか？」

「はい」

「せやなぁ。一言。──とんでもなくレベルが高い」

「それはどちらが？」

「どちらやない。二人とも、や」

　その言葉に、加々美は小さく笑みを作った。

　やはり、この二人はわかっている、と。

　そう。八心と小宮山はあの模擬戦でステラが敗れた理由を正しく見抜いていたのだ。

「《紅蓮の皇女》の強さは噂通り、申し分ないものだった。一撃一撃の攻撃力。瞬発力。どれもこれもが非の打ち所がない超一級品だ。これほどの一年生は十年に一人いるかどうかという程だろうな。だからあの勝負、敗因は彼女の弱さにあるわけではない。《紅蓮の皇女》が弱いんじゃない。──《雷切》が異様なほど強いんだ」

「アタシもそう思たわ。アタシもこみやんも三年や。せやから去年の《雷切》を取材しとるけど、技のキレも威力も去年とは比較にならへん」

「おそらく、この一年の間に、今年こそ《七星剣王》を倒すために己の技に磨きをかけてきたのだろうな。しかし、だからこそ未いまだに信じられん。これほどまでに強くなった《雷切》が、『代表』ではなく『ボランティアコーチ』としてこの合宿に参加していることが。そして、Ａランク騎士すら退しりぞけてみせた彼女から、代表の座を奪い取ったＦランク騎士がいる現実が」

　言って、小宮山が訓練場の端に視線を向ける。

　そこに──《雷切》を打ち倒し、代表の座を奪い取った男がいた。

《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝。

　Ｆランクという騎士として最低の力しか持たないにもかかわらず、並み居る格上を薙なぎ倒し、ついには七星剣武祭代表生にまで上り詰めてきた男だ。

「ところで彼はあんな隅っこで何をやってるんやろ？」

「模擬戦じゃないかな？　《陰鉄いんてつ》構えてるし」

「周りにいるのは、あたしと同じ代表の葉暮はぐれ姉妹しまいね」

「模擬戦って、一対二でか？」

「先輩ならそのくらいどうってことないから」

　その加々美の推測は正しかった。

　四人の視線の先。

　そこで一輝は今、三年の葉暮桔梗ききょうと葉暮牡丹ぼたんの双子ふたごの姉妹に乞こわれて一対二の模擬戦を行っていた。

『もらったぁあああ！』

　槍の霊装を構えた葉暮桔梗が《瞬間加速》の伐刀絶技ノウブルアーツを用い、亜音速まで加速した突撃を見舞う。だが一輝は凄まじい速度で突っ込んでくる槍使いに対し、焦った様子も見せずに、

『よっと』

　──迫る穂先を足で踏みつけて、地面に突き刺した。

『うわぁああ!?』

　槍が地面につっかえた桔梗は棒高跳びさながらに、自らの突撃の勢いで宙に舞う。

　そして一輝を飛び越して、

『へ？』

　一輝の背中目掛けて二丁[image: 拳]銃の引き金を引こうとしていた妹・牡丹に思い切りぶつかった。

『ふぎゃ』

『きゃあんっ！』

　そしてそのままゴロゴロと砂地の地面を転がる二人。

　二人を追いかけて、一輝は気づかう声をかけた。

『大丈夫ですか？』

『いたた……、うん。オレは大丈夫。牡丹ちゃんは？』

『うぅぅ、ちょっと擦すり剝むいちゃったの』

『珠雫しずく』

『はい。任せてくださいお兄様』

　一輝の声に、脇で控えていた珠雫が治癒ちゆ術を使って牡丹の膝の擦り傷を塞ぐ。

　その間に一輝は葉暮姉妹に、

『桔梗先輩の速度は武器ですが、自分よりリーチの短い相手に槍使いが身体ごと突撃するメリットはあまりありません。リーチの優位を自ら手放しているようなものですから。もう少し『迎え撃つ』ことも戦法に加えたほうが良いと思いますよ。あと牡丹先輩も味方と射線が重なる位置に立つのは──』

　今の戦闘の問題点を指摘していた。

　その様子を遠巻きに見ていた有栖院は、思ったことをそのまま言葉にする。

「模擬戦、というよりも一輝があの二人に稽古けいこを付けてあげてる感じね」

　模擬戦というにはあまりにも一方的過ぎるからだ。

　まあ実際、この模擬戦は葉暮姉妹から一輝に稽古を付けてくれと頼んで始まったことなので、有栖院の見る目は正しかった。

「……稽古か。それにしても圧倒的だったな。《落第騎士ワーストワン》の方は剣を振ってすらいなかったぞ」

「加々美ちゃん。あの葉暮姉妹って弱いん？」

　八心の問いに加々美は首を横に振って否定を示す。

「まさか。確かに葉暮姉妹は先輩やステラちゃんたちが破軍上位陣に軒並み土を付けたから運良く選ばれた、みたいに言われてるけど、そんなことないよ。二人とも自分たちより格上の学園序列一桁の騎士を下して、二十戦無敗を守ってきた騎士だもの。そりゃ《雷切》や《速度中毒ランナーズハイ》とかに比べたらいくぶん格は落ちるとは思うけど、間違いなく実力はあるよ」

「それが完全に子供扱いかぁ。予想以上に大したもんやなぁ」

「それにしてもずいぶんと余裕だな。折角せっかくの合宿で他人の練習に付き合うなんて」

「先輩は人の世話を焼くのが好きだから、気分転換じゃないかなー」

「それに一輝は三日間で『巨門』が用意してくれていたコーチを全員倒しちゃったものねぇ」

　呟く有栖院の言葉は本当だった。

　合宿は今日で四日目だが、一輝はすでに『巨門』が用意してくれていたプロの魔導騎士のコーチを全員模擬戦で倒してしまったのだ。

　だから模擬戦をしようにも相手がいない。おそらく今、この合宿場にいるなかで一番強いコーチであろう《雷切》にも実戦で勝利を収めているのだから。

「まあ流石にそれじゃあ合宿の場を提供している『巨門』のメンツに関わるってんで、急遽きゅうきょ《落第騎士ワーストワン》のために特別なコーチを呼んだようやけどなー」

「一体誰が来るんだろ？　新宮寺理事長とか西京さいきょう先生はいつもならすぐに駆けつけてくれるだろうけど、今は七星剣武祭の準備とＫＯＫの公式試合で二人とも大阪おおさかに行っちゃってるからムリだろうし。かといって倒されちゃったコーチは全員日本国内ナショナルリーグのランカーだから、並の魔導騎士を呼んでも意味がないし」

「そのクラスを呼ばなければ相手が務まりそうにない時点で異常事態なのよねぇ」

「ホント、今年の『破軍』はすごいわ～。『武曲ウチ』の天下も危ういで」

　嘆くような声で『破軍』代表陣を賞賛する八心。

　だが彼女に対し、加々美は嫌味を込めた苦笑を浮かべた。

「またまた三味線しゃみせんを弾ひいて。負ける気なんてさらさらないくせに。『武曲』さんだってまさかの人をエントリーしてきたじゃない」

『武曲』はここ数年表彰台を独占し続けている名門中の名門だ。

　現《七星剣王》諸星雄大もろぼしゆうだいを初めとした代表陣の強さは、その勇名を日本だけではなく海外にも轟とどろかせている。

　だが──エントリー期限ギリギリになって、その海外まで勇名を轟かす代表陣の一人を押しのけて、突如として武曲代表に名乗りを上げた男がいたのだ。

　それが《風かぜの剣帝けんてい》の二つ名を持つ日本人学生唯一のＡランク騎士・黒鉄くろがね王馬おうまだ。

「一年、二年と、なぜか七星剣武祭にエントリーしてこなかったＡランク騎士が、三年目にして初めて公式戦の場に顔を出した。『武曲』の代表メンバーを初めて見たときは本当にびっくりしたんだから」

「俺も同じだ。てっきりあの男は今年も出てこないモノだと思っていたからな。やはりあの男のエントリーは『武曲』がそれだけ今大会に力を入れているということなのか？」

　異国からやって来たＡランク騎士《紅蓮の皇女》。

《雷切》を一刀のもとに打ち破った《落第騎士ワーストワン》。

　他にも今年はどこの学園も、例年に比べて異常なくらいの割合で『無名の一年』がエントリーしてきている。

　始まる前からすでに波乱はらんの様相ようそうを呈ていしている今大会。

　騎士としてのクラスだけなら《七星剣王》の諸星より格上である王馬を遊ばせておくわけにはいかない。

　そういう理由でのエントリーではないか、というのが小宮山と加々美の予想だった。

　しかし、その八心は首を横に振って否定する。

「いやいや。《風の剣帝》は学校の言うことを聞くような奴やあらへんよ。そもそも普段は学校に来こぅへんどころか連絡すらとれへんしな。このエントリーは《風の剣帝》自身の希望なんや。せやからウチらも同じようにビックリしたもんやで」

「じゃあ学園の指示とかじゃないんだ？」

「うん」

「そうだったのか。まあ希望されれば学園としても願ったり叶ったりというところだろうな」

「まあね。せやから急遽選抜戦六位やった柴田しばたくんと勝負して、勝った方が代表ってことになったんよ」

「それで、王馬さんが勝った、と」

「正直勝負にもならへんかったね。相手が悪かったというたらそれまでやけど」

　答える八心の表情には哀愁あいしゅうの色がある。

　柴田はよほど無残な敗北を喫きっしたのだろう。

　だけど──

「柴田さんには悪いけど《風の剣帝》の気まぐれは『武曲』にとっても私たち『文屋』にとっても朗報だよね」

「まったくだな。メンツは豪華なほうが紙面が盛り上がる」

「ネットでも《紅蓮の皇女》と《風の剣帝》の対決を期待する声は多かったで」

「無理もない。《世界時計ワールドクロック》対《夜叉姫やしゃひめ》以来の学生Ａランク対決は誰だって見てみたいだろうよ」

　あの二人の戦いは今でも語りぐさとなっている名勝負だった。

　その名勝負と奇くしくも同じ『破軍』VS『武曲』の東西対決という図式も、盛り上がりに一役買っているのだろう。

「……まあ同じ東京の『貪狼ウチ』としては肩身の狭い話だがな」

「でも私がすっぱ抜いた《落第騎士ワーストワン》との一件以来、《剣士殺しソードイーター》がやる気になってるんでしょ？」

「正直それだけが救いだな。今年の彼には我々も期待している。素行には問題ある男だが《剣士殺しソードイーター》の格闘センスは超一級品だ。……だがそれを踏まえても、やはり今大会で一番注目しているのは──《落第騎士ワーストワン》だ」

　同校の輩である《剣士殺しソードイーター》の活躍を期待する反面、この大会のダークホースが彼ではなく一輝のほうであると、自らの記者としての勘が告げるのだと小宮山は話す。

「あの《紅蓮の皇女》との対決以来密かに噂され、そして《雷切》相手に勝利を収めたことでいよいよ表舞台に頭角を現した無名のＦランクが、全国の強豪相手にどこまで斬り込めるのか。……内心誰もが楽しみにしていることだろう。実際、まだオフレコだがあるキー局は七星剣武祭前に《落第騎士ワーストワン》で特集を組む方向で動いているようだぞ」

「《紅蓮の皇女》を倒し《雷切》を一刀で斬り伏せた《風の剣帝》の弟……。まあ、それも当然の扱いかもしれへんね」

　納得する八心。

　その隣で加々美は密かに笑みを作った。

　自分がずっと注目して追い続けてきた選手がこうして誰からも認められる存在になるというのは、なかなか嬉しいものがある。自分の見る目が正しかったことの証明というのもあるが、それ以上に黒鉄一輝という騎士がどれだけの苦境を乗り越えてこの場にやって来たのか、その辺りの事情を知っているからこそ、余計に嬉しく思ってしまうのだ。

（まあ、あんまり特定の選手に入れ込むのはよくないんだけど）

　でも一輝に関してはしょうがないと加々美は割り切っていた。

（だって、あんなに誠実で直向ひたむきな男の子を、応援したくならない女なんていないもん）

　だからしょうがない。うん。

「ん？」

　ふと、一輝に視線を戻そうとしたとき、加々美は視界の端にある人物を見つけた。

　自分たちと同じく、遠巻きに一輝へと視線を向けるアッシュブロンドの女性。

「あれってもしかして『巨門』の《氷の冷笑》じゃない？」

「ほんまや。《落第騎士ワーストワン》の偵察に来てんのかな？」

「いくぞ」

「これは是非コメントを取るしか──ってうわ、小宮山さんもう行ってるよ！」

「まちぃやこみやん！　独り占めはゆるさんで！　あ、ナギさんも後でまた取材に来ますんで、ほな！」

　ちゃっかりと有栖院への繫ぎも取り付けてから、八心も小宮山を追いかけて走る。

　だが加々美だけはそうも行かなかった。

　彼女には連れの有栖院が居たからだ。

　さすがに彼を置いて行くというのも悪い。

　だから加々美は有栖院に一言断りを入れる。

「アリスちゃん！　わたしもちょっと行ってくるから、ここで待って貰っててもいい!?」


「…………」



　しかし、有栖院からの返事はすぐには返ってこなかった。

　彼が物思いにふけるような表情で俯うつむいていたからだ。

「……アリスちゃん？」

「え、あ。ごめんかがみん。ちょっとぼぅっとしていたわ。なにかしら？」

　二度目の問いかけでようやく応じた有栖院に、加々美は《氷の冷笑》の取材に向かいたい旨を伝える。

　有栖院はすぐに構わないと答えを返した。

「いいわよかがみん。行ってらっしゃい。あたしはここで待ってるから」

「……うん。じゃあいってくるね！」

　言って、加々美も先行した二人の後を追いかけて走る。

　途中ふと有栖院のことに考えを巡らせた。

　一体彼はなにをぼうっとしていたのだろうか、と。

　まだ交流を始めて数カ月だが、こんなこと一度もなかった。

　人の話を聞き逃すなどということは、一度も。

（もしかして、アリスちゃんも七星剣武祭の前にナーバスになっている、とか？）

　もしくは有栖院が沈黙する前の話題──

　黒鉄王馬の話に、何か気になることでもあったのだろうか。

　だが少し考えて加々美は、

（まあ、誰だってぼーっとする時くらいあるわよね）

《氷の冷笑》の元へたどり着いたこともあり、加々美はすぐにその疑問を意識の外へ追い出した。

　加々美が追いついたのは、折良く小宮山によるインタビューが始まった直後だった。

「どうも。『貪狼』新聞部の小宮山です。《氷の冷笑》鶴屋つるや美琴みことさん、先ほどの模擬戦を見て、《落第騎士ワーストワン》──いや《無冠の剣王アナザーワン》黒鉄一輝くんを見てどう思われますか？　彼は貴方あなたたち全国ベスト８に通用するでしょうか？」

　突然のインタビュー。

　しかし鶴屋ほどの実力者にもなればマスコミに食いつかれることなど慣れているのだろう。

　彼女はさして驚いた様子も、不快な表情も見せず、

「フッ、記者さんはせっかちでいけませんね」

　整った顔にやや意味ありげな笑みを浮かべた。

「私が彼についてどのような感想を抱いたのか。そんなことを言葉で語っても意味がないでしょう？　私たち騎士にとっては、戦いによる結果こそが真実。そして戦いの舞台はもう整っている。──彼が私たちに通用するかしないかは、いずれ近いうちに明らかになることです。それは、言葉よりも遙はるかに明白で、──残酷な形でね」

　告げて、鶴屋はクスリと口唇を吊り上げる。

　そのどこまでも冷たい笑みに、インタビューをかけた三人の記者は、背筋に寒気を感じ身を震わせた。

「フフ。それでは失礼──」

　自分の笑みに竦すくんだ三人にそう言い残し、鶴屋は訓練場の出口へ向かっていく。

　鶴屋は何一つ明確な答えを三人の記者たちに示したわけではなかったが、その背中はどこまでも堂々としており、自らの強さに微塵の疑いも抱いていないことがわかる。

「さすがにベスト８クラスともなると堂々としているな」

「さすがの貫禄やねぇ。ちょっとビビってもうたわ」

　感嘆の声を漏らす八心と小宮山。

　加々美もまた彼らと同じ気持ちだったが、それでも彼女の中では一輝に対する信頼のほうが大きい。何しろ一輝は同じベスト８である《剣士殺しソードイーター》に、格上のベスト４である《雷切》を下しているのだ。

（いつまでも余裕ぶってなんていられないんだから）

　しかしまあ──

　実際全国ベスト８というのは加々美が思うほど甘い人間というわけではない。

　訓練場から出てきた鶴屋は、訓練場の出口で同じ代表の学友に話しかけられる。

「あ、みこっちゃん。どうよ今年の『破軍』は？　みこっちゃんなら余裕で勝てそう？」

　対し、彼女は《氷の冷笑》と呼ばれる由縁ゆえんでもある微笑を浮かべ、




「絶対ムリ」




　ハッキリ断言した。

　そう。《氷の冷笑》鶴屋美琴は、加々美たちが考えているよりもずっと強い。

　それ故に、自分と他者の力量を正しく計ることが出来るのだ。

　だからこそあの場の三人よりも遙かに、《氷の冷笑》本人が悟っていた。

　自分が《落第騎士ワーストワン》に勝てないことを。

「ていうか何しれっとプロの騎士を三人も潰してるのよ。あり得ないでしょ……」

　嘆くような声で壁にもたれ掛かる鶴屋。

　その彼女の耳に、今出てきた訓練場からざわめくような喧噪けんそうが聞こえた。

『おい、アレって南郷なんごう寅次郎とらじろうじゃねえか!?』

『《落第騎士ワーストワン》のために呼んだコーチって《闘神とうしん》かよ！　豪華過ぎるだろ！』

「あり得ないでしょ……」

　ずるずると壁にもたれたままその場に座り込む鶴屋。

　彼女が願うことは、もうただ一つだけだった。

「ああ、せめて一回戦ではあんなバケモノ連中と当たりませんように……！」




　──かくの如く、《落第騎士ワーストワン》と蔑さげすまれた異端の実力者の力は、今や知れ渡っていた。

　それこそ《七星剣王》諸星雄大。

　Ａランク騎士《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオン。

　同じくＡランク騎士《風の剣帝》黒鉄王馬。

　七星剣武祭優勝候補と目される者たちに並び、名を挙げられるほどに。

　このいずれも劣らぬ猛者もさたちの戦いにどこまで斬り込めるのか。

　無冠のＦランク騎士がどれだけの波乱を巻き起こすことが出来るのか。

　選手たちも、観客たちも、誰もがこの異端の実力者の活躍に期待するようになっていた。





◆◇◆◇◆






『巨門』の強化合宿にはメニューのようなものはない。

　招いたコーチが特別授業を開いたりはするが、それに参加するかしないかは当人次第だ。

　なぜなら伐刀者ブレイザーの能力は十人十色。非常に種類が多く、効果的な修行方法もそれぞれに細かく分かれているので、大きな枠組みでメニューを決めてしまうのはかえって非効率。

　だから生徒たちは個々人で、あるいは友達同士で自由にメニューを決めることになる。

　そこでステラは夕食前に一輝をランニングに誘った。

　合宿場から十キロほど離れた繁華街までの、往復二十キロのランニングだ。

　二人にしてみれば鍛錬と言えるほどの距離でもない。

　どちらかといえばこれは気晴らしに近かった。

　ステラは先ほど《雷切》に敗れた悔しさを走りまくって紛らわしたかったのだ。

　しかし──

「うぅぅ！　あ～！　やっぱりくやしい～!!!!」

　折り返し地点の繁華街の側にある公園で、ステラは一輝と二人ベンチで休憩しながら足をバタバタとさせ子供のように地団駄じたんだを踏んだ。

「走ってもすっきりしなかったかい？」

「しない！　全然しない！」

　普段の倍のハイペースで走っても、公園の水道で顔を洗っても、ステラの気はまるで晴れなかった。

　──正直に言えば、ステラも何となく感じてはいたのだ。

　奥多摩の一件や、一輝との戦いを見て、刀華が自分より強いのではないか、という予感は。

　でも、それがいざ目に見える結果となって突きつけられると、悔しくてしょうがなかった。

「ていうか戦ってみて確信したけど、あの人ものすごく強いわね」

「東堂さんのクロスレンジは殆ほとんど結界だからね。正攻法で攻略するのは難しいよ」

「でも一輝は攻略したじゃない」

「……まあ、僕にはクロスレンジしかないから。あの距離では負けられないよ」

　そういって控えめに微笑む恋人にステラはちょっと嫉妬しっとする。

　自分が手も足も出なかった《雷切》を、この温和な表情で微笑む男は、堂々と真正面から打ち破って見せたのだ。

　刀華と一輝の一刀勝負。

　あの刹那の攻防は、ステラの目蓋まぶたに焼き付いている。

　とても誇らしく、同時にとても悔しい。

　まだまだ彼の領域に行き着けない自分自身の未熟さが。

「それにしても、あんな人でも去年は四位だったなんて、日本ってやっぱりレベルが高いのね」

「まあトーナメントにはどうしても巡り合わせってものがあるから、東堂さんの四位がイコール上に三人いるというわけでは無いと思うけどね。三位決定戦は確か『身内』が倒れたとかで棄権していたし」

「だからってアタシが負けていていい理由にはならないわよ。イッキと今の《七星剣王》、少なくともトーカ先輩に勝った人間が二人もいるんだから、負けてられないわ。アタシの目標はイッキたち全員を倒して《七星剣王》になることなんだから。それに──すこし気になる相手もいるしね」

「気になる相手？」

「《七星剣王》と同じ『武曲学園』のオウマ・クロガネ」


「…………！」



　その名をステラが口にした瞬間、一輝の表情が目に見えて硬くなる。

　そのリアクションでステラは確信した。

「やっぱり、イッキやシズクと同じ『クロガネ』なのね」

「……うん。彼は僕の一つ上の兄さんだよ」

「知らなかったわ。イッキにお兄さんがいたなんて。いえ、そもそも日本の学生にアタシと同じＡランク騎士がいたことも初めて知ったわ」

「何しろ騎士学校に入学してから二年間、いや中学生も入れたら五年間も殆ど行方不明状態だったからね」

「え、失踪しっそうしていたってこと？」

「いや、そういうわけじゃないよ。たまにだけど連絡は取れたらしいし、公の場に姿を見せたこともあったらしい。でも、一日や二日程度で何処どこかに行ってしまうそうだ。そして公式戦にも五年間姿を見せなかった。昔は小学生リトルリーグのチャンピオンになったりして、かなり注目されていた人だったんだけど、どんな才能のある人間でも、五年も動きを見せなければ流石に世間も興味を失う。注目度で言えば今はもう珠雫の方が高いくらいだと思う。だからステラが知らないのも無理はないよ」

「なるほど。五年も公式戦から遠のいていれば、それも当然かもね」

　だが、それならば──

「そんな人がどうして今更出てきたのかしら。イッキはなにか心当たりはある？」

　ステラはそう一輝に尋たずねるも、彼は首を横に振った。

「いや。全然わからない」

「自分のお兄さんなのに？」

　その言葉に一輝は困ったように苦笑してみせる。

「僕自身がはみ出し者な上に、王馬兄さんもはみ出してるから殆ど接点がなくてね。正直父さんより遠い存在だよ。だから本当のところはよくわからない。ただまあ僕が知る限りの印象を言えば、ものすごくストイックな人なんだ」

「ストイック？」

「もう生きること＝強くなること、みたいな人」

「……それってイッキじゃないの？」

　思ったことをそのまま口にしたステラに、一輝は首を横に振った。

「僕なんかの比じゃないよ。王馬兄さんは『強くなること』以外には本当になんの興味もないんだ。自分より弱い弟にも興味がない。自分より弱い妹にも興味がない。自分よりも弱い父親にも興味がない。……七星剣武祭とかの公式戦にエントリーしない理由も『自分が相手にする価値がある人間がいないから』っていつぞやのインタビューで言い切っていた」

「それはまた、ずいぶんな自信家ね」

「でもそれに見合うだけの強さも持ってる。そしてそんな『強くなること』以外に興味を持たない王馬兄さんが七星剣武祭に出てきたっていうことは、やっぱり『強くなるため』しかあり得ない。だから、──これはあくまで僕の予想だけど、王馬兄さんの目的はステラだと思う。自分と同じ学生Ａランク。世界中見渡しても早々出会える存在じゃない。僕が王馬兄さんなら是非戦ってみたいと考えるだろうからね」

　その言葉に、ステラもなるほどと納得した。

　彼女自身も自分と同じ学生Ａランクに興味がないと言えば噓になる。

　出来ることなら戦ってみたいとも。

　相手もそう考えている可能性は大いにある。

「ちなみに、イッキから見てそのオウマの強さはどんなものなのかしら？」

「それは言ったとおりだよ」

「言ったとおり？」

「『自分が相手にする価値がある人間がいないから』──その豪語に見合う実力だよ」


「…………！」



　そう告げた一輝のある種の緊張感を持つ声音こわねに、ステラは背筋に寒いものを感じた。

　ようするに一輝は今こう言ったのだ。

　黒鉄王馬は《雷切》はもちろん去年の《七星剣王》でさえ歯牙にもかけないほどの力を持っていると。

　声音に滲にじむ緊張感は、一輝自身も兄の参戦にプレッシャーを覚えているということだろう。

　この少年をしてここまで言わせるとは、尋常じんじょうなことではない。

　そして、それほどの敵が参戦してきたというならば──

　ステラとしても、ますます《雷切》クラスに敗れている場合ではない。

「決めた！　この合宿が終わるまでに絶対トーカ先輩より強くなってみせるわ！」

　合宿はあと五日。

　一日一回模擬戦を挑んだとして、今日もあわせて計六戦。それを勝ち越す。

　ステラは声を大にして、自らに目標を課した。

　そしてステラは明確な目標が出来ると、どうにも身体が疼うずいてくる性分だ。

　もう公園で休憩なんてしている気分ではなくなった。

　ステラはベンチから腰を跳ね上げて立ち上がると、一輝を急かす。

「イッキ！　早く合宿場に戻りましょう！　ご飯を食べたらまたトレーニングを──」

　だがそのとき──

　きゅぅぅぅ～。

　と、ステラのお腹なかからずいぶんと可愛らしい音が鳴った。

　しかも今時の子供は外で遊ぶなんてことはしないのか、公園には殆ど人気が無く、その音がやたらと大きく響き──、

「はは。ずいぶんと可愛い音がしたね」

　一輝に笑われてしまう。


「～～～～～～っ」



　恥ずかしさでステラは林檎りんごみたいに頰を赤くした。

「し、しかたないでしょ！　今日一日たくさん動いたし！　今ご飯前だし！」

「うん。そうだね。お腹が減ってるのはそれだけステラが頑張ってる証拠だよ。恥ずかしいことじゃないさ」

「う、そうよ。わかってくれればいいの」

「でもあんまり空腹で頑張りすぎるのも良くないから、ちょっと腹ごしらえしていこう」

　そういうと一輝は立ち上がり、頰を赤くして俯くステラの手を取った。

「あっ」

　突然手を握られたことに驚くステラ。

　だが一輝は気にした様子も見せずに、

「商店街の方に行けば何かあるはずだから、ついておいで」

　笑顔でステラの手を引き、歩き出した。





◆◇◆◇◆






　夕方の商店街は夏休み中の学生と、夕食の買い出しに来た主婦でごった返していた。

　その中を一輝とステラは手を繫いで歩く。

　すると周りからぼそぼそと声が聞こえてきた。

『あの二人ってヴァーミリオンのお姫様とこの間話題になってた黒鉄家の子じゃない？』

『ああ、姫様を騙だまして手込めにしたとかいう話の？』

『それはデマだって聞いたわよ』

　二人の交際がすっぱ抜かれた一件以降、ステラだけでなく一輝の顔も広く世間に知られることとなった。

　その顔だけでなく、二人が愛し合っていることも含めて、だ。

　だから二人で歩いていると嫌でも目立ってしまう。

『見て見て。手繫いでる。やっぱり付き合ってるって本当なんだ』

『ていうかリアルで見てみるととんでもない美人だなぁ。あのお姫様』

『いいなぁ。俺もあんないい女と付き合ってみてぇ』


「～～～～っ」



　周囲から刺さる好奇の視線に、すこしステラの耳が赤くなる。

　校内でカップルとして見られるのはいい加減慣れてきたが、やはり校外の人々から恋人同士としてみられるのはまだどうにも気恥ずかしい。

　そんなステラに、一輝は窺うかがうように話しかけた。

「ねえステラ。恥ずかしいなら、手、離そうか？」

　ステラが周囲の視線を気にして頰を染めていることに気づいた故の配慮だ。

　だがステラは、

「は、恥ずかしく、なんか、ないけど……」

　そう噓をついた。

　確かに恥ずかしいが、こうして手を握られるのは大好きだったから。

「それならいいんだけど。でも無理はしないでね」

　ステラのその辺りの機微きびを理解したのか、一輝は小さく微笑むと、手を握る力を少し強くして、再びステラを引っ張るように歩き出した。

　その一輝の横顔に、ステラは思う。

（なんだか、イッキ、ちょっと変わった）

　ステラの知る黒鉄一輝という少年は、お世辞せじにも積極的とは言えない男だった。

　自分と同じく、誰かを好きになるのも誰かと付き合うのも初めてで、何をするにも二人、おっかなびっくりしながら少しずつ恋人としてのステップを上がっていくような、そんな関係だった。

　しかし、ここ最近一輝の雰囲気が変わった。

　──妙に積極的になってきた。

　先ほど、公園でステラの手を取ったときもそう。

　手を取り合うことは以前から二人が好んでいたスキンシップだったが、今まではどちらともなく手を重ね合い握り合う行為だった。

　だが、ここ最近は違う。

（こう……ガシッ、というか、ギュッ、というか──）

　自然と重なるのではなく、一輝の側から積極的に握ってくるようになったのだ。

　そして今も、周囲の視線を気にした様子もなく、堂々と自分の手を握っている。

　普段、一輝の慎重さと誠実さに、それが彼の美徳だと理解しながらもややヤキモキとさせられることもあったステラとしては、この変化には驚かずにいられない。

　一体どういう心境の変化があったのだろう、と。

　そこでステラは、率直に一輝にそのことを尋ねてみることにした。

「ねえ。なんかイッキ、最近変わったわよね」

「僕が、変わった？」

「前よりその……、強引っていうか、堂々としてるっていうか」


（……男らしくて、ちょっと格好いいっていうか…………）



　そのステラの問いかけに一輝は一瞬驚いたような表情を見せた。

　そしてすぐにすこし照れたように頰を搔き、答えた。

「……やっぱりステラにはバレちゃうか」

　一輝の答えは、彼にこの変化に対する自覚があったことを示していた。

「ごめんね。なんだかがっついてるみたいで」

「べ、別に嫌だなんて言ってないわ！　ただちょっと、どうしたのかなって思って」

「別にどうってほどのこともないんだけどね」

　重ねられた問いに一輝はそう前置いてから、

「なんだか、ステラにプロポーズしてから、自分でもビックリするくらい自分の中でステラへの執着が強くなっちゃってね。どうにも主張したくて仕方がないんだ。この子は僕の大切な女の子だって」

　ステラが知りたがっている己の変化の理由について語った。

《雷切》との戦いの後にした告白は、自分にとっても大きな転機になっていたのだ、と。

　それまでも一輝はステラのことを誰よりも愛していたつもりだった。

　だが、互いの気持ちを、強い想いを言葉で確認し合ったことで、以前とは比較にならないほど独占欲が強くなった。この少女を誰にも譲るものかという思いが強くなった。

　その結果として、彼の中で一つの自覚が芽生めばえたのだ。

　自分の女を守る、雄おすとしての強い自覚が。

　そしてその自覚が一輝に今までになかった積極性を与えていたのだ。

「それこそ今すぐ抱きしめたいくらいでさ。……節操せっそうのない話だとは思うんだけどね」

　自らの心中を少し恥ずかしそうに語る一輝。

　そんな一輝の告白に、ステラは胸がとくんとくんと早打つのを感じた。

（イッキ……）

　脈打つ鼓動が、胸の奥からむず痒がゆいほどの愛おしさをくみ上げてくる。

　何故か。

　その理由は決まっている。

　彼女の恋人は今、言葉足らずもこう主張したのだ。

　お前は俺のモノだ。他の誰にも渡さない──と。

　そして同時に、自分の周囲にも威圧を振りまいている。

　俺の女だ。手を出すな──と。

　その事実に、ステラは自分の頰が緩むのを感じて顔を伏した。

（イッキ、かわいい……っ）

　正直、たまらなかった。

　未成熟ながらも精一杯自分の女を独占しようとする姿。

　なんとも愛らしくて仕方ない。

　その姿を可愛いと思われるのは一輝としては不本意だろう。

　だけど、ステラにとって一輝のその姿は目眩めまいがしそうなほどキュートだった。

　これは、是非とも報いたい。

　一人の女として、彼の女として。

　だからステラは、──自分の手を握る一輝の腕に、身体ごと抱きついた。

「す、ステラ？」

「こうしたらアタシがイッキの女だって、もっとよくわかるでしょ？」

　微笑みながら、一輝の腕に頰を寄せるステラ。

　もう周囲の視線なんて気にならなかった。

　そんな些細ささいなことよりも、自分のことを精一杯独占しようとしてくれる男の子に報いたいという気持ちが大きかったから。

　だが、どうにも一輝にとってはまだ手を繫いで歩くまでがすまし顔でいられる限界のようで、ステラに引っ付かれた途端に落ち着かない様子になる。しかし、自分から『主張したい』と言いだした反面、恥ずかしいから離れてほしいともいえないのだろう。

「そ、そうだね。良いアイデアだ。うん……」

　一輝はなるべく平静を装って歩く。

　だがその頰は気恥ずかしさに火照ほてり、ステラの手を握りしめる手の平にはじっとりと汗が滲んでいた。

（ふふ……）

　そんな虚勢きょせいがまたステラには愛らしくて仕方がない。


（……なんだか、今すっごい幸せ…………）



　口元を緩ませながらステラは自分の歩みのすべてを一輝に委ねる。

　その姿は周囲から見ればさぞバカップルだと呆れられることだろう。

　でも仕方がないじゃないかとステラは開き直る。
















　だって、好きなんだから。

（しっかり独り占めにしてよね。アタシの王子様）

　恥ずかしくてとても口には出せない言葉を心の中で呟く。

　だがそのとき、

「ん？」

　ふと突然、一輝の歩みが止まった。

　最初は腹ごしらえをする場所を見つけたのか、と思ったが、


「────」



　ステラはすぐにそうではないことに気づく。

　後ろを向く一輝の視線が、非常に険しい色をしていたからだ。





◆◇◆◇◆






「どうしたの？」

「……今すれ違った、ツナギの人」

　一輝はまっすぐ、横を通り過ぎた作業着姿の男の背中を見つめ、言った。

「歩き方が変じゃなかった？」

「怪我けがでもしてるんじゃないの？」

「いや──」

　一輝も最初はそうかと思ったが、

（たぶん、違う）

　一度浅く息を吸い、集中の度合いを高める。

　遠のく背中を見つめ、その背丈せたけや肩幅からおおよその骨格を把握。

　骨格から予想される筋肉の付き方と、その筋肉による四肢の動作を想定し、照らし合わせる。

　すると、やはり男の歩き方はおかしかった。

　左右の歩幅に妙な違いがある。

　だが負傷、あるいは障害を抱えている風ではない。

　各部関節は通常に駆動しているように見える。

　異物。

　人体には存在しない何かが、歩調を狂わせている。

（皺しわの寄り方、歩き方を見るに、右ポケットか）

　手を突っ込んだままの腰の右ポケット。

　作業着の皺の寄り方から察するに、入っているのは手だけじゃない。

　何かを右手に握り、ポケットに収納しているのだ。

　ある程度長さがあり、幅もある。

　そう例えば、──サバイバルナイフのようなものが。

（……服装からして電気工という可能性もある）

　頑丈なケーブルの外皮を剝くために電気工がナイフを持ち歩くことは普通のことだ。

　電気工事に使うナイフにしては大きすぎる気がするが、その辺りは自分自身の知識の乏とぼしさか、あるいは個々人の趣味の部分かもしれない。

　しかしすれ違ったとき、一輝は一瞬だけだったが確かに目にしたのだ。

　頭に深くかぶられたキャップの鍔つば。

　その奥に光る、獲物を狙う猛獣のそれのように乾き血走った瞳ひとみを。


「…………」



　目つきの悪い人間なんてごまんといる。

　血走っているのもただの寝不足かもしれない。

　それにポケットに入っている何かも、ただの仕事道具かもしれない。

　それらはいずれも、今一輝の想像している『最悪の可能性』より遙かに高い確率で起こりうることだろう。

　でも、だけど──、

　どうにもその脳裏のうりを掠かすめた『最悪の可能性』が気になり、胸騒ぎが収まらない。

「……よし」

「あ、イッキ！　どこいくのよ！」

「ちょっと待ってて」

　右腕に抱きついていたステラを解ほどいて、一輝は一人作業着の男の背に駆け寄る。

　とにもかくにもまず話しかけて、ポケットの中身をどうにかして確認しよう。

　自分の失礼な勘違いだったなら、それでいい。

　謝ればいいだけのことだから。

　謝って許して貰えなければ、まあ多少痛い目にあってもいい。

　それで脳裏を掠めた『最悪の可能性』を否定出来るのなら。

　そう一輝は考え、声をかけようとした。

　──そのときだ。

　ふと、作業服の男が歩みを止めた。

　歩みを止めたのは、商店街の十字路。人が最も往来する場所のど真ん中。

　どうしてそんな何も無い場所で止まるのか。

　その答えは、

「つっ、ってーな！　なに道のど真ん中でぼさーっとツッたってんだよオヤジ！」

　男に中学生くらいの少年たちがぶつかった瞬間、明らかとなった。


「キヒ────」



　奇怪な、うなり声とも悲鳴とも付かない声を漏らし、作業服の男が動きを見せる。

　素早くポケットに突っ込んだままにしていた右手を引き抜こうとする。

　その刹那にも満たない一瞬を、一輝は時間の流れそのものを静止させるほどに研ぎ澄まされた集中力と動体視力をもって注視。

　男のポケットからほんの僅かに覗いたソレの『輝き』を確かに確認した。

　ギラリと野蛮に煌きらめく刃。肉厚のサバイバルナイフ。

　場所は交差点の中心。そんなところで刃物を抜こうとする理由は一つ。

　一輝が感じ取った『最悪の可能性』は的中していたのだ。

　己の予測が的中していた事を確信するや、一輝は動く。

　自身の集中力により鈍化した世界で、誰よりも速く。

　地を蹴り、行き来する人の流れをすり抜け、一輝は刃を持つ男の手を捕らえに走る。

　男との距離は五メートル弱。ナイフはまだその刀身の半分をポケットから覗かせた程度であり、男の正面に立つ中学生の一団もその存在に気づいていない。


（いける…………！）



　一輝の速度なら十分に間に合うタイミング。

　このまま走り寄り、背中を打撃して意識を奪う。

　刀身をすべて抜ききる前に片はつく。

　少々騒ぎにはなるかもしれないが、惨劇さんげきは回避出来るだろう。

　すべては一瞬のすれ違いで得た予感を重要なモノと感じ取り、備えていた一輝の機転のおかげだ。

　──そう、ここまでは一輝にとっては『最悪』とはいえ予想の範はん疇ちゅうだったのだ。

　だが次の瞬間、予想外の事態が発生した。




「わーっ！　待って待って！　そんなことしちゃダメだってば！」




　高い、少女のものと思われる切羽せっぱ詰つまった声が響き、あろう事か一輝が男の元へたどり着くよりも早く、その声の主が男の腕に縋すがり付いたのだ。

（えっ……！）

　まだナイフの刀身がポケットから完全に抜き放たれていないようなタイミング。

　元々この作業着の男を警戒しポケットを注視していても、尋常ならざる反射神経を持っていなければ割り込めるようなタイミングではない。

　それこそ、一輝並みに研ぎ澄まされた身体能力を持っていなければ。

　だから一輝もこのタイミングでの割り込みは予想していなかった。

　完全に虚を突かれた形。そしてさらに不味まずいことに少女が男に取り縋ったことで男の身体の位置が横にずれ、少女の身体が一輝の打撃の軌道と重なってしまった。

「ッ──！」

　これでは突撃も出来ない。

　仕方なく一輝はすぐさま自分の身体に減速をかけ立ち止まった。

　その間にも状況は展開。

　少女はやや高い声で、突然の割り込みに驚愕の表情を浮かべる男に叫んだ。

「ダメだよオジサン！　いくら会社にリストラされて借金まみれになったからって、誰かを道連れに自殺しようなんて考えちゃ！」


「ッッ…………!?」



　だが叫んだということは、その声は周囲の人間にも聞こえており──

「お、おい！　こ、このオヤジナイフもってるぞ！」

「え？　うわあああ！」

「きゃああああ！　人殺しよォォ！」

　まだポケットから完全に抜き放たれてはいないものの、さすがに存在を示唆しさされては誰にでも気付ける。

　男の右ポケットから覗く刃物の輝きに周囲は騒然。

　ある者は他の人を突き飛ばしながら、ある者は転倒しバッグの中身をまき散らしながら、誰もが男から距離をとろうと十字路から逃げ出す。

　そんな中、ただ一人男の腕にしがみつきながら残った少女は、

「今ならまだ未遂で済むから、一緒に警察にいこう？　こんなことしたら田舎いなかのお母さんも悲しむよ。大丈夫、生きていれば運が向いてくることもあるから！　ねっ!?」

　やや汗の滲む美しい顔に笑みを浮かべ、優しい声で語りかけた。

　男を宥なだめようとでもしているのだろう。

　しかし、それは男には通じなかった。

「この、グゾガギャァアァアア!!!!」

「うわぅ！」

　狩りを邪魔された男は咆吼ほうこうのような怒声と共に、力任せに少女を振り払う。

　やせ形の少女はあっさり振り払われ、その場に尻餅しりもちをついた。

　そして、そんな少女に影がかかる。

　鬼のような形相ぎょうそうでナイフを振り下ろす男の影が──

（ど、どうする!?）

　その瞬間、一連の状況を逃げる人々の流れの中で見ていた一輝は、己がとるべき行動に迷っていた。

　本来なら迷わず助けに入るべき場面だ。

　しかし、──一つの要素が、一輝に取るべき行動を迷わせていた。

　それは、他ならぬ乱入してきた少女だ。

　いや──少女、ではない。

　そう見まごうばかりに愛らしい声と顔立ちをしているが、違う。

　彼が着用しているのは、──『巨門学園』の男子制服。

　そして一輝は彼の顔を知っていた。

　最初は気づけなかったが、よくよく見て思いだしたのだ。

　選抜戦が終わったあと、クラスメイトの加々美から見せて貰った、今年の七星剣武祭代表生たちの一覧。

　その写真の中に彼の顔があったことを。

　名前までは忘れてしまったが、彼は七星剣武祭に出てくるレベルの伐刀者ブレイザー。

　ならば──

（そんな人が無策で飛び込んでくるはずがない）

　あんな安っぽい刑事ドラマみたいな台詞せりふ一つを吐きにノコノコ現れるはずがない。

　何か鎮圧ちんあつする手段──能力を有しているはずだ。

　そして少年の能力がどういうモノかわからない以上、下手に出ていくと邪魔になる可能性がある。一輝にとっての少年がそうであったように、だ。

（ならこの場は彼に任せるべきか）

　だが一輝がそう判断しようとした矢先、金髪の少年は振り下ろされる切っ先に対し──

　──頭を抱えて叫んだ。





「だ、だれかたすけてえぇぇーーーーーーーーーーーーっっ!!!!」







（無策かァーーーーーーーーーーッッッ!?!?）



　まさかのＳＯＳに内心悲鳴を上げながら、一輝はすぐさま行動を開始した。

　もうタイミング的に走っていては間に合わない。

　だが、足下には逃げ散った通行人たちの落としていった持ち物が転がっている。

　一輝はそのうちの一つである口紅を思い切りつま先で蹴りつけ、振り下ろされるナイフにぶつけた。

「ぐあ!?」

　突然の衝撃にナイフは男の手を離れ、地面に落ちる。

　同時に一輝は男に駆け寄り、男の顔面を[image: 拳]で撃ち抜く。

「がっ!?」

　鼻血で放物線を描きながら男は仰向あおむけに地面に倒れ、そして動かなくなった。

　一輝の[image: 拳]は一撃で男の意識を断ちきったのだ。

　端から見ればそれは実に鮮やかな手際てぎわに見えたことだろう。

　だが、

「は、ハァ！　ハァッ！　ハァッ!!」

　当の本人は背中にびっしりと冷たい汗をかくほどに必死だった。

（あ、危なかった……！　この人、ホントになんにも考えず出てきたんだ……！）

　自分が飛び出さなければ、間違い無くこの少年は殺されていた。

　それくらい、ナイフが振り下ろされた瞬間の少年は無防備だったのだ。

　武芸を見せるわけでもなく、伐刀者ブレイザーのくせに魔力で身体を守りもしない。

　ただ怯おびえ、竦み、刃物相手に縮こまるだけ。

　正直、通り魔の男の行動以上に少年の無謀のほうに肝を冷やされた。

「イッキ！」


「ハァ…………ッ、ステラ。警察に通り魔を捕まえたって連絡してくれる？」



「う、うん！　わかったわ！」

　遅れて駆けつけてきたステラに警察への連絡を頼み、一輝は地面に腰をついたままの少年に向き直る。

　気分的には文句の一つも言ってやりたいところだったが、しかし彼も彼なりに発生しそうになった惨劇に立ち向かったのだろう。

　だから文句は喉の奥に引っ込めて、一輝は少年に手をさしのべながら尋ねる。

「怪我はないですか？」

「……あ、うん。ありがとう。助かったよ」

　少年はほっとしたように微笑みを浮かべ、礼を述べながら一輝の手を取ると、

「あれ？」

　突如、一輝の顔を見て眼を丸くした。

「……？　僕の顔になにかついてますか？」

「あ、ああ！　き、君はもしかして、黒鉄一輝くん!?」

「え、うん、そうだけど、それが──」

　どうしたのか、と一輝が妙に興奮している様子の少年の問いに肯定を返した瞬間だった。

「うわー！　うわーーっ！　本物だ本物のイッキ君だ！」

　なんと少年は身を起こすやいなや、一輝に抱きついてきた。

「え、えええええ!?」


「ちょ、ちょっとなにやってんのよアンターーーーッッ!?」



　突然の抱擁に狼狽の声を上げる一輝とステラ。

　だが少年は二人の驚きなど構わずに一輝を抱きしめると、

「感激だー！　期待はしてたけどいきなり逢あえるなんて、やっぱり僕は運が良い！」

　まるで十年来の友人と再会したようにぴょんぴょんと飛び跳ねて身体全体でその喜びを表現する。

　長い睫毛まつげの下で揺れる蒼あおい瞳には、零こぼれんばかりの親愛の情。

　少年は心から一輝との出会いを喜んでいるように見えた。

　しかし、だからこそ一輝は混乱する。

　どうして少年が自分と出会ったことをここまで喜ぶのかと。


「君は一体…………」



　だが、一輝の問いかけよりもステラの行動のほうが早かった。

　警察への電話も忘れ、堪たまらず駆け寄ったステラは、自分の恋人に抱きつくやたらと可愛らしい顔をした男の肩に手をかけ、力尽くで引きはがす。

　そして、一輝を庇かばうように彼の前に立った。

「なんなのアンタ！　服装見る限り男、みたいだけど、ゲイ？　またゲイなの？　もうそのキャラは間に合ってるんだけど！」

　威嚇いかくするように少年を睨にらみ付けるステラ。

　少年は突然突き飛ばされたことに驚いていたが、すぐに自分を突き飛ばした相手が一輝の恋人であるステラだと理解し、彼女の怒りの理由を察したのか、
















「ああごめんステラさん。僕は別にゲイってわけじゃないんだ。ただイッキ君に会えたのが嬉しくてつい興奮しちゃって」

　そう釈しゃく明めいしてから、改めて二人に向き直ると自らの名を名乗った。

「はじめまして。僕は巨門学園一年・紫乃宮しのみや天音あまね。君たちと同じ七星剣武祭代表選手で──




《無冠の剣王アナザーワン》の大ファンなんだよ！」





◆◇◆◇◆






　あの後、通報を受けてやって来た警察に通り魔を引き渡した一輝とステラは、本来の目的であった腹ごしらえをするべく、商店街の中にあったハンバーガーチェーンに三人で入った。

　最後の一人は、先ほど知り合った一輝のファンを自称する紫乃宮天音。

　危ないところを助けてもらったお礼に奢おごりたいと二人についてきたのだ。

「んー♪　こういう店って初めて入ったけど、美味おいしいわねこのポテト。内臓に響きそうな脂っぽさと容赦のない塩っ辛さが癖になりそう～」

「たまに食べる分には僕も結構好きかな。でも本当に奢ってもらっていいの？」

　一輝がそう向かいに座る天音に尋ねる。

　その問いに天音は人好きのする可愛らしい笑顔で大きく頷いた。

「もちろんさ！　イッキ君は僕の命の恩人なんだから、マックロナルドくらい奢らせてよ」

　命の恩人、というのは決して言い過ぎではない。

　実際あのとき一輝が割り込まなければ、天音は命を落としていた。

　天音の立場で考えるなら、そのくらいはしなければ申し訳ないという気持ちなのだろう。

「……じゃあお言葉に甘えて」

　その辺りを汲くんで、一輝は天音の好意に甘えることにした。

　自分の分のバーガーの包装紙を剝き、口に頰張る。

　割としっかり栄養学に基もとづいて作られている寮のご飯では決して味わえない、刺激的な味が舌に心地良い。

「ところでアマネさん、だっけ」

　ふと、もうとっくに自分の分のバーガーを処理し、トレイにばらまかれたポテトを摘んでいたステラが天音に話しかける。

「天音でいいよ。同い年だし。それにお姫様にさん付けで呼ばれるのはなんだかくすぐったいよ」

「そう。なら呼び捨てで聞かせてもらうけど、アマネは『巨門』の代表選手なのよね」

「うん。そうだよ」

「でも今まで合宿場で見たことないんだけど、どこにいたの？」

　その問いに、天音は「ああ」と一言挟はさんでから答えた。

「僕は合宿には参加してないからね。こっちにも今日来たばっかりだよ。だから見たことなくて当然さ」

「そうなの。じゃあ今日から参加する感じ？」

「ううん。今日も参加してる先輩たちに頼まれた差し入れを届けたらすぐに帰るよ」

「勿体もったいない。せっかく来たんだから参加していけばいいのに」

「あはは。……まあ僕はステラさんとかとは違って七星剣武祭にはそんなに興味がないからね。腕力も無くって武術も身につけていないへっぽこなのに、能力がたまたま珍しかったからって理由で代表に選ばれただけだから」

　七星剣武祭に興味のない生徒が代表として選ばれる。

　それ自体は『破軍』や『武曲』のような実戦選抜を取っていない学園ではそう珍しいことでもない。天音は別に謙遜けんそんしているわけじゃないだろう。ならば、

「あの通り魔に気づけたのもその『珍しい能力』のおかげなんだね」

　一輝は天音に、そう言葉をかけた。

　対し天音は小首をかしげ、尋たずね返す。

「……どうしてそう思うの？」

「ただの消去法だよ。天音くんの体つきや、通り魔に襲われたときの反応から武術を身につけてないのは間違い無い。なのに君は尋常じゃないタイミングで通り魔の男の手を取った。武術をかなり高い水準で修めている人間じゃ無いと、とても反応出来ないようなタイミングで。それが武術によるものじゃないなら、残るのは伐刀者ブレイザーとしての能力かなって思って」

　天音の問いに一輝は自らの思考を回答する。

　するとその回答を聞く天音の表情に驚きが滲んだ。

「へえ。流石イッキ君。そんなことからでも見抜いてくるんだ。噂に違たがわぬ洞察力だね」

　一部では照魔鏡しょうまきょうとすら言われている《無冠の剣王アナザーワン》の洞察力。

　その片鱗へんりんを眼にしたのが嬉しいのか、天音は楽しそうに感嘆の言葉を述べる。

「でもどういう能力かは教えられないんだ。先生から他の学校の人に話しちゃダメって言われてるからさ。ごめんね」

「ああ、それはもちろんかまわないよ。特に僕たちは代表選手同士だからね」

　自分の能力を敵に知られるということは百害あって一利無い。

　だから別に一輝もそれを聞き出すつもりはなかった。ただ、

「でも天音くん、……君の力が相手を抑止よくし出来る能力じゃないんだったら、次からはもう少し慎重に動いた方が良い。命に関わるからね」

　そう、一輝は天音の目を見て苦言する。

　その真剣さに、天音は申し訳なさそうに頷いた。


「う、うん。そうだね……。僕ってば気が動転して魔力で身体を守ることも忘れてたし……。イッキ君が側に居てくれなかったらどうなっていたか…………。ホント、運が良かったよ。だけど──」



「だけど？」

「そのおかげで格好いいイッキ君が生で見れたんだから、僕的にはファインプレーかなぁ～♪　もう本当にヒーローみたいでかっこよかったよぉ～♪」

　反省顔から一転、少女のような顔をにやけさせて喜ぶ天音。

　どこまでも脳天気で楽観的な彼に、一輝はすこし頭が痛くなってきた。

（……ま、まあ悪い子じゃないんだろうけど）

「あ、そうだ」

　ふと、天音が何かを思い出したように自分のバッグに手を突っ込むと、

「……実は、さ。『破軍』が今回『巨門』の合宿に合流してるのは事前に知ってたから、もしかしたらイッキ君に会えるかもしれないってちょっと期待してて、その、色紙を持ってきてるんだ。だから……サイン、書いてもらっていいかな!?」

　眼をキラキラさせながら、ずいぶんと高級そうなサイン色紙を取り出して、そんなお願いをしてきた。

「え、ぼ、僕のサインをその色紙に？」

「うん！　ダメかな？」

「いや、ダメって言うか……」

　天音のお願いに戸惑とまどう一輝。

　彼は校内ではステラとの決闘以降それなりに人気があるので、握手や手帳にサインをしてほしいというお願いをされること自体は無かったわけではない。しかし、こんなちゃんとしたサイン色紙を持ってきた人間はいなかった。

　だから、ちょっと小市民な一輝としてはどうしても気後れしてしまうのだ。

　こんな、まるで芸能人みたいこと自分がするなんて、変じゃないか、と。

「僕のサインなんて、そんな立派な色紙に書くようなもんじゃない、と思うんだけど……」

　だがそんな一輝にステラが横から意見する。

「いいじゃない。名前だけでも書いてあげたら？」

「ステラ……、でも」

「せっかく慕したってくれてるんだもの。それくらいサービスしてあげてもいいじゃない。それにサインの価値なんてものはサインを貰う側が決めるものなんだから」


「う…………」



　それは確かに正論だ。他ならない天音が一輝のサインに、この色紙に見合うだけの価値を見いだし、求めているのだから、そこに一輝が自分の価値観を挟むのは筋違いというもの。

　だから一輝は「わかった」とその立派な色紙を受け取り、

「でも、本当に名前を書くくらいしかできないよ？　それでもいい？」

「全然構わないよ！」

　そう、再度確認してから、サインと呼ぶにはあまりにつたない字で自分のフルネームを書き込んだ。

「うわー！　ありがとうイッキ君！　額に入れて一生大事にするよー！」

　一輝のサインを受け取ると、天音は飛び跳ねんばかりに喜び、それを抱きしめた。

　まるで念願のオモチャを買って貰った子供のような喜びように、一輝は苦笑する。

（自分の名前が額に入れられて一生飾られるのか……）

　そこまで慕われているというのは喜ぶべきことなのかもしれないが、そういう扱いに慣れていない一輝にはどうしても居心地の悪さが先に立って、変な汗が出てくる。

　ステラと出会うまで、褒ほめられる、とか、尊敬される、なんて言葉からは縁遠い人生を送ってきたのだから、ある程度は仕方のないことなのかもしれないが──

　しかし、そんな一輝の気持ちとは裏腹に、

「それにしても、アマネって本当にイッキのことが好きなのね。聞きたいんだけど、イッキのどんなところが好きでファンになったの？」

　ステラがそんなことを天音に尋ね、話題はますます一輝中心になっていく。

「戦い方とか好きだね。剣一本で並み居る敵を叩き斬っていくってスマートで格好いいよ」

「でも校内選抜の映像って外に出しちゃだめなんじゃなかったっけ」

「ホントはそうなんだけど、それでもアップしてくれる『神』はわりとどこの学校にもいるよ。特に武曲や破軍みたいな、大勢の生徒の前で試合をさせる学校だと殆ど流出するね。

　だからイッキ君の主立った試合は全部鑑賞済みさ！　生徒手帳にダウンロードして、もう何百回もヘビーローテしてるから、台詞とか全部覚えてるよ！　──僕の最弱さいきょうを以もって、貴女あなたの不敗さいきょうを打ち破る……！」

「ぶっ！」

　ものすごいキメ顔で《雷切》との決闘の際に告げた言葉を復唱され、一輝はあわや鼻から飲んでいたジンジャーエールを噴き出しそうになった。

「この決め台詞は最高にしびれたよね！　あ、でも《狩人かりうど》との対戦のときに言ってたバージョンも好きかな」

「あ、あのさ、この話もうやめない？　やめにしない？　やめにしよう！　ね!?」

「僕の最弱さいきょうを以て、君の最強を捕まえる……！」

「うわぁああああああああああああああああああああああ！」

「打ち破る、じゃなくて、《狩人》相手に捕まえるってところが渋いよね」

「ちょ、もうホント勘弁して！　テンション上がってたんです！　戦ってるときはなんかちょっとテンション上がっちゃってたんです！　だからもう許してお願いだから！」

　あまりの『かゆさ』に一輝はたまらず天音に縋り付く。

　その顔色は火を噴きそうなほど真まっ赤かだった。

　だが天音はそんな一輝の制止に不満そうな顔をする。

「えー。どうしてだい？　すごく格好いいと思うんだけどなぁ。ねえステラさん」

　水を向けられたステラは、

「え、ええ、そうよね、うん。イッキ格好いいわよ。……ぷっくくくっ」

　半分涙目になりながら口元を押さえて笑いをこらえていた。

「ステラ、その台詞僕の眼をみて言ってくれるかな」


「～～～～っ」



　おもっきりそっぽを向くステラ。

　まあしかし一輝も彼女の気持ちが理解出来るから強く文句も言えない。

　我ながらよくもこんな台詞を恥ずかしげもなく吐いたものだ。

　テンションって恐ろしい。

　だが自らの言動に身もだえする一輝を他所よそに、彼のファンはなおも続けて一輝の魅力を語る。

「でも戦う姿も格好いいけど、……それ以上に僕はイッキ君の戦いに臨む姿が好きかな」

「イッキの戦いに臨む姿？」

「うん。こういう言い方は失礼かもしれないけど、イッキ君は正直伐刀者ブレイザーとしての資質からは見放されてるよね。少なくとも恵まれてはないと思う。だけど、イッキ君はそれをおくびにも出さない。どんな強い、それこそ自分よりも遙かにその才能に恵まれている人間が相手でも、堂々と胸を張って挑んでいる。そういう『自分自身の価値を信じる姿』が、僕にはとても眩まぶしく見えるんだ」

　そして、その姿こそが自分が一輝に惹ひかれた理由だと、天音は告げる。

　その告白に一輝は、今度は恥ずかしさよりも驚きを感じた。

（本当に僕のこと、よく見てるんだなぁ）

　自分自身の価値を信じる。

　天音が告げた戦いに臨む姿勢こそが、まさしく一輝の中の真実だったからだ。

「あ、はは。……なんだか本人を前にしてこういうこと言うのは流石に恥ずかしいね。ちょっと顔が熱くなって来ちゃったよ」


「…………聞かされてる方はもっと恥ずかしいんだけど」



「はは。ごめんごめん」

　誤魔化すように笑うと、天音は「よいしょ」と席を立つ。

「さて、そろそろ僕は帰るよ」

「あら。どうせこのあと合宿場に行くんでしょ？　なら一緒に行きましょうよ」

「僕なんかが二人のランニングのペースに付き合ったら今食べたものをリバースする程度じゃ済まないよ」

　それに先輩から頼まれた買い出しもまだ済んでいないから、と天音はステラの提案を辞退。そして去り際に一輝に向き直ると、

「サインありがとう。イッキ君があらゆる困難を払いのけて七星の頂に立つことを、僕も心から応援しているよ！」

　そう、笑顔で激励の言葉を告げた。

　七星剣武祭でもしかしたら戦うかもしれない相手に応援される、なんてずいぶんと変な話ではあるが、こうもハッキリと好意を寄せられてはそんなツッコミをするのは無粋だ。

（こんなに真っ直ぐに僕のことを応援してくれてるんだから、ちゃんと応えないと）

　一輝は自分も笑顔で彼の激励に礼を言おうとして──





（──あ、れ…………）






　その瞬間。

　自分の中に、ある違和感を見つけ──絶句した。


「イッキ君…………？」

「…………あ、いや、うん。頑張るよ。ありがとう」



　一輝はしばしの沈黙の後、絞り出すような言葉を返す。

　突然黙り込んだ一輝に天音は少し怪訝けげんな表情を見せたが、

「それじゃ、またね～」

　一輝の応答に満足したのか、天音は小さく微笑むと一人その場を去っていった。





◆◇◆◇◆






「フフフ。イッキもついに校外にもファンが出来るようになったのね。なんだか最初の頃が噓うそみたい」

　天音が去ったあと、残ったポテトをかじりながらステラが嬉しそうに笑う。

　対し、一輝も小さく頷いた。

「……そうだね」

「しかもアマネはかなりお熱ねつみたいだったし」

「ずいぶんと嬉しそうだね。ステラ」

「ええ。嬉しいわよ。アタシを負かしたイッキの力が認められてきたってことも嬉しいけど、それ以上にアマネがそういった表向きの強さだけじゃなくって、アタシが好きになったイッキの素敵なところにちゃんと気づいていたのが嬉しいの。イッキだってまんざらでもないんじゃない？　自分のことをちゃんと理解した上で応援してくれるファンなんてなかなかいないもの」


「……うん。その通りだ。…………その通りのはずなんだ」

「イッキ…………？」



　ふと、ステラは一輝の応答に妙な『淀よどみ』を感じて、彼の表情を見た。


「…………」



　一輝は天音が去っていった店の入り口に目を向け、どこか張り詰めた表情をしていた。

　いや、張り詰めている──どころではない。

　一輝は……ハッキリと見て取れるほど汗をかいていた。

　この空調の効いた店内で。

「どうしたのイッキ。その汗……っ」

「ねえ、ステラ」

　ステラの問いかけに被せるように、一輝はステラに尋ねた。

「ステラから見て、天音さんってどんな人に見えた？」

「どんなって……。人当たりもいいし、顔も可愛いし、なによりイッキのことちゃんと見てくれてるし、結構感じいい人かなーって思ったけど」

　そのステラの答えに、


「うん……、そうだよね、普通、そう思うはず、だよね…………」



　一輝は呻うめくような声を出して、額ひたいに皺を寄せる。


（そうだ。…………だって、嫌うところがない）



　紫乃宮天音。

　どこか少女のような愛らしいルックス。

　結果的に力及ばずとも惨劇を食い止めるべく、身を挺ていして通り魔に立ち向かおうとした優しさ。

　何よりも彼は、自分のことを慕い尊敬すらしてくれる。

　それはすべて、本来人間として好ましいことだ。

　好ましいはずなのだ。


　なのに──だというのに────






（僕は、カケラほども彼に対して好ましい印象を持ってない……）




　それに一輝が気づいたのは、去り際の激励に笑顔で礼の言葉を返そうとしたときだ。

　天音に対して笑顔を浮かべることに、自分でも驚くほどの努力を必要とした。

　天音の言葉。天音の表情。天音が寄せてくる子犬のような好意。

　本来は好ましいはずのもの。

　好ましいモノだろうと思っていたそのすべてが、何一つ自分の心に響いていない現実。

　わけがわからない。

　一輝自身にも、何故自分が天音に好意を持てていないのか理解出来なかった。

　そして、それ故にその現実は形容できない不気味さを伴い、コールタールのように一輝の心に貼り付く。


「…………」



　どうにも、その不気味さが気になって仕方がない。

　だから一輝は生徒手帳を取り出し、ある人物に連絡を試みた。

　通話はすぐに繫がる。

『はーい。もしもし？　先輩から私にかけてくるなんて珍しいですねー。どうかしましたか？』

「あ、加々美さん。今ちょっと大丈夫かな？　すこし聞きたいことがあって」

『うん。別に大丈夫ですよ。今はアリスちゃんたちとお茶してただけだから。それで、何を聞きたいんですか？』

「加々美さんは『破軍』だけじゃなくて、他の学校の選手のことも調べてたりするのかな？」

『ええそりゃもちろん。基本的に各校の代表選手はチェックしてますとも』

「じゃあ『巨門』の代表選手の紫乃宮天音って、どういう人かわかる？」

『どういう人って、またずいぶんと漠然ばくぜんとした質問ですねぇ』

「あ、それもそうだね。うーん」

　言われて一輝もしまったと思った。

　確かに質問内容が漠然としすぎている。

　しかし、この不気味さを払拭ふっしょくするためには天音の何を知ればいいのだろうか。

　それがわからずに一輝はしばし悩む。

　すると、一輝の苦悩を察してか電話口の加々美が口を開いた。

『ああ別に良いですよ。紫乃宮さんについてはこっちでも漠然としたことしかわかってませんし』

「そうなの？」

『情報が少ないんですよね。中学生シニアリーグに出てた選手ってわけでもないですし。わかっているのはレアスキルである因果干渉いんがかんしょう系の伐刀者ブレイザーで、そこを買われて代表に推薦されたって経緯くらいで。というか、実はそういう選手が今年は多いんですよね。中学生シニア経験もない無名の一年が代表選出されるってパターン。だから紫乃宮さんについてもそのうちの一人、っていう印象しかなかったんですけど。──先輩が名指しで聞いてくるなんてちょっと興味が出てきました。紫乃宮さんと何かあったんですか？』

　投げかけられた問いに、一輝は自分が感じた不気味さを伝えるかどうか迷う。

　だが自分自身ですら理由がわかっていないのに、他人を悪く言うようなことはしたくなかったし、なにより今自分が感じている不気味さを形容する言葉も見つからなかったので、

「いや、さっきランニングの途中で偶然知り合ってね。それで、どんな人なんだろうって気になっただけなんだ」

　結局一輝はそう誤魔化した。

『へえ。合宿には来ないと思っていたけど、山形に来てるんですか』

「先輩たちに差し入れを届けに来たみたいだよ」

『なら、ちょっと張り込んで取材させてもらお～かしら。うふふ』

「あはは……。まあ程々に。ごめんね急に電話して」

『いえいえ。こちらこそなんだかお役に立てずにすみません。何か面白いことがわかったら伝えますね～』

「うん。ありがとう。それじゃあ」

　礼を言って通話を切る。

　結局、あまり大きな情報は得られなかった。

　耳ざとい加々美ですらあまり知らないのなら、本当に情報の少ない選手なのだろう。

「考えすぎじゃない？　たぶんイッキとアマネは致命的に相性が悪かったのよ。前世で殺し合ってたり、恋人を取り合ったりしてたり、あるいはその両方だったり」

「そういうことなのかなぁ」

「まあ、どうしても馬の合わない人って誰にでもいると思うわよ」


「…………」



　馬が合わない。

　そんな言葉で済ませていい違和感なのだろうか。

　しかし、自分自身でも天音に不気味さを感じる理由を説明できない以上、

「うん。……そうだね。たぶん、そういうことなんだろうね」

　納得する他にない。

　だが、自分自身に言いきかせるように納得の言葉を述べても、それは空々しく響き、心に貼り付いたコールタールのような不気味さを洗い流すことは出来なかった。

　沈殿ちんでんする。心に。言葉に出来ないほどの──凶兆きょうちょうが。

　ひどく、嫌な予感がした。

　彼は天音が立ち去った店の入り口を見つめて、思う。

　自分は今、なにかとてつもなく恐ろしいモノと出会ってしまったのではないか、と。
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　雪国のうすぼんやりとした太陽が地平の彼方に昇り始めた頃。

　アリスは地元マフィアから回して貰った仕事を終え、帰路についていた。

　この時期の明け方の気温は殺人的だ。

　刺すような冷気の中、妹たちに作って貰ったマフラーの暖かさが心強い。

『いよっ。アリス』

　突然の声は高いところから降ってきた。

　見上げると、石垣の上を見知った赤毛の少女が歩いている。

　まるで猫のようだと内心で苦笑しながら、アリスは返事をする。

『ユーリ。……珍しいわね。帰りが一緒になるなんて』

『だなー』

　ぴょんと、二メートル近い石垣の上から軽々と飛び降り、ユーリはアリスの隣にやって来た。

　そして肩を抱き、ぶるぶると身を震わせる。

『うー寒い寒い。そのマフラー暖かそうでいいな』

『ふふ。羨うらやましい？』

　物欲しげな視線をよこすユーリに、これ見よがしにマフラーをもふもふして見せびらかす。

『ちょっと俺にも貸してくれよ』

『だめよ。ユーリはすぐ汚すんだもの』

『うー。男の癖に女を寒がらせるなんて、もてないぞ』

『都合の良いときだけ女にならないの。……だけど』

　アリスはユーリと肩を寄せると、首元のマフラーを少し解いてユーリの首に引っかけた。

『はい。これなら一緒に使えるでしょ？』


『……ちょ、ちょっとはずいな…………』



『いいじゃない。そのほうが暖かいもの』

　珍しく頰ほおを火照ほてらせ少女らしい反応を見せるユーリに、アリスは意地悪な笑みを向ける。

　そうして二人は並んで、まだ人気ひとけの少ない町の真新しい街道を歩く。

　途中の話題は二人が仕事に出る前の通つう過か儀ぎ礼れいについてだ。

『──あの二人も『大人』になりたがるなんて、ずいぶん大きくなったのね』

『拾ってきて二年くらい経たつからなー。でもまだまだガキだよ。俺たちがあのくらいの歳だったときはもっと逞たくましかったからな』

　俺たちと言われ、アリスが苦い表情になる。

『……あんまり思い出したくないわね』

『つれねえな。こっちはアリスに刺された傷まだ残ってるんだぞ』

『それに関してはお互い様よ。あたしだって貴女あなたに負けたからこうして貴女の下にいるんだから。被害者面づらしないでよね』

　不満げに唇を尖とがらせながら、アリスは昔のことを少し思い出す。

　アリスとユーリは共に孤児で能力者だった。

　なまじ力を持っている故に、今の関係に落ち着くにはかなりの時間と血を要した。

　少ない食料や寝床を巡って殺し合いに近い戦いをした回数も、片手の指では収まらない。

　だが、二人は二人とも、そんな日々に嫌気が差していた。

　自分のためだけに他人から奪い取る、そんな虚むなしい毎日に。

　だから二人はその不毛な日々の最後に『あの酒』を酌くみ交わし誓い合ったのだ。

　こんなに強い俺たちなら、きっとたくさんの子供たちを守れるに違いない。

　だからこれからはこの力を奪うためではなく、自分以外を愛するために使おうと。

　そういう、『格好いい大人』になろう、と。

　それから二人は『あの酒』に誓った通りに生きてきた。

　力のない孤児をチームに引き入れ、二人で面倒を見てきたのだ。

『……確かこの道でも殺し合ったことあるわよね。あたしたち』

『ああ。この辺も、あの頃に比べたらずいぶんと綺麗きれいになったな』

　ユーリの言うとおり、二人が歩いている街道は白く綺麗な石で舗装され、道沿いに立ち並ぶ建物のペンキも塗り直されていた。

　二人が争っていたころは、砕け抉えぐれたまま放置された石畳の道で、車もまともに走れないほどであり、ふと何も知らない旅行者が迷い込もうものなら、ものの数秒で身ぐるみを剝はがされるような場所だったのに。

　ちなみに、それには理由がある。

　その理由は──所々の壁に貼られている五つの輪が連なったポスターだ。

『大きなお祭りだもの。世界中の人が来るんだから、みっともないところは見せられないんでしょう』

『みっともないところ、ねぇ……』

　少し含みのある呟きを漏らすユーリ。

　対し、アリスはすぐに彼女の心中を察した。

『──役人の人、また来てたのね』

『ああ。昨日な』

　……貧しくとも、アリスは今の生活が好きだった。

　慎つつましくも、みんなで生きていければそれだけでよかった。

　だが最近オリンピックが近づき、世間の熱狂が高まるにつれて、彼の生活には影がかかっていた。

　ホームレス狩りだ。

　国として、市として、みっともないところは見せたくない。

　そう考える大人たちが、開催地に近い町からホームレスやストリートチルドレンを追い出し始めたのだ。

　保護、ではない。

　ただ棒で打ち叩き、蹴りつけて、追い出すだけだ。

　そして、そのホームレス狩りのハンターたちに、アリスたちのチームも目を付けられていた。

『連中。俺とアリスだけは引き取っていいとか抜かしたらしいぜ。能力者だからって』

『論外ね』

『まったくだ。俺たちが居なくなったらナターシャたちはどうなるんだ。その辺シスターもわかってるから、頑張って追い返してくれたけどさ。ほんと気に入らないぜ。役人の奴らは』

『まあ向こうとしても、あたしたちが観光客にたかりでもしようものなら大恥でしょうからね』

　しかし、アリスたちも出ていけと言われて、はいわかりました、とは言えない。

　この一際ひときわ寒さが厳しくなる時期に、右も左もわからない場所に追い出されるのは『死刑』と変わらないのだから。

『せめてナターシャたちだけでも何処どこかの施設が引き取ってくれれば、出ていってもいいんだけどなー。俺らだけならどこだって生きていけるしよー』

『それも難しいでしょうね……。そんな簡単に引取先が見つかるなら、あたしたちみたいなのがこんなにそこら中にごろごろしてるわけないもの』

　アリスの言うとおり、ストリートチルドレンはこの国自体が抱える社会問題だった。

　故に、すべて保護することなど出来ない。

　いや、出来るのかもしれないが、少なくとも行政にその気はない。

　使いもしない道路や、展示物のない美術館を建造するので忙しく、とてもストリートチルドレンの面倒を見る余裕などないらしい。

　ならば、自力で生きていくしかない。

　そして、生きるためにはこの季節にこの町を追い出されるわけにはいかないのだ。

　だけど──

『でも、やっぱりそろそろ潮時だと思うわ』

　そう、アリスは本音を呟いた。

　対し、ユーリも小さく頷く。

『……ああ。シスターには世話になったからな。これ以上迷惑かけらんねーよ』

　物置小屋に匿かくまってくれているシスターはいい人だ。

　ろくに金も回ってこない場末の教会をたった一人で切り盛りしながら、私財をなげうって自分たちにスープを振る舞ってくれている。

　十年も経っていない人生だが、あれほど優しい大人には二人とも初めて出会った。

　しかし、……だからこそ、もうシスターが町の役人に怒鳴りつけられ、罵声ばせいを浴びせかけられる光景は、二人とも見るに堪たえなかったのだ。

『よし決めた！』

　ふと、ユーリがアリスからはなれビシッと太陽が昇ってきている方を指す。

『アリス。この冬が終わってもう少し暖かくなったら、みんなで町を出よう。南へ行こうぜ。寒いところはもういい加減飽きたしよ』


（そっち東だけど…………）



　たぶん暖かそうな方を指さしてるんだろうな、と思いながらあえて口には出さずにアリスは頷く。

『……うん。いいわね。暖かい町を探しましょう』

　実際、もっと暖かい場所への移動はアリスも折を見てユーリに相談しようと思っていた。

　面倒を見ている弟妹たちもそこそこ大きくなり体力も付いてきている。

　この冬さえ乗り切れば、それなりの長距離移動も出来るはずだ。

『目指せ赤道直下！』

『ヌーの大移動でも、もうちょっと手加減するわよ』

　呆れたようにいうアリス。

　だがその表情はまんざらでもない。

　彼もまた、春の旅路に夢をはせていたのだ。

　新しい町がみんなにとって南国のように暮らしやすい場所であればいいな、と。




　しかし──結局この引っ越しの約束は、果たされることはなかった。




　悲劇とは唐突に訪れ、幸せとは突然に壊れるものだと決まっている。

　それは、アリスのささやかな幸せも同じだったのだ。

　ふと、側道を歩くアリスたちの横を、一台の黒塗りの車が通り抜ける。

　そして、その車の後部座席に腰を下ろしていた老人が、運転する秘書に苦言した。

『……ここの改装があまり進んでおらんようじゃのう』

『え？　そんなことは無いと思いますよ。表街道のタイルはあらかた張り替えましたし、壁の塗り直しも殆ほとんど終了しています』

『さっき道の隅っこに、汚らしいものを見たわい』

『……ストリートチルドレンですか』

『町中にペルシャ絨毯じゅうたんを敷き詰めたところで、あんなみすぼらしいガキ共がフラフラしておっては台無しじゃよ。オリンピックで物乞いなんぞされようものならこの町の沽券こけんに関わるわ』

『しかしストリートチルドレンはこの国そのものが抱えている社会問題ですから、我々だけではどうにも……。それにこのあたりを縄張りにしているユーリのグループは、メンバーの殆どが幼い子供ですが、リーダー格二人が二人とも能力者で、なかなか職員だけでは手が出しづらいところがありまして……』

『腰抜けが。たかがガキ二人に何をビビっておる』

『……じゃあ、警察を使って無理矢理追い出しますか』

『冗談ではない。そもそもあそこの署長は次期市長の座をねらっとるからな。そんなことを命令したら、嬉々ききとしてやれ非人道的だなんだのとネガティブキャンペーンに利用してくるにきまっとる』

『では……どういたしますか？』

　現場の苦労も知らないで好き勝手なことをいう上司に、うんざりしたような声音こわねで秘書は問い返す。

　対し──老人は何でもないことのように、言った。

『ゴミは同じゴミに掃除して貰うのがええ。手間も省はぶけるというものじゃ』

　そう、それこそ、コーヒーを淹いれさせるような気安さで。





◆◇◆◇◆






　巨門きょもんと破軍はぐんの合同強化合宿も明日で終わりとなった日の深夜。

　天気は生憎あいにくの雨だった。

　嵐というほどではないが、大粒で勢いのある雨が、パタパタと窓を叩く。

　そのどこか小気味よい音に耳を傾けながら、破軍新聞部部長・日下部くさかべ加々美かがみは施設側が各校の新聞部に親切で貸している宿泊施設の一室で、この合宿期間の間に集めた資料の整理を行っていた。

　小さなデスクスタンドの光の下に並ぶ書類の数々は、この合宿で取材した内容と、各校の新聞部とトレードした選手の情報。そしてデスクの上のノートパソコンに表示されているのは、他の新聞部員たちが集めてきた他校の合宿の情報だ。

　それらすべての情報を照らし合わせ、この合宿期間の七校の動向や、七校それぞれの戦力分析を俯瞰ふかん的な視点からまとめ直す。七星剣武祭前の特集号のために。

　──それは、そういった作業の過程での発見だった。

　切っ掛けは、紫乃宮しのみや天音あまねのことを気にかける一輝いっきからの電話。

　正直に言えば、加々美は紫乃宮天音に対しさほど興味は持っていなかった。

　確かに謎の多い選手ではある。

　どんな能力を有しているのかすらはっきりしていない。

　だが、それも中学生シニアリーグ未経験の『無名ルーキー』と考えれば理解出来ないことじゃない。

　そもそも伐刀者ブレイザーの能力を口外する学校などないのだ。

　選手の情報を漏らすことは、自分たちにとってなにも利するところが無いのだから。

　それに今年は中学生シニア未経験の一年が何人も代表入りしているので、そんな選手は天音以外にも複数人存在する。

　故に加々美にとって天音はそういった『無名ルーキー』の一人という認識の域を出るものではなく、多くを調べようという気持ちにさせる人物ではなかった。

《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄くろがね王馬おうまや《紅蓮ぐれんの皇こう女じょ》ステラ・ヴァーミリオン。

　そして現《七星剣王しちせいけんおう》諸星もろぼし雄大ゆうだい。

　注目すべき選手は他に大勢いるのだから。

　しかし、一輝からの電話は彼女の頭の片隅に、天音に対する興味を芽生めばえさせた。

　だから加々美は七校の情報をまとめ直す段階で、軽い気持ちでその興味に触れてみたのだ。

　結果──、


「なに……これ…………」



　加々美は愕然がくぜんとする。

　東北の山奥は夏でも涼しいというのに、背中に冷たい汗がびっしりと噴き出してくる。

　加々美が目を落とすのは、苦労して手に入れた紫乃宮天音の一学期の成績表。

　そこに記しるされていた授業で行われた模擬戦の戦績だ。





　六戦六勝。────うち六回不戦勝。






「なんなの、この人……」

　新聞部としてたくさんの選手の戦績データを収集してきた加々美だが、こんな薄気味悪い戦績は見たことがない。


（いやでも、見たことがないと言ったら…………）



　天音のあまりに不気味な戦績を見たからだろうか。

　今までそこまで気にとめていなかったことに、加々美は不自然さを覚える。

（……こんなに『無名の一年』がエントリーされている七星剣武祭自体、過去に無い）

　ただの豊作。

　今まではそう考えていたが、果たしてあり得るのだろうか？

　力のある人間は本人が望まずとも目に止まるのがこの世界。

　そんな世界で、これほど多くの一年で代表に選ばれる程の『実力者』が、──今まで誰の目にも止まっていないようなことが。

（まるで今まで日の当たらない世界にいた者たちが、示し合わせたかのよう……）


「…………ッ」



　ふと、加々美は感じた。

　自分が何か、とんでもないことに気づきつつあることを。

　そして、その気づきは自分のようないち学生にはどうしようもないほど、途方もないものだとも。

（だけど、だからって放ってはおけない）

　違和感を覚えたからには、追及しなくては。

　それが記者というものだ。

　だから加々美はすべての資料をひっくり返して自らの内に生まれた違和感を追及する。

　七校すべての代表生の情報。

　理事会や七星剣武祭運営委員会の顔ぶれ。

　さらには運営に協力するスポンサーのリストまで。

　それら七星剣武祭を構成すべての要素を俯瞰ふかん的に観測し、

　──そして、数時間が経ち、草木も眠る丑三うしみつ時。

　日下部加々美は、行き着いてしまう。

　彼女が日々磨き続けて来た記者としての極めて高い能力が、彼女を気づくべきでなかった真実にたどり着かせてしまう。

（間違い無い）

　加々美は今回の七星剣武祭出場者、つまり七校の代表生たちの名前がまとめられた資料を見て、呻うめく。





「……この七校の中に…………もう一校、いる…………！」






　その瞬間だった。

　焼けるような熱が、加々美を背中から貫いた。


「────ぇ」



　加々美は資料を見下ろしていた視界に、自分の胸から鈍にび色いろの刃やいばが生はえた瞬間を見る。

　スタンドの光を受けて鈍く光るその刃の形を、加々美は知っていた。


（や……、っぱ…………り…………）



　加々美を背中から突き刺したのはダガーナイフ型固有霊装デバイス《黒き隠者ダークネスハーミット》の刃。

　──そしてその霊装の持ち主は、


「ア、リス……ちゃん…………」

「…………」



　最後の力を振り絞り、背後に目を向ける加々美。

　そこに、見知った学友の見たこともないほどに冷たい表情があった。

　学友──有栖院ありすいん凪なぎは冷たい表情のまま、唇を開く。

　一切の感情が宿らない、死体の口から紡つむぎ出されるような声で、

「貴女、少し賢すぎたわ」

　直後、ずぷりと、ぬめるような音を立てて刃が引き抜かれた。

　同時に加々美の身体が膝ひざから崩れ、資料の山の上に落ちる。


（ダメ…………）



　身を起こして逃げようとするも全身に力が入らない。

《幻想形態げんそうけいたい》による致命傷特有の強制的なブラックアウトが容赦なく加々美の意識を奪う。


（先輩……。ステラちゃん…………。気を、つけて…………）



　だから加々美は祈った。

　最早もはや叫ぶことすら出来ない喉でも、せめて思いだけでも届いてくれと。


（今年の七星剣武祭には……、魔物が潜んでる…………っ！）



　そうして、日下部加々美は意識を失った。
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　有栖院は膝をかがめ、倒れた加々美の様子を観察する。

　彼女は完全に気を失っていた。

　この様子ならば、丸一日は意識を取り戻さないだろう。

「残念よ。……かがみんがもう少し鈍かったら、あと数時間は友達でいられたのに」

　結論から言えば、

『七校の中にもう一校いる』

　その加々美の気づきは──まさしく的中していたのだ。

　今年の七星剣武祭には、彼女が気づいたとおり、ある一つの勢力が水面下で暗躍している。

　勢力の名は──『暁あかつき学園』。

　それはある巨大な組織が『七星剣武祭を崩壊させる』という目的のためだけに新設した学校だ。

　生徒数現在七名。

　そのほぼ全員が『暁学園』を創設したある巨大な組織スポンサーが、テログループである《解放軍リベリオン》に金を払い雇い入れた闇やみの世界の精鋭たちだ。

　彼らは既存の七校に忍び込み、そこですでに七星剣武祭代表枠を獲得している。

　七星に含まれない連盟の認可を受けていない新勢力により七星剣武祭を制覇することで、この祭典を滅茶苦茶めちゃくちゃにするために。

　その存在に加々美は気づいた。

　気づいてしまった故に、──襲撃されたのだ。

「本当に、残念で仕方ないわ」

　ふと、ポケットの中で電子生徒手帳が震えだす。

　先ほどから何度も着信が入っていたが、影の中から加々美を監視していたので無視していたのだ。

　有栖院はポケットから破軍のモノとは違う、もう一つの生徒手帳を取り出す。

　ディスプレイを見なくても誰からの着信なのかはわかる。

　この手帳に連絡を入れてくるのは、暁学園の連絡係を担当している男。

《道化師》平賀ひらが玲泉れいせんただ一人だからだ。

「何かしら」

『あ。やっと繫がりましたねぇ。全然出てくれないから嫌われたのかと思っていましたよ』

「好かれてるとでも思っているのかしら」

『これは手厳しい』

　電話口から聞こえるカラカラ笑う声に、有栖院は不快そうに眼を細める。

　どうにもこの男の声は好きになれない。

　落ち着いた聞き取りやすい音色だが、その裏にすべてを嘲笑あざわらうような軽薄さが見え隠れしているからだ。

『ところでどうしてすぐに出てくれなかったんですかねぇ？』

「ちょっとしたトラブルよ」

『ほう？　それはどのような？』

「破軍の新聞部の子があたしたちの動きに勘づいたみたいだから、黙ってもらうことにしたの」

『……それはどの程度勘づいていたのでしょうか？』

　僅わずかに、だが確かに、電話口の声音が硬くなる。

　有栖院は気絶する直前まで加々美が見つめていた資料を手に取り、答える。

「貪狼どんろう学園　多々良たたら幽衣ゆい。

　巨門学園　紫乃宮天音。

　禄存ろくぞん学園　サラ・ブラッドリリー。

　文曲ぶんきょく学園　平賀玲泉。

　廉貞れんてい学園　風祭かざまつり凛奈りんな。

　武曲ぶきょく学園　黒鉄王馬。

　破軍学園　有栖院凪。

　──以上平賀あなたや有栖院あたしを含む七人の名前に印が入ってる程度よ」

『……それはまた』

「あたしは連絡役である貴方あなたとゲストである王馬さん以外のメンバーを知らされていないから、このリストが完全に正しいものなのかの判断は出来ない。あたしたちのおおよその思惑おもわくは悟られたみたいだから、とりあえず黙らせておいたけど……、このリストは正解だったのかしら？」

『申し訳ありませんがメンバーの詳細は現時点ではお話し出来かねますねぇ。今伝えても無駄なリスクを生むだけですから。まあどうせ《前夜祭》が行われるのは今日の夕刻です。そこで嫌でも顔を合わせるのですから、紹介はそのときにしましょう。……しかし、そこを伏せるとしても七分の三の的中率です。どうしてばれたのでしょうねぇ？』

「ここにある資料を見る限り、代表選手全員の過去を洗ったようね。あたしたちはゲスト以外全員過去の経歴を捏造ねつぞうしている。詳しく洗われればどうしてもボロが出る」

『なるほどなるほど。つまりは書類作成班の不手際ですか。まあそのあたりの責任はあとで追及するとして──、いやぁ貴方の行動は実に適切でしたよ。流石は《黒くろの凶手きょうしゅ》。頼りになりますねぇ。あ、ところで、その勘の良いネズミはどのように処理を？』

「気絶させただけよ。──殺せというなら殺すけど？」

　応答する有栖院の声には一切の躊躇ちゅうちょが存在しない。

　相手は昨日まで友人として接していた少女だというのに。

　その冷たい刃物のように慈悲のない声音に電話口の平賀は慌てる。

『ああいやいや！　殺しの隠蔽いんぺいは手間だ。どうせ今日の夕刻になれば、我々『暁学園』の存在は全世界に知られることになる。だから丸一日何処かに監禁して頂ければ結構ですよ』

「わかってるわ。ちょっとした冗談よ。……それで、何の用があって連絡をよこしてきたの？」

　有栖院は投げつけるような口調で要件を急せかす。

　元々嫌いな相手だ。長く話すつもりはない。

　対し、平賀は、

『いえいえ。用があるのはボクではありません。ただ貴方と話をしたいという方が見えているので。あ、今代わりますね』

　そんなことを言い、誰かに電話を替わった。

　次いで聞こえてきた声は、

『私だ。アリス』


（────ッ！）



　瞬間、有栖院は表情を強こわばらせた。

　電話口で姿は見えないが、ハッキリとわかる。

　聞き間違えるはずがない。

　この鉛なまりのように重く、厳格な声は──

「お久しぶりね。ヴァレンシュタイン先生」

『ああ。お前が日本に発って以来だな』

《隻腕せきわんの剣聖けんせい》サー・ヴァレンシュタイン。

《解放軍リベリオン》の重鎮《十二使徒ナンバーズ》の一人にして、孤児だった有栖院の力を見いだし、《黒の凶手》と呼ばれる《解放軍リベリオン》きっての暗殺者に育て上げた男だった。

「先生も日本こっちにいらしてたのね」

『監督を任された身としては現地に赴おもむかんわけにもいくまい』

　ヴァレンシュタインがもう日本に入ってきている。

　その事実に有栖院は僅かに身を固くした。

　それは、彼の強さを知っている故の畏怖いふだろう。

《騎士連盟》基準ならばＡランク相当は確実といっていい。

　能力には攻守ともに一切の隙が無く、また剣術にも秀ひいでている。

　間違いなく、《解放軍リベリオン》屈指の実力者だ。

　そんな人物が直々じきじきに指揮を取りに来ているあたり、《解放軍リベリオン》もまた今年の七星剣武祭を巡る陰謀に対して本気だということだろう。

「それで、先生。今日はどのようなご用で？」

　挨拶も程々に、有栖院は彼が電話をよこしたその用件を尋ねる。

　するとヴァレンシュタインは厳格な口調で問いを投げてきた。

『……アリス。お前は私が受け持った生徒の中でもとりわけ優秀な男だ。マフィアやカルト教団、テロリスト……、我々と同じ裏の世界に生き、縄張り争いをしている腕利きたちの暗殺という、ある種要人暗殺よりも遙かに難易度の高い暗殺を専門に、輝かしい戦果を上げてきた男だ。そんなお前には今更確認するまでもないことかもしれんが、今日の自分の役割はちゃんと認識しているか？』

　対し、有栖院は──一瞬の沈黙を作る。

　それから目蓋まぶたを閉じ、何かと決別するように意を決すると、

「ええ。十分心得ているわ。そして、準備に抜かりはない。あたしはすでに高い水準の信頼関係を『破軍』の主力陣と築いている。少なくとも最初の一撃は無条件で通る。そしてあたしの《影縫いシャドウバインド》は一撃で相手の戦闘能力のすべてを奪うことが可能な伐刀絶技ノウブルアーツ。なにも案ずることはありませんよ先生。《前夜祭》は必ず成功させて見せます。《黒の凶手》の名にかけて」

　迷いのない口調で確約した。その答えを聞き、

『……その言葉を聞いて安心した』

　ヴァレンシュタインがどこか微笑むような声で有栖院に激励を贈る。

『頼りにしてるぞ。アリス』

　その激励に、アリスも頷きを添えて言葉を返す。

「ええ。お任せください」

　そのやりとりを最後に、ヴァレンシュタインとの通話は切れた。

（先生からあたしに連絡してくるなんて）

　珍しいこともあるものだ。

　だが、それも無理のないことなのかもしれない。

　今日の《前夜祭》は、《解放軍リベリオン》を雇い入れたスポンサー肝いりのオーダー。

『七星剣武祭』を破壊する新勢力『暁学園』の旗揚げと、そのセレモニーだ。

　万に一つの失敗も許されない。

　ここをしくじれば、《解放軍リベリオン》とスポンサーの思惑はすべて水泡すいほうと帰きすのだから。

（さて、そのためにもまずここを片付けないといけないわね）

《前夜祭》を予定通り行うためには、倒れている加々美も、加々美の書類も、少なくとも今日の夕方までは隠さなければならない。

　だから有栖院は影に魔力を通し、昏倒こんとうしている加々美と書類をずぶずぶと影の中に沈め、

「悪く思わないでね。計画実現のためには、不確定要素を増やすわけにはいかないのよ」

　全ての痕跡こんせきを消し去った。
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　加々美と彼女の書類を人目に付かない場所に隠し、有栖院は選手用宿泊施設まで戻ってきた。

　そして真まっ直すぐに自分の部屋へ向かい、扉を開ける。──と、

「おかえり。アリス」

　ベッドスタンドの明かりだけが薄ぼんやりと光る部屋の中。

　ベッドに寝そべり文庫本を読むネグリジェ姿の珠雫しずくが、声だけで有栖院を迎えた。

「あら。まだ起きてたの、珠雫」

「もうすぐ寝るわ」

　言って、珠雫はぱらりとページを指で捲めくる。

　確かに、もう残っているページは殆ど無かった。

「何を読んでるのかしら？」

「姑しゅうとめ必見・新妻をいびる百八の方法」

（怖ッ！）

「……それにしても、最近ずいぶんと夜遊びが多いわね。アリス」

　問われ、有栖院はさてどう返すべきかと考える。

　一輝からの気になる電話を横で聞いてから、有栖院はここ最近、加々美を警戒していたので、夜の外出が多かった。

　連日夜に出歩いていれば流石さすがに不審に思うだろう。

　それもこんな雨の日にも、だ。

　しかし、下手に噓をつくと見破られそうでもある。

　珠雫は人の心の機微きびにそれなりに聡さとい少女だ。だから、

「別に遊んでいるわけじゃないのよ。七星剣武祭はもうすぐだもの。あたしも色々準備をしておかないとね」

　有栖院は本当のことは言わないが、噓もつかない言い回しで答えた。

「そう」

　対して珠雫はさほど興味もなさそうに返事をして、読書を続ける。

　こういうとき、珠雫の他人に対する関心の無さはありがたい。

　彼女の興味や関心は、そのすべてが兄・黒鉄一輝に向けられるものだからだ。

（少し、妬やけちゃうわね）

　そう思うのは、珠雫との生活が今日でおしまいなのを自覚しているからだろう。

《前夜祭》が終われば、有栖院は『破軍』から離れる。

　そしてもう戻ることはない。

　──だから、

「ねえ珠雫」

　部屋に入った有栖院は、部屋の隅に置いてある旅行鞄の中から一本の煤すすけた酒瓶を取りだし、

「良かったら一杯付き合ってくれない？」

　最後の夜、珠雫を晩酌ばんしゃくに誘った。

　珠雫は有栖院の誘いを受け、ゆっくりと身体を起こす。

　そして、暗闇の中、彼が持つ酒瓶に目を向け──

「それって前、二人でバーに行ったときにちょっと飲んだあの薬臭いお酒かしら？」

　言われ、有栖院は思い出す。

（そういえば選抜戦初戦勝ち抜けの祝勝会で飲んだことあったわね）

　飲んだ、というよりも、有栖院が飲んでいたものを横からすこし口を付けただけだが。

　しかしそれだけで珠雫はウイスキーの薬品のような芳香に涙目になりながら水チェイサーを一気飲みしていた。

「ごめん。忘れてたわ。それならやっぱり一人で──」

「いえ。いいわよ」

　言うと、珠雫はベッドから離れ、ソファーに座る。

「いいの？　苦手でしょう？」

「今日はいいの。特別な日だもの」

（特別な日？）

　何か良いことでもあったのだろうか。

　そんな疑問を覚えながらも、本人が飲むというのなら構わないだろう。

　有栖院はグラスを二つ取り、自らもソファーに向かう。

　そして珠雫の対面に腰を下ろすと、二つのグラスに琥珀こはく色の液体を注つぎ、そのうちの一つを差し出す。

　珠雫はそのグラスを受け取ると、鼻を近づけ、

「うっ」

　思い切り顔をしかめる。

　鼻腔びくうを突く特異な芳香はやはり一朝一夕で慣れるモノではないのだろう。

「……アリスも変わってるわね。他にも飲みやすいお酒なんていっぱいあるでしょうに」

「ふふ。そうね」

　それはもっともな話だと有栖院も思う。だが、

「でもこのお酒に関して言えば、飲みやすかったらダメなのよ」

「どういうこと？」

　小首を傾げる珠雫。

　対し、有栖院は机の上に置いた、ラベルの煤けたボトルに目を向け、話す。

「……昔の話よ。あたしがまだ小さかった頃。近所の友達同士で言ってたの。『大人はこんな不味まずいものを楽しんで飲む。だから、これが飲める奴は大人なんだ』って」

　その話を聞き、珠雫はくしゃみをするように小さく噴き出した。

「クスクス。なにそれ。かわいい理屈ね」

「ええ。本当に。……まあだからこれを飲める子は『大人』で『一人前』ってことだったの」

「貴女の仲良しグループの通過儀礼みたいなもの？」

「そういう捉とらえ方でおおむね正解」

「いけない子ねアリス。貴女まだ元服げんぷくしていなかったんでしょう？」

「あたしの故郷にはそもそもそんな制度はなかったけどね」

　答え、有栖院は自らのグラスに注いだウイスキーを口に含む。

　口の中をぴりりと刺激するアルコールと、鼻腔に立ち上る薬臭さ。

　癖の強い酒だ。

　事実、ウイスキーを好む人間の中でも極端に好き嫌いが分かれる銘柄の一つだ。

「……正直言うと、あたし、今でもこのお酒の味は苦手なのよね」

「なのに飲むの？」

「思い出を味わっている感じね。まあこの瓶から飲むことは滅多に無いんだけど」

「ふぅん……でも私にはそういうのはないから、単に苦手なお酒ね」
















　言いながら、なんと珠雫はぐいっとグラスの中にあったウイスキーを一気に飲み干した。

　それから、苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「……私はやっぱりダメね。喉、痛いし、口の中がすごい薬臭くて頭まで痛くなってきたわ」

「無理に飲まなくても良いのに……」

「いいのよ。今日だけ特別だから」

　喉をくにくに指でさすりながら、珠雫はそう答えた。

　特別。──先ほども聞いた言葉だ。

　何が特別なのか。気になったので有栖院は尋ねた。

「さっきも言っていたけど、特別な日ってなに？　何か良いことがあったの？」

　対し、珠雫は小さく首を横に振る。

「私じゃないわ。アリスにとって、特別な日なんでしょう」


（…………え？）



　瞬間、珠雫の言葉に有栖院の心臓が小さく跳ねた。

　確かに今日は有栖院にとって、珠雫と過ごす最後の夜だ。

　夜が明け、再び日が沈むころには、彼は『暁学園』の一人として名乗りを上げる。

　だが、それは彼女には悟られていないことのはず。なのに、

「……どうして、そう思うの？」

　驚きの表情で問い返す有栖院に、珠雫は答える。

「だってアリスが自分から私を誘うなんて初めてだもの」

（初めて……？）

「そんなことないわよ？　一輝が《狩人》と戦ったあと、一緒にお酒を飲みに行ったじゃない」

「それは、お兄様をとられた私に気づかって……だもの。私を含め、アリスが自分のために他人を近づけるなんて一度もなかった。貴女は誰にでも親しげに話をするし、親身になるし、とても接しやすいけど、──誰一人自分に近づけようとはしていない」


「────」



　ゴクリと、有栖院は我知らず息を飲み込んだ。

　珠雫の言うとおり、有栖院は意識してそう立ち回っていた。

　誰に対しても好意的で、誰に対しても友好的で、誰に対しても心を開いていない。

　誰一人、不必要に自分に近づけない。

　後ろ暗い目的を持ち、『破軍』に潜入している身の上であるが故に。

　そして自分がそう振る舞っていることは誰にも気取られていないつもりだった。

　だけど、珠雫は気づいていたのだ。

　そのことに、有栖院は素直に驚く。

「……驚いた。よく見てるのね。珠雫」

　だが珠雫はさも当たり前のように、

「当然よ。だってアリスは、私のお姉さんだもの」

　ビスクドールのような愛らしい顔に小さな微笑みを浮かべ、そう答えた。

「そんなアリスが初めて私に自分から声をかけてくれたんだもの。私にはどういう日なのかわからないけど、きっと今日は貴女にとってなにか特別な日なんでしょう？　だったら、お酒の一杯くらい付き合ってあげるわ。──でも、本当に一杯だけよ」

　今度からは自分も飲めるお酒を用意してほしいわ。

　そう言ってすこし拗すねたように唇を尖らせる珠雫。

　その可愛い表情に、有栖院は頰を緩めた。

「フフ、一杯だけで十分よ。……ありがと。珠雫」





◆◇◆◇◆






　元々疲労がたまっていたのだろう。

　珠雫は最初の一杯を一気に飲み干してからすぐに、こっくりこっくりとソファーで船をこぎ始めた。

　やがて、そう時間をおかずに完全に眠りに落ちる。

（そういえば前バーに飲みに行ったときも、最後は眠ってたわね）

　アルコールが入るとすぐに眠気が来る体質なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、有栖院は珠雫をお姫様抱っこで持ち上げた。

　季節は夏なのでソファーで寝たからといって風邪をひくことはないだろうが、やはりソファーで寝るのは行儀が良くない。

　だから有栖院は珠雫をベッドまで運んであげることにした。


「……んぅ…………おにいさまぁ…………」



　途中、腕の中で珠雫が身じろぎし、甘えるような声をだす。

「ふふ、どんな夢をみてるのかしら」


「どいて……そいつ殺せない…………むにゃむにゃ」



「ど、どんな夢を見てるのかしら……」

　ちょっと顔を青くしながらも、有栖院は珠雫をベッドまで運び、起こしてしまわないようにそっと彼女の身体を降ろす。

　そして掛け布団ぶとんを掛けてやった。

　すると珠雫は心地よさそうに表情をほころばせ、布団の中で身を丸くする。


「可愛い寝顔…………」



　愛らしい珠雫の寝顔を見つめながら、有栖院は隣り合う自分のベッドに腰を下ろす。

　そして──先ほど珠雫から告げられた言葉を思い返した。

「お姉さん……、か」

　呟き、有栖院は先ほどまで自分たちが座っていたソファーの方に目を向ける。

　見つめるのはテーブルの上に置かれた……ラベルの煤けた緑色の酒瓶だ。

　そして……彼はアルコールがもたらす浅い朦朧もうろうの中で追憶する。

　その瓶に纏まつわる……古い思い出。

《解放軍リベリオン》に拾われ、暗殺者となる以前。

　異国の地でユーリという少女と共に年下のストリートチルドレンたちを養い、その子供たちから『お姉ちゃん』と慕したわれていた──最後の日の記憶を。





※　※　※






　忘れもしない。

　その日の朝方、町には雨が降っていた。

　雪になりきらない、しかし雪以上に身を凍らせる氷雨ひさめだ。

　氷雨の中で、アリスはビニール傘をさし、一人の背の高い男と向き合う。

　男は地元マフィアの集金人だ。

　この男に一度マフィア経由で回して貰った仕事の利益を渡し、手数料と上納金を差し引いた額がアリスの取り分となる。

　だが、そこはマフィアの下っ端。

　約束を守るようなまともな人間のわけもなく、


『…………ほらよ』



　手渡された金は、規定の取り分よりも遙はるかに少なかった。

『約束は二割のはず──、っ』

　と、文句を告げたアリスの顔に男のツバがかかる。

『なめんなよクソガキ。ウチのシマで商売させてやってるだけでありがたいと思え』

　ゴミを見るような目で告げて、男は帰っていく。

　アリスはその背中が見えなくなってから、

『べーっ。だ』

　小さく舌を出した。

（自分だって似たような出自のくせに）

　頰についた男のツバを袖そでで拭ぬぐい、アリスは物陰に積もった雪を払う。

　そこにはピンク色の布に包まれたタッパーが隠してあった。

『ちょっと冷めちゃったかしら』

　中身は客が好意で持たせてくれたミートパイだ。

　こんなものあの男に見つかったら間違い無く取り上げられてしまうから、あらかじめ隠しておいたのだ。

『お肉なんて久しぶりだもの。みんなきっと喜ぶわよね』

（シスターにもお裾分すそわけしないと。あ、でも今日は神様の集会があるから隣町に行ってるんだっけ）

　そんなことを考えながら、アリスは早足で帰路を急ぐ。

　早くみんなの喜ぶ顔が見たかったのだ。

　しかし──





『…………え』






　アリスが帰ってくると、教会裏の物置小屋はドアが蹴破られ、半壊していた。

　その光景を見て荒事に慣れているアリスは即座に理解する。

　敵意ある何者かの襲撃があったことを。

『……み、みんなッッ!!!!』

　悲鳴を上げ、アリスは手荷物すべてを投げ出して物置小屋に駆け寄る。

　だが、中には誰もいなかった。

　時刻はまだ朝方。

　妹たちが起きているような時間じゃない。

　しかし妹たちの姿は無く、彼女たちが使っていた小汚い毛布だけが放置されている。

（一体、なにがあったの!?　みんなはどこへ……）

　と、毛布を持ち上げた、そのときだ。

　毛布の下にあったものに、アリスは息を吞んだ。

　それは血痕けっこんだ。

　しかもまだ殆ど乾いてもいない鮮血。

　そして、血痕はよく見れば点々と外に、大通りに向かって続いている。

　雨に洗われ、この異常事態を目にしなければ気づけないほどにうっすらとだが、確かに。

　アリスは気持ちが急くあまり足をもつれさせながら外に飛び出て、血痕を追いかける。

　嫌な予感が、とてつもなく嫌な予感がした。

　背中に冷たい汗がじわりと滲む。

　血痕があったということは、誰かが負傷したということだ。

　もしかしたら、自分の仲間の誰かが。


（そんなこと、ない…………！）



　何の根拠もなく、自らに言いきかせるように呟く。

　しかし、現実は無慈悲だった。

　アリスは血痕を追い、教会の前の通り──アリスが仕事場から帰ってきた方向とは逆の通りに出て、それを目にする。


（────あ、）



　腹部を鮮血で染め、ぐったりと側道の煉瓦塀れんがべいに寄りかかる、赤い髪の少女の姿を──。

『ユ、ユーリィィィ！』

　名を叫び、アリスはすぐにユーリの元へ駆けつける。

　道ばたに座り込んでいたユーリは、その声に確かに反応を示した。


『…………ぁ、……』



　閉じていた目蓋をゆっくりと開き、駆け寄ってきたアリスを見つめる。


『……あぁ、…………よか、た……、アリス、は、ぶじ、……だったの、か』



『どうしたの！　な、何があったのッ!?』

　その問いに、ユーリは痛みと憤りの二つの感情で、表情を歪める。


『……わから、ねえ。セルゲイ、のやつら……。いきなり、おそって、きて…………、ゴミ、そうじだって……。畜生、……みんな、つれて、いかれちまった……。不甲斐ふがい、ねぇ……』



『マフィアが!?　ど、どうして……！　上納金だってちゃんと払ってたのに……！』

『わかんね、ぇ、ゲホッ！　ゴホッ！　……ッ、ッ！』

　咳き込むや、ユーリはアイスバーンで凍った地面に、迫り上がってきた血を吐き出す。

『ユーリッ！　と、とにかくもうしゃべらないでッ！』

　これ以上しゃべらせるのは不味い。

　とにかくすぐに医者に診みせなくては。

　幸い、この通りにはそれなりに人通りがあり、通行人は皆この事態に気づいている。

『すみません！　だれか、だれかお医者さんを呼んでください！』

　だからアリスはそう声を張り上げて頼んだ。


　だが────

『…………』



　その瞬間、周囲で遠巻きに現場を見つめていた者たち全員が、焦ったようにアリスたちから視線を外した。

　そして、誰もが足早にその場を立ち去っていく。

　アリスの声など聞こえなかったかのように。

（え……な、なによ……）

『お、お願いします！　せめて電話を貸してください！　お金ならちゃんと払いますから！』

　繰り返し頼むも、アリスを誰も相手にしない。

　遠巻きに血まみれの少女を興味深そうに見つめる者たちも、アリスが声を掛けるとそそくさとその場を離れていく。

　全員が全員、面倒事から逃げるように。

　そのあまりに寒々しい反応に、アリスは目を疑った。


（なんで、……こんなに血が、出てるのに、だれも…………）



『ねえ！　聞こえてるんでしょう！　仲間が死にそうなのッ！』

『無駄、だ……』

　悲痛な声で叫ぶアリスに、ユーリが振り絞るような声を発する。


『だれも、たすけてなんか……くれない。ストリートチルドレンおれたちを助ける奴なんて、いない………………そんなの、わかってる、だろ』

『…………ッ！』



　ユーリが言った言葉。

　それはアリスも良く理解していた。

　なぜなら、アリスたちには身よりもなく金もない棄民だ。

　助けて得をすることなど何一つない。

　それを大人たちはよくわかっているのだ。

『でも、おれたちは違う、よな？』

『え……』

『おれたちは、あいつらとは、違う……。『格好いい大人』だ……！　そう、だろ？』

　その言葉にアリスはハッと、目を見開く。

『格好いい大人』──その言葉に込められているのは二人の誓いと自戒だ。

　アリスとユーリが初めて手を取り合った日。

　二人はあの酒に誓った。

　自分のことしか考えない、卑いやしい生き方はもうやめよう。

　誰かを助け、誰かを愛せる、そんな『格好いい大人』になろう、と。

　でも──

『……そうよ。そのとおりよっ！　でも、どうして今そんなことをっ』

　だが問いかける声に、ユーリは返事を返さない。

　ただ静かにアリスを見つめて、

『だったら、助けて、やってくれ……。あいつ、ら、を……』


　そんな、…………まるで、なにもかもを託たくすような言葉を吐いた。



　その言葉に、アリスは言い表しようのない不安を感じ、ユーリの肩を摑つかむ。

『な、なに馬鹿なこといってるのよ！　しっかりしなさい！　そんなの、あたし一人で出来るわけないでしょう！　あたしはユーリに負けたのよ！』


『……ふふ、けほっ。…………うそ、だな。長い付き合いだ……。わかって、るさ……。おまえ、が、いつも……俺を、殺さないように、……手加減してくれてたこと、くらい…………』

『────っ』

『おまえの、力なら…………あいつらを、まもって、やれる……だから』



『やめてっ！　そんな託すような言葉聞きたくないッ！』

　涙を零こぼし悲鳴のような声で怒鳴りつける。

　だがもうユーリは虚うつろな瞳ひとみでアリスを見つめるばかりで、


『…………たの、むぜ…………アリス……』



　ついに、ユーリは眠るように目蓋を閉じた。

　瞬間、あらゆる力が彼女の身体から失せる。


『……………………ユー、リ？』



　声を上げながら肩を揺する。

『ちょっと、ねえ。返事してよ、ねえ……』

　だが、起きない。

　目を覚まさない。


『……ダメじゃない。ユーリ。こんなところで座り込んでちゃ……。南へ行こうって、約束した……ばかりじゃない…………』



　ポロポロと、涙を零しながら話しかける。

　だが、ユーリは答えない。

　当然だ。アリスも本当はわかっているのだ。





　…………もう二度と、ユーリが目を覚まさないことくらい。






　別に、初めてでも、珍しいことでもない。

　よくあることだ。この町では。

　だけど、認めたくなかった。

　守りたかった場所が、こんなにもあっさりと、唐突に壊れてしまったことを。

　受け止めたくなかった。

　そんな──辛すぎる現実は。

　しかし、刻ときは足を止めることなく動き続け、アリスを留まらせはしない。

『おっ。いたいた。兄貴。アリスのやつ戻ってましたよ』

『よし捕まえろ。顔にキズなんてつけんなよ。コイツ一人であのガキ共二十人分くらいの稼ぎになるんだからな』


『────』



　粗暴な声といくつもの足音が背後から聞こえてくる。

　視線を向けると、そこにはアリスたちが付き合いを持っていた地元マフィアの構成員が、銃や霊装を手に近づいてきていた。

　そして、あっという間にアリスを取り囲むと、各々の武装を突きつける。

　アリスはどこか光を失った無感動な瞳で自分を取り囲む大人たちを見つめ……尋ねた。

『……どうしてこんなことを？　お金は払っていたはずです』

『へへっ。まあ、公共事業ってやつだ。お偉方えらがたから町を綺麗にしてほしいっていわれてな。テメェらからチマチマ巻き上げてる金なんざ紙くずに思えるくらいの金を積んでくれたもんだからよ。しかもテメェらを売っ払ってボーナスまで出るとくりゃ、裏切るしかねえだろ？』

『まあ弱肉強食が大人の世界のルールだ。諦あきらめな。抵抗するんじゃねえぞ。そこの馬鹿みたいに、ゴミみたいにくたばりたくねえならな』

　言って、マフィアの一人が手を伸ばす。

　アリスの髪の毛を摑み上げ、引き摺ずっていこうと。

　その伸びてくる腕をじっと見つめ、アリスは思う。

（弱肉強食──ああ、そうか）

　さすが、自分たちよりもずっと長く生きている者たちだ。

　彼らの言っていることは正しい。

　そうでないのなら、こんな悲劇が起こるはずないのだから。

　間違っていたのは世界ではなかった。

　こんなもの、理不尽でも不条理でもなんでもなかった。

『格好いい大人』──

　そんなありもしない理想に踊らされた、自分たちこそが間違っていたのだ。

　よくわかった。

　本当に。

　嫌と言うほど理解した。

　だから──




　──お前たちの全部を、あたしが奪ってやる。




　そして、伸びてきた手がアリスの髪の毛を摑んだ瞬間、

『あ、』

　アリスの視界が、燃えるような怒りで真まっ赤かに染まった。




『ああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』




　そして──

　すべては瞬く間に終結した。


『────』



　視界に色が戻ったとき、……アリスはマフィアたちのアジトにいた。

　バケツに並々と溜めた赤いペンキをぶちまけたような部屋。

　最早原型をとどめていない、コマ肉になった人間の残骸ざんがいの上。

　散乱した臓物から立ち上る湯気ゆげの中、全身を血に染めアリスは立ち尽くす。

　そして、色の戻った視界に、彼は見たのだ。

　部屋の隅。

　ガチガチと歯を鳴らしながら震える弟妹たちの姿を。

『ひ、ひぃぃ……っ』


『おね、おねがい……っ。こ、ころさ…………ないで…………っ』

『ああ、あ、ぁぁあ…………』



　彼らの、彼女らの瞳は、真っ直ぐにアリスを映していた。

　恐怖と絶望がごちゃ混ぜになった、濁りきった瞳で。

　いつも自分に向けてくれていた、尊敬の眼まな差ざしはどこにもない。

　あの心まで暖かくなるような笑顔は、見る影もない。

　妹たちの表情を見て、アリスは確信する。

　自分が、彼女たちを守れたことを。

　そして──自分が、今この瞬間、彼女たちを失ったことを。





※　※　※






　気がつけば、アリスは一人、雨の町を傘も差さずに歩いていた。

　どこに向かうわけでもなく。

　ただただ、あてどなく彷徨さまよう幽鬼ゆうきのように。

　氷雨が旋毛つむじから踝くるぶしまでをくまなく濡らすが、最早気にもならない。

　元々、返り血で全身ずぶ濡れだったのだから、今更だ。

　時折すれ違う通行人が、一瞬血にまみれたアリスの姿にぎょっと目を剝くも、すぐに視線をそらしそそくさと立ち去る。

　孤児が血まみれになっていようと、死にかけていようと、彼らの生活には何の関係もないことだから。

　もう憤いきどおりも覚えない。

　悔しさも、悲しみも、なにも。

　あらゆる感情が、もう尽きてしまった涙と一緒に外に流れ出てしまったようだ。

　でも、それでいいと、アリスは思った。

　──思い出す。

　腕の中で冷たくなっていく親友の最期を。

　自分を恐怖に引きつった顔で見つめる妹たちの表情を。

　愛し、愛された者を失う痛み。

　あんな痛みを覚えるくらいなら、感情なんて無くなってしまった方がいいのだから。

　そんなときだった。




『まさか、こんな子供に先を越されることになるとはな』




　ふと、突然幽鬼のように放浪するアリスに、背後から声がかかる。

　アリスは緩慢な動作で気怠けだるそうに振り返ると、濁りきった瞳で背後を見る。

　そこには、黒い法衣ほういを纏った壮年の紳士が一人、こちらを見つめていた。

　その表情、纏う雰囲気。

　長くすさんだ生活をしてきたアリスにはわかる。

　──この男、まともな人間じゃない。

　今し方自分が殺してきたマフィアよりも、ずっとタチの悪い何かだと。

　だが、アリスは怖れを感じなかった。

　その感情もまた、涙と一緒に流れ出てしまったから。

　だから臆おくすることなく尋ねる。


『…………誰？』



『お前に獲物を横取りされた間抜けな殺し屋だ』

　壮年はそう答えると、自分が市長から地元マフィアというゴミ掃除を頼まれたと答えた。

　それは何という皮肉だろう。

　アリスたちをゴミと言い、掃除しようとした彼らもまた、同じように掃除される手て筈はずだったのだから。

（まったく、間抜けな話だこと）

　口元に嘲あざけりの笑みを浮かべ、アリスは再び問いかける。

　その殺し屋が、自分の元に来た理由を。

『……それで？　あたしに文句でも言いに来たのかしら？』

　対し、壮年は答えた。

『まさか。代わりに仕事を片付けてくれた手間賃を渡しに来たのだ。受け取れ』

　法衣の中からボールのようなものを取り出し、壮年はそれをアリスの足下に転がした。

　ころころ。

　転がってきたのは……老人の首。

　この町の市長、すなわち、アリスたちを掃除するようにと指示を出した男の首だった。

　その首を驚く素振りもなく見つめ、

『……実に気が利いたプレゼントね』

　アリスはその首を何の躊躇もなく思い切り踏み砕いた。

　そして、

『フフフ……、アハハ……』

　カラカラと、心底おかしそうに笑いを零す。

（──まったくなんて世界）

　ユーリはマフィアに殺され、ユーリを殺したマフィアは市長に殺される予定であり、そしてその市長もこの殺し屋を名乗る男に殺された。

　アリスは確信する。

『地獄』とは死んでから行く場所だと思っていたが、とんでもない。

　今居るここが『地獄』でなくて、どこが『地獄』だというのか。

　こんな世界で何かを守ろうなど、何かを愛そうなど、──馬鹿馬鹿しいにもほどがある。

（ほんと、なんて滑稽こっけいだったのかしら。あたしたちは）

『お前が今得ている気づきは正しい』

　ふと、大きく口を開けて乾いた声で笑うアリスに、壮年は語りかける。

『愛、金、倫理、道徳──。この世界は偽りに満ちている。

　様々な欺瞞ぎまんが、言い訳が、不純が、世界の真実を曇らせている。

　この世界に存在するルールは本来、たった一つ。

　強者がすべてを奪い、弱者がすべてを奪われる。

　より優れた存在が自らのエゴを通す。それこそがこの世界の絶対唯一の摂理だ。

　それに気づいたお前は我々の同志となる資格がある。

　この欺瞞に満ちた世界に真実をもたらす、我々《解放軍リベリオン》のな。

　──お前の殺しの才能は、我々の役に立つ。私と共に来い。小僧』

　それは、今居るこの場所よりもなお深い、闇の世界への誘いだ。

　対し、アリスは問う。

『嫌だと言ったら？』

『言っただろう。強者はすべてを奪う。それが世界の真実だと。首を縦に振らぬのなら、力で従えるまでのことだ』

　ぞわりと、壮年の身体から殺気が迸ほとばしる。

　だがアリスはその殺気をそよ風のような心地で身に受けた。

　最早暴力はアリスに対して脅おどしにならない。

　暴力とは奪うことであり、彼にはもう失うことを厭いとうものなどないのだから。

　しかし、

『フフフ、なるほどね。わかりやすくて良いわね……』

　何も無いからこそ、アリスはその話に興味を持った。


『別に構わないわ。どうせもう帰る場所も守るものも何も無いんだもの。…………だから、一つ条件を吞んでくれたらついていってあげる』



『なんだ？』

『一億。──あたしに積みなさい。そうすれば貴方たちのために働いてあげる』

　アリスが要求したのは金銭だった。

　それも、生なま半はん可かな額ではない、膨大な。

『何の背景もないお前のような小僧に一億か。……ずいぶんとふっかけたものだな』

　当然、壮年は厳いかめしい顔をさらに険しくしかめる。

　そして、問いを返した。

『……断ると言ったら？』

　対し、アリスはせせら笑い、

『それを貴方に説明する必要があるのかしら？』

　嫌だというなら奪うまでだと告げた。

　──そのどこまでも不ふ遜そんであり、捨すて鉢ばちな彼の態度を、


『…………くくくっ。面白い小僧だ。いいだろう。一億、即金で用意してやる』



　壮年は、いたく気に入ったらしかった。

　アリスの無茶な要求を彼は快諾し、改めて尋ねる。

『それで、小僧。お前の名は？』

『アリス。みんなにはそう呼ばれていたわ』

『我は《十二使徒ナンバーズ》が一柱ひとはしら。《隻腕の剣聖》ヴァレンシュタイン。お前を歓迎しよう。アリス』

　ヴァレンシュタインは法衣から腕を伸ばし、アリスに握手を求める。

　アリスもまたそれに応じ、──ここに契約は結ばれた。

　このあとすぐに、アリスは受け取った金一億全額をシスターに残された弟妹たちの養育費として託し、すべての縁えにしを断ち切って町を発たった。

　そしてヴァレンシュタインが望んだとおり、彼は今までずっと道徳や倫理という偽りで押さえつけていた『殺し』の才覚を、《解放軍リベリオン》のためにいかんなく発揮した。

　暗殺者《黒の凶手》として──

　それが、有栖院凪と名乗る男の半生だった。





◆◇◆◇◆






（滑稽な話よね）

　自身の半生を振り返り、有栖院は苦笑する。

　潜入任務のためとはいえ、こんな自分がまた姉の真似事などとは。

　でも、そんな茶番も今日でおしまいだ。

　もうまもなく、この偽りだらけの関係は終焉しゅうえんを迎える。

　そのとき、珠雫はどんな目で自分を見るだろう。


（────）



　有栖院はいつかの妹たちの恐怖に引きつった表情を思いだした。

　殺人者に対する強い拒絶と嫌悪の瞳を。

　きっと彼女は自分を許さないだろう。

　しかし、別にそれを悲しいとは思わない。

　どうせ、任務のためだけに取り繕った関係だ。

《深海の魔女ローレライ》という、破軍のキープレイヤーと目されていたＢランク騎士。

　その彼女と距離を詰めるには、姉のように接するのが一番効率的だった。

　たった、それだけのことなのだから。
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　合同強化合宿最終日の夕方。

　破軍はぐん学園教員の折木おれき有里ゆうりは、もうじき帰って来るであろう合宿組を出迎えるために、竹箒たけぼうきを手に正門前の掃き掃除をしていた。

　そのときに、一人のジャージ姿の女生徒から声を掛けられる。

「こんにちわ。折木先生」

　声に振り返ると、あまり関わったことはないが、記憶には残っている三年の少女が居た。

　いつかの選抜戦で折木が監督を担当した生徒だ。

　折木は記憶の中から彼女の名前を掘り起こし、挨拶を返す。

「あらー。こんにちわー綾辻あやつじさん。こほっ」

「その節はどうも、お世話になりました」

　ぺこりと頭を下げ絢瀬あやせが礼を述べるのは、以前の黒鉄くろがね一輝いっきとの選抜戦の件だ。

「先生はなんにもしてないよぉ。黒鉄くんががんばっただけだもん」

「でも折木先生がボクの反則を黙認してきっかけを作ってくれなかったら、今もきっと立ち止まったままだったから」

「それもあらかじめ黒鉄くんに話を通されていたからなんだけどねぇ、けほっ。……それにしても、綾辻さんも居残り組だったんだね。お父さんのこともあるし、先生、てっきり夏は実家に戻ってるものと思っていたよ」

「ボクも父さんのリハビリに付き合うつもりだったんだけど、追い出されちゃったんです。伸び盛りのこの時期に修行をサボるな。俺は一人でもなんとかなる──って」

「ふふ、さすが《最後の侍ラストサムライ》……だねー」

「まあ、二年間も寝てたからかな。目を覚ましてからはすこぶる元気ですよ。だから、ボクも負けてられないかなって、さっきまで走ってきたんです」

「うん、良い心がけだ。綾辻さんのもう一人の師匠も今頃がんばってると思うよ」

　そう言って、折木は青く澄んだ北の空を見上げる。

　絢瀬もまた「そうだね」と小さく呟き、同じように空を見上げた。

「黒鉄くんは、本当にすごいですよね。あの生徒会長をあんな状態で倒してしまうなんて」

「そうだねぇ。アレには先生もちょっとびっくりした、かなぁ」

「噂に聞いたんですけど、黒鉄くんの入学試験を担当したのが折木先生って本当なんですか？」

「こほっ、……んっ、本当よぉ」

「なら、先生の見る目もすごかったんですね」
















　黒鉄一輝は資質だけ見ればＦランク。

　破軍学園の合格ラインには届いていない。

　それなのに一輝がこの場にいるということは、折木の目利き故だろう。

　絢瀬はそう思ったので折木を賞賛した。

　しかし、折木はすこし申し訳なさそうな表情で首を横に振る。

「いやいや。そんなことないよぉ。実際わたしは落とそうとしたし」

「そうなんですか？」

　折木は頷く。

　──ここまで資質のない人間も珍しい。

　それが折木が一輝を初めて見たときに得た印象の全てであり、折木には一輝を合格させるつもりなど毛ほどもなかった。だから形式だけのつもりで、自分という伐刀者ブレイザーの価値を売り込む自己アピールをさせたのだが、

「でもあの子ったら自己アピールでなんて言ったと思う？」

「なんて、いったんですか？」

「『貴女あなたに勝てます』──そう言ったんだよ」

　まだ一年生にもなってない子供が。

　Ｃランクとはいえ正規の魔導騎士まどうきしである教員に、だ。

「もうビックリして耳を疑ったわよぉ」

「……す、すごい自信ですね」

「けほっ。……しかもその上で実際に勝ってみせたんだから、合格させないわけにはいかないよ。わたし以外でもね」

「なるほど。そんなことがあったんだ……」

　彼の入学の経緯を聞き、絢瀬は感心したように頷く。

　おそらく、一輝も自分でわかっていたのだろう。

　普通に受験しては、自分が合格できないということは。

　だからこそあえて強い言葉で折木を挑発し、自分の力を示す機会を作った。

　綾瀬は思う。及ばない力、足りない資質。それらを他の要素で埋め合わせ、どんな劣勢でも活路を見いだす。

　実に一輝らしい、と──

　きっと彼は今までも、そしてこれからもそうあり続けるだろう。

　その姿を思い、絢瀬は折木に尋ねる。

「折木先生は、黒鉄くんが七星剣王しちせいけんおうになれると思いますか？」

　対し折木は──


「……あの子とは色々縁があるから、多少ひいき目になってるかもしれないけど、それだけの力は十分持っている、と、思うよ。…………だけど」



「だけど？」

「……今年の七星剣武祭は『七星剣王クラス』の力を持っているだけじゃあ、勝ち残れないかもしれないね」

　やや悲観的ともとれる解答を返した。

「それは、Ａランク騎士の黒鉄くんのお兄さんとかが出てきたから、ですか？」

　絢瀬の言葉に折木は小さく咳払せきばらいをしてから頷く。

「それもある。でもそれ以上に……今年はよくわからない子がすごく多い。どんな能力を持っているかすら定かじゃない『無名の一年』が、殆ほとんどの学校で一人は代表入りしてきてる。この子たちの力がどんなものかで、今年の七星剣武祭しちせいけんぶさいの展開は大きく動くと思う」

「へえ。ステラさんといい、今年は豊作だったんだ」


「…………」



　絢瀬の何気ない言葉に、折木はやや目を伏せて黙り込む。

　豊作。確かにその通りだ。

　一年の代表入りは毎年せいぜい一、二人程度。一人も居ない年だって珍しくない。

　それを考えれば、全校合計十人も一年がエントリーしている今年は間違い無く豊作だろう。

　だが、折木にはどうにも腑ふに落ちないところがあった。

　一年が代表入りするのはいい。

　でも、ここまで『無名』に偏かたよるものなのか、と。

（……まるで、ずっと隠れていたみたいにも思えるんだよねぇ）

　新しん宮ぐう寺じ理事長と西京さいきょうの二人が大阪おおさかから帰ってきたら、二人にも意見を聞いてみようか。

　折木が考えた、そのときだ。

「あれ？　折木先生。なんだかたくさん人がこっちに来ますよ？」

　絢瀬が正門のほうを指差しながら折木に告げた。

　言われ、折木も正門に目を向ける。

　確かに正門の外から、横に並んだ七つの人影が破軍学園に近づいてきていた。

　それは全寮制のこの学園には珍しい光景だ。

　まして夏休みとなると、これほど大勢の人間が一度にやってくることは非常に稀まれである。

　しかも七人の内二人は巨大なライオンと思わしき獣に跨またがっているという珍妙さだ。

　一体何者だと折木は眼を細め、

「え、あれって……」

　驚きに細めた目を見開く。

　七人の中に、一昔前にはよく知られていた顔があったからだ。

（武曲ぶきょく学園のＡランク騎士、黒鉄王馬おうま……っ!?）

　なぜ『武曲』の人間が『破軍』にやってくるのか。

　折木の脳のう裏りにそんな疑問が芽生めばえる。

　だが、その疑問はすぐに折木の思考の中から零こぼれ落ちた。

　そんな些細ささいなことを気にする余裕が無くなるほどの異常を、彼女の視界が認めたからだ。

　それは、王馬以外の面々。

　折木は職員に配布された今年の七星剣武祭の資料で、その面めん子つを見たことがあった。

（王馬くんだけじゃない。『文曲ぶんきょく』に『貪狼どんろう』、『廉貞れんてい』、他にも……！）

　今年の七星剣武祭にエントリーしている七校それぞれの代表生。

　先ほど折木が疑念を掛けていた『無名の一年』がぞろりと並んでいたのだ。


「────────」



　瞬間、言い表しようのない悪寒おかんにうなじが凍こごえるような感覚を折木は得た。

　どうして各校の代表たちが集まっているのか。

　どうして集まった上で破軍に向かって歩を進めているのか。

　どうして自分はこんなにも嫌な予感を覚えているのか。


　そしてなにより────どうして彼らは、己の霊装を顕現させているのか!?



　刹那せつなの中で脳裏のうりを巡る疑問に折木は、




「綾辻さん！　今すぐ逃げてッッ!!!!」




　瞬間、──それは始まった。

　七人のうちの一人。夏だというのに防寒着を着込んだ少女──

『貪狼』代表の多々良たたら幽衣ゆいが突如、疾風しっぷうの如き速度で絢瀬との間合いを詰め、

　両手に携えたチェーンソー型の固有霊装デバイスを無防備な絢瀬目掛けて振り下ろしてきたのだ。

「ぇ」

　あまりに突然すぎる凶悪な害意。

　絢瀬は反応出来ずに立ち尽くす。

　唸りを上げる刃やいばは無慈悲むじひに振り下ろされ、

「ハアァッ！」

　あわや絢瀬の首を刈ろうとした刃を、折木が舶刀カットラス型の固有霊装デバイスで弾いた。

　上手く弾かれ、多々良の身体が泳ぐ。

　その隙を折木は見逃さない。

（とりあえず、制圧するしかない……ッ）

　どういうつもりで突然斬りかかってきたのかは、目を覚ましてから問い詰めればいい。

　そう判断し、折木はクルリと手首を回し、最小のモーションで刃を返す。

《幻想形態げんそうけいたい》の刃で狙うは、多々良の頸動脈けいどうみゃく。

　そこを断ち切り、意識を落とす。

　最小のモーションで繰り出される斬撃は避ける隙も防ぐ隙も与えない。

　そして折木の狙い通り、舶刀カットラスの刃は多々良の頸動脈を捉とらえ──




「《完全反射トータルリフレクト》」




　──瞬間、多々良の口が歪いびつな弧を描き、謎の衝撃が折木の斬撃を弾きかえした。





◆◇◆◇◆






　空が茜あかね色に染まり始めた夕刻頃。

　一輝を団長とする破軍の七星剣武祭代表選手団と、手伝いについて行っていた珠雫しずくや生徒会一同を乗せたバスは、山形やまがたからの長旅を終え、ようやく破軍学園の近くまで戻ってきていた。

　バスの中では仲の良い者同士が近くの席に座り、お菓子を摘みながら和気藹々わきあいあいと談笑している。

　だがその中で、ステラだけがしょんぼりした表情で肩を落としていた。

「……はぁ～」

「元気だしなよステラ」

　隣に座っている一輝がそんな彼女を気づかうも、ステラに活気は戻らない。

「だって悔しいんだもん……」

　ふと、そんな彼女に二人の女生徒が声をかけてきた。

　同じ顔の二人。七星剣武祭代表生の葉暮はぐれ桔梗ききょうと葉暮牡丹ぼたんだ。

「どったのステラちゃん」

「お姫様車酔いなの？」

　その二人に一輝は心配しなくて良いと手でジェスチャーを送りながら、

「なんだか、東堂とうどうさんに勝ち越せなかったのが悔しいみたいです」

　ステラがへこんでいる理由を二人に伝えた。

「そういえば何度も戦ってたな。ちなみに戦績はどんな感じなんだ？」


「…………三勝三敗」



　その問いにはステラ自身が低い声で答えた。

　そう。ステラのこの合宿の目標は《雷切》に勝ち越すことだった。

　だがなんとかイーブンには持ち込んだものの、その目標は果たせなかった。

　ステラはそんな自分が不甲斐ふがいなくてしょうがなかったのだ。

「でも生徒会長相手にそれなら十分すごいと思うの」

「いやステラちゃんはＡランク騎士だし。格下相手には勝っておきたいんじゃないか？」

「……別にトーカさんのことを格下だなんて思ってないわよ」

　桔梗の物言いにそうステラは言葉を添える。

　格下なんて思っていない。

　むしろ逆だ。

　ステラは現時点で自分は刀華とうかに劣っていると考えていた。

　だからこそ、──この合宿中に勝ち越しておきたかったのだ。

　来る七星剣武祭に自信を持って臨のぞむために。

　だが──、結果はステラの思うようにはならなかった。

「うぅうぅぅぅ！　悔しい！　悔しくってじっとしてるの落ち着かない！　こんなことなら走って帰ってくればよかったわ！」

「流石に無茶だよ……」

　一輝が苦笑いを零す。

　まあこれは流石にステラも言ってみただけだ。

「……こういうときは何か食べて気を紛らわすに限るわ」

　そう言うと、ステラは旅行鞄かばんからスニッ○ーズを三本ほど取り出し、背を丸めたままもそもそと食べ始めた。

　そんなステラを見て、葉暮姉妹しまいが悲鳴を上げる。

「昼もサービスエリアでうどんとラーメンを三杯ずつ食べてたのにまだ食べるのかよ!?」

「ふとるよぉー」

　対し、ステラはなんでもないことのように、

「いいのよ。アタシどれだけ食べても太らないから」

　一言、そう答えた。

　そう。不思議なことにステラは非常識なくらいの大食らいだが、その身体は綺麗きれいに引き締まり、無駄な贅肉ぜいにくなんてどこにもない。

　人間の身体を『見る目』には特別自信を持っている一輝にとっても、これは謎だった。

　不正があるとしか思えない。

　まあそれも流石に一輝にとっては慣れたものだったのだが──

「「は？」」

　この合宿で初めて知り合った上級生二人には衝撃的だったらしい。

　二人は一瞬表情を凍り付かせ、

「……牡丹ちゃん。うどんは、きつね、カレー、かきあげ。ラーメンはしょうゆ、みそ、とんこつ。昼にそれだけ食べたあとにスニッ○ーズ食って太らないなんてあり得ると思う？」

「そんなオカルトありえないの。きっと服の下は三段腹になってるに違いないの」

「だ、段腹になんかなってないわよ。失礼ねっ。なんだか体質的に胸に集まるみたいで、生まれてこの方余計な脂肪なんてついたことないのよ」

　と、ステラがもしゃもしゃと超ファットなお菓子を食べながら答えた瞬間──

　側に居た一輝は確かに、『ブチッ』という何かがちぎれるような音を聞いた。




「「うそをつくなァァァ!!!!」」




　そして、音とほぼ同時に葉暮姉妹の二人が般若はんにゃのような顔で激高し、ステラに襲いかかった。

「うわあっ!?」

　ステラの肩を摑むとバスの椅子いすから無理矢理引きずり出し、二人がかりで組み伏せる。

「ちょ、なにするのよ二人とも！」

「ええいうるせえ！　お前が贅肉ぜいにくを隠し持ってることはわかってるんだ！　大人しく白状しろ！」

「だから脂肪は胸に行くんだって言ってるじゃない！」

「そんな理不尽があってたまるかぁぁぁ！」

「絶対にみつけてやるのっ！」

　組み伏せたステラの服を捲めくり、素肌をまさぐり始める二人。

　これにはステラも顔を真まっ赤かにして悲鳴を上げた。

「ちょっと、やめなさい！　ど、どこさわってるのよッ！　イッキ、黙ってないで助けて！」

「あ、う、うんわかった！　あの、二人とも落ち着いて──」

　そう一輝が仲裁しようとした瞬間、

　ギンッ!!!!　と、二匹の獣の血走った双眸そうぼうが一輝に向けられ──

「これは女にとっての聖戦、譲れない戦いなの」

「男はポッキィでも食ってろ」

「あ、はい。失礼しました」


「イッキーーーーーーッ！」



（だって怖いんだもん）

　二人のあまりの迫力に射竦いすくめられ、一輝は国際問題になりそうな絵面えづらから目を逸そらす。

　と、ステラが引きずり出されて空席になった一輝の隣に、小柄な銀髪の少女が腰を下ろした。

　一輝の妹の黒鉄珠雫だ。

　珠雫は翠みどり色の瞳ひとみを床で揉み合う三人に向けて、おどけるように言う。

「日下部くさかべさんがいたら喜んでシャッターを切りそうな絵面ですね」

「あ、はは……。確かに。きっとあとで知ったら悔しがるだろうね」

　一輝も彼女の意見に同意だった。

　むしろ自分も加わりそうだとも。

「加々美さん、一人で北海道ほっかいどうの方に向かったんだっけ？」

　一輝が尋ねたのは、通路を挟んで反対側の席の窓際まどぎわに座る有栖院だ。

　その問いかけに有栖院は頷きを返す。

「ええ。三日前から始まった『禄存ろくぞん』の合宿の取材に行くって朝方一足先に出ていったわ」

　もちろんそれは噓である。

　実際は巨門合宿施設の人目につかない場所に手足を縛って監禁してある。

　しかしこの時点で一輝がそれを噓だと見抜ける要素は存在せず、

「一緒に帰れればよかったのに」

　と何の疑問も持たずにその噓を信じた。

　そして、それは一輝だけではない。

　珠雫も有栖院の噓を信じ、小さく呆あきれるように、あるいは感心するようなため息を漏らす。

「働き者ですね。日下部さんは。私はすこし疲れてしまいましたよ」

「ご苦労様。珠雫が居てくれたおかげで色々助かったよ」

　再生漕カプセルは確かに便利ではあるが、入る際に全身麻酔を行う必要があり、身体にかかる負担が大きい。

　珠雫のような優秀な治癒ちゆ術使いが一人控えているだけで、訓練の効率は大幅に違ってくる。

　だからこそ、一輝は代表でもないのに山形までついてきて、小さな怪我の治療などを手伝ってくれた珠雫を労ねぎらった。

　対し珠雫は決して一輝以外の人間には見せない、花が咲くような愛らしい笑顔で言葉を返す。

「他ならぬお兄様のためですから」

　そして手に持ったポッキィの箱を差し出し、

「お兄様もいかがですか？」

「じゃあ一本だけ貰おうかな」

　一輝はあまり甘い物が好きではなかったが、妹に勧められたものなら別だ。

　彼は勧められたポッキィに手を伸ばし、袋の中の一本を抜き取ろうとする。

　が──、一輝の指がポッキィに触れようとした瞬間、その特徴的な赤い箱がひょいと取り上げられた。

（え？）

　困惑する一輝。

　一方で珠雫は何食わぬ顔で一本ポッキィを取り出し、薄桃色の蕾つぼみのような唇に挟むと、

　そのままキスを求めるように一輝に向かって咥くわえたポッキィを差し出した。

「ん～」

「ぼ、僕にどうしろとッ!?」

　唐突な攻撃にたじろぐ一輝。

　だがこんな光景を彼の恋人が黙っているわけがない。

「こ、こらー！　シズク、イッキになにやらせようとしてるのよ！」

「うわっ」「きゃあっ」

　今まで組み伏せられていたのが噓のように、易々と葉暮姉妹を振り払ってステラが詰め寄った。

「セクハラですがなにか」

「堂々とするな！　開き直るな！　はしたないと思わないの!?」

「そんな格好してる人にはしたないとか言われたくないです」

「え？」

　人差し指で指摘され、ステラは自分の有様に目を向ける。

　そして絶句する。

　彼女の格好は、葉暮姉妹二人に身体をまさぐられていたせいで胸元はブラが見えるほど大きく開き、スカートも殆どずり落ちていたのだ。

「き、きゃあああああっ!!!!」

　言葉を失うこと一瞬。

　あまりの事態に瞬間的に停止していた思考が現実に追いつき、ステラは顔を火が噴き出しそうなほど真っ赤にしながら、その場に蹲うずくまった。

　その姿を遠巻きに見ていた泡沫うたかたがポツリと呟く。

「……なんかレイプされたあとみたいですっげコーフンするなぁ」

「うたくーん。学校帰ったら覚悟しておきなさいねー」

「ひぃぃ！　やぶ蛇った！　カナタ助けて！」

「自分から藪やぶに突っ込んでるんだから助けようがありませんわぁ」

　しかし、そこはステラも女傑。

　この程度ではめげない。

　すぐさま身なりを整えると、再度珠雫に詰め寄った。

「ねえ、シズクってアタシとイッキのこと、認めてくれたんじゃなかったの？」

「お二人が恋人になることですか？」

「そうよ！」

「もちろん認めていますよ？」

「だ、だったら、そ、そういうことやめなさいよっ」

　声を上げて遺憾いかんの意を示すステラ。

　対し珠雫は──「ハンッ」とばかりに鼻で笑った。

「やれやれ。何かと思えば、思い上がらないで欲しいものですね」

「ど、どういうことよ！」

「確かにステラさんがお兄様の『恋人』になることは認めましたよ？　ええ。でもステラさんに譲ったのはその一つだけです。私は『妹』としてお兄様を慕したい、『母』としてお兄様を案じ、『友』としてお兄様を慕い、『愛人』としてお兄様と愛し合っています」

「あの珠雫、なんか最後に身に覚えのないものが混じってたんだけど」

　一輝が抗議するが珠雫はこれを華麗にスルー。

　四本、指を立ててステラの眼前につきだして、断言する。

「つまり私は貴女あなたの四倍お兄様を愛しているということです！　この議論の余地もない純然たる真実がおわかりですか？」

「わかるわけないでしょうがーっ！」

　そのステラの反応は当然だった。

　暴論にもほどがある。

「つべこべ屁理屈言ってないでイッキから離れなさい！　そこはアタシの席よ！」

「お断りしますぅ！」

　ついに力尽くで珠雫を引きはがしにかかるステラだったが、珠雫は一輝に絡みつくように抱きついてこれを拒否する。

　そのあたりで、流石に見ていられなくなった一輝がステラに声をかけた。

「ま、まあまあステラ。あんまり車内で騒がないで。危ないから」


「でもぉ…………」



「帰りのバスはもうこのままでいいんじゃないかな。どうせもうすぐ学園に着くだろうし」

　言って、一輝はバスの窓の外を滑る光景に目を向けた。

　バスはもう市街地を抜けて見慣れた木々とアスファルトだけが続く山道に入っていた。

　一輝とステラが毎朝走っているコース。

　ここまで来れば破軍学園はもうすぐそこだ。

「むぅ……仕方ないわねぇ。帰ったら埋め合わせはしてもらうからねっ！」

　どうせもう数分で破軍学園に到着するなら争ってまで奪い返すことはないか、とステラが引き下がった──そのときだ。

　突然、バスが急ブレーキを掛けた。

「きゃああっ！」

「うわぁあああ！」

　あまりに唐突に推進が失われたことで、バスの中にいた全員が前に投げ出された。

　一体何があったのか。

「ど、どうしたの砕城さいじょう君！」

　真っ先に動いたのは生徒会長の東堂刀華だ。

　彼女はすぐに立ち上がり、バスを運転していた砕城の元に駆けつける。

　砕城は、──あまり感情を顔に出さない彼にしては珍しく、真まっ青さおな表情でフロントガラスの向こうを見つめていた。

「もしかして、何か轢ひいちゃった!?」


「いや……そうではない、の、だが…………」



　砕城はゆっくりと、震える指先でフロントガラス越しのある光景を指す。

　遅れて駆けつけた一輝たちも、その指先のさす場所に目を向け、

「あれ……学園の方ではないか？」

　震える指の先。

　血のように赤い夕空に、──もうもうと黒煙が立ち上っていた。

　ちょうど、破軍学園の校舎があると思われる方角から。

　その光景に全員が言葉を失い、驚愕に目を見開く。

　ただ一人──、


「…………」



　自分の席を立とうともしなかった有栖院を除いて。





◆◇◆◇◆






　一輝たちを乗せたバスは、それこそ突っ込むような勢いで破軍学園の正門を抜け、タイヤを滑らせながら停車した。

　同時にドアから、窓から、一輝たちは外へと飛び出し、その惨状を目にする。

「これは……ひどい……」

　校舎のそこかしこから火の手が上がり、黒煙が立ち上っている。

　地面を舗ほ装そうしているアスファルトはひび割れ、砕け、爆撃でも受けたかのような有様。

　そして、荒廃した学園のそこかしこに、滞在組の生徒や教師が倒れていた。

　ただの火事じゃない。これは戦闘の痕あとだ。

「イッキ！　あれ！」

　ステラが叫びを上げ、指をさす。

　その先に視線を向けると、そこには──

「折木先生に……綾辻さんッ!?」

　見知った二人の女性がいた。

　二人とも意識を失っているのか、地面に横たわったまま動かない。

　一輝たちはすぐに二人の元に駆けつけ、その身を抱き起こした。

「綾辻さん！　しっかりしてください！」


「…………」



「だめか。ステラ、そっちは？」

「こっちも反応ないわ。……でも怪我もないみたい。気絶してるだけで」

　確かに。

　二人の身体には傷はなかった。

　しかし衣服には斬り裂かれた跡やほつれが存在している。

　これはおそらく──

「《幻想形態》でやられたのか……」




「レディィィス、アェンドゥ、ジェントルメェェンンンンンッッ!!!!」





「ッ────!?」



　突然、何ともふざけた、調子の軽い声が響いた。

　声の出所は、上。一輝たちは一斉に視線を上げ、それを見た。

　燃える校舎の屋上。そこに立つ、ピエロの装いをした長身瘦軀そうくの男を。

「長旅ご苦労様でした、破軍学園選手団の皆さん！　お待ちしていましたよぅ！」

「道化師ピエロ……!?」

　あまりに奇っ怪な賊ぞくの装いに、皆は困惑の表情を浮かべる。

　だがその中で一輝と刀華は──


「いや彼は────」



　男の風体ふうていに見覚えがあった。

　見たのは今年の七星剣武祭出場者の一覧でだ。

「貴方。『文曲学園』の平賀ひらが玲泉れいせんさんですよね」

　刀華が険しい表情で問いかける。

　対し、道化師は極彩色の赤で縁取ふちどった口を嬉しそうに吊り上げた。

「おやボクをご存じで？　かの《雷切らいきり》に覚えていて貰えるとは光栄ですねぇ、フフフ。どうですかこのステージは。驚いて頂けましたかね？」

「これは貴方あなたがやったことですか？」

　問いに、道化師は大げさに首を横に振るう。

「いやいや、いやいやいや。やったのは『ボク』ではありませんよぉ」

　瞬間、──《道化師》平賀玲泉は十メートルはあろうかという校舎の屋上から飛ぶ。

　しかし、飛び降りたのは平賀一人ではなかった。

　彼の背後から次々と、彼に続くように人影が飛翔し──

「ッ!?」

　全員同時に、一輝たちの前に着地する。

　長い野太刀のだちを携たずさえた和服姿の男。

　トップレスにエプロンを身につけただけの奇抜な姿をした女性。

　鴉からすのように黒い毛並みのライオンにまたがる眼帯を付けた少女とメイド服の女。

　その他三名、平賀を含め七名の面妖めんような風貌ふうぼうと、その風体ふうてい以上に異常な凶兆を孕はらむオーラを持つ者たちが、一輝たちの前に並び立つ。

　そして平賀は彼らと自分を指し、刀華の問いかけに対する答えを告げた。




「ボクではなく、ボクたち『暁学園』です」




　これが暁学園、影で蠢うごめいていた八校目の勢力が正式に名乗りをあげた最初の瞬間だった。

　北斗七星の名を冠する七校──それにあてつけるかのような、『暁』という名を。

　一輝たちはただあっけにとられたように立ち並ぶ賊を見つめる。

　驚き、固まるのも無理はない。

　彼らはいずれも『破軍』以外の学園の七星剣武祭代表生。

　しかも一輝や珠雫にいたっては、自らの身内である兄・黒鉄王馬の姿もその中にあったのだから。

　いや、兄だけではない。

「あ、貴方！　合宿先であった『巨門』の……ッ！」

「アハハ。また逢えたねステラさん。そしてイッキ君。こんなに早くまた君の顔が見られるなんてとっても嬉しいよ」

　暁学園と名乗った七名の中には、数日前に一輝とステラが出会った天音の姿もあった。

「イッキが感じた嫌な予感って、こういうことだったのね」

　以前、一輝が天音に対して抱いていた嫌悪感を指し、ステラは納得したように呟く。

　が──その横で、一輝は思う。

（本当に、そうだろうか）

　あのときに感じた『凶兆』はこの出来事を暗示していたものだった。

　たったそれだけのことで済ませていいものか、と。

　だが、一輝は自らの中に生じたその疑念に対し、深い追及は行わない。

　今はそんなことを考えている場面ではないと、視線を上げ、

「『巨門』に『禄存』、『文曲』に『武曲』──、『破軍』以外の全校の代表選手たちが顔を並べてどういうつもりなのか。納得のいく説明をしてもらいたいですね。兄さん」

　敵の中で、自分が一番縁深い存在に問うた。

「これは一体どういうことなんですか。『暁』なんて聞いたこともないのですが──」

　しかし、

「五月蠅うるさい」

　返ってきたのは答えではなく、蝿はえを振り払うような邪険じゃけんな言葉だった。

「俺はとうにお前たちくろがねとは縁を切った身だ。気安く話しかけるな」

　王馬は実の弟にも妹にも、一瞥いちべつすらくれない。

　彼の視線はただ一点。──この場で一輝の隣に立つステラのみを見つめていた。


（…………）



　その視線を受け、ステラは確かに感じた。

（この男──半端じゃないわね）

　視線を受けているだけで、肌がピリピリと痺しびれるような感覚を覚える。

　眼前に並び立つ七人。

　いずれも劣らぬ覇気はきを纏まとう魔ま人じんに相違ない。

　しかし、その中でも尚なお、《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄王馬は飛び抜けている。

　漂う威圧感、身に纏う存在感、その桁が違う。

（間違い無い。……コイツが、この中でダントツに強い）

　ステラはそんな確信を自らの中に得て、それでも尚──強い感情で王馬をにらみ返す。

　そしてそれは、ステラ以外の他の者たちも同じだった。

　少しずつ、だが確かに両軍の間の緊張が高まっていく。

　その中で、結局答えらしい答えを返さなかった王馬に代わり、平賀が反応をよこした。

「どうしてこんなことをするのか。『暁学園』とはなんなのか。弟君の疑問はもっともです。──ですのでお教えしましょう。なに、簡単なことです。いくら生徒が七星剣武祭出場権を持っているからといって、《騎士連盟》の許可なく新設された学園の参戦など、運営委員会が認めるわけがない。認めさせるには示す必要があるのです。我々が存在しない『日本で一番強い騎士を決める祭典』ほど無意味なものはないということを、誰の眼にも明らかな形でね」

「なるほど。つまり『破軍』を壊滅させることでその『示し』を行い、『破軍』にかわって七星剣武祭の七校目になろうということですか」

「流石は《雷切》。理解が早いですねぇ。その通りです」

「……そんな無法、まかり通るとでも思っているんですか？」

「運営委員会もバカじゃない。出場停止になるのがオチだろう」

　それ以前にここまでのことをすれば、この国の司法が黙ってはいない。

　刀華と砕城がそう指摘するも、平賀は不敵な笑みを崩さない。

「──フフ。それがそうでもない。我々は七星剣武祭に必ず出場します。

　というよりも、運営委員会とその母体である《騎士連盟》は我々『暁学園』を認めざるを得ないのですよ。

　だってそうでしょう？

『破軍』という歴史ある一校を壊滅させられておいて、我々の挑戦を拒むのは敗走と同義。

《騎士連盟》は連盟傘下の国々の伐刀者ブレイザー教育を一手に預かる身。《騎士連盟》所属の教育機関よりも遙はるかに力を持つ教育機関が存在するなどという事態を許せるわけがない。それは《騎士連盟》の信頼に関わる事態なのですから。

　彼らは傷ついた自らの信頼を取り戻すためにも、自分たちが育てた伐刀者ブレイザーが、我々よりも優れていることを証明しなくてはならない。戦後、半世紀以上の時をかけて構築してきた、『日本の伐刀者ブレイザー教育の全てを独占する』という権益システムを守るためにも、ね」

　そう。七星剣武祭とはただの学生の祭典ではない。

《騎士連盟》がいかに優良な教育を与え、優秀な騎士を輩出しているか。

　それを日本国民に知らしめる舞台でもあるのだ。

　その舞台で結果を示しているからこそ、国家の護り手である伐刀者ブレイザーの教育を、日本ではない別の組織──《騎士連盟》が代行しているという、非常に特殊な状況を国民が容認している。

　ならば、もしこの舞台で《騎士連盟》が育てた騎士を圧倒する別の教育機関が立ち上がれば？

　当然、連盟というブランドへの信頼は根底から揺らぐ。

　そして、それこそが暁学園を設立し、戦力に《解放軍リベリオン》を雇い入れた、連盟に対し強い敵対的意思を持つ『ある巨大な組織』の目的なのだ。

「だから非常に申し訳ありませんが、皆さんにはここで倒れていただきます。我々の踏み台として」

　──瞬間、ぞわりと、非常に強い殺気が暁の背から立ち昇る。

　濃密な殺気と共にそれぞれの霊装を構え、戦闘態勢を取る暁一同。

　対し、一輝たち『破軍学園』の生徒もまた──

「ここまで好き勝手コケにされて、はいそうですか、わかりました。なんて言うと思う？」

　突然現れた悪意。

　余りに唐突すぎる害意。

　未いまだ動揺していないと言えば噓になる。

　だが、──全員己の固有霊装デバイスを顕現させ、向かい来る敵に抗う意を示す。

「やれるものならやってみなさい！」

「では、遠慮なく。フフ」

　こうして場の緊張は一気に沸点に達し、両軍は同時に地を蹴った。





◆◇◆◇◆






「南郷なんごう先生。この度はわざわざご足労いただき、誠にありがとうございました」

　山形の巨門学園合宿場。

　生徒たちが各々の学園に戻り活気が無くなった施設の中。

　無理を言って急遽来て貰った剣術師範《闘神とうしん》南郷寅とら次じ郎ろうを迎えの車まで見送る途中、施設の管理人が老人に礼の言葉を述べた。

「まさか用意した剣技コーチが全員相手にならないとは思わなかったもので」

「ひょっひょっひょ。ええよええよ。あの小僧とはワシも一度手合わせしてみたいと思うとったんでな。ええ機会じゃったわい。……それにしても大した小僧じゃのぉアレは」

「そうだったのですか？」

　南郷が返した言葉に、管理人は首を捻ひねった。

「私もお二人の手合わせは一度拝見させていただきましたが、二人とも距離を置いたままずっとにらみ合うばかりで、一度も剣を合わせなかったものですから、てっきり一輝君が南郷さんに萎縮いしゅくしてしまったものとばかり思っていましたが……」

「ひょっひょ。まあ素人さんにはそう見えても仕方がないがの」

　確かにこの合宿中、南郷は都合三度、『臨時剣技コーチ』として一輝と手合わせしたが、両者開始線に立ったまま一歩も動かずに、訓練時間を終えるばかりだった。

　だから傍はたから見ていただけの管理人が、そういった感想を抱くのは仕方ない。

　だが実際には違うと南郷は言う。

　三試合。計六十分。《落第騎士ワーストワン》は開始線から、視線や剣気、微細な挙動、ありとあらゆるアプローチをかけて来た。

　南郷クラスの剣客の間合いとはすなわち、相手にとって『死地』も同じ。

　一歩でも迂闊うかつに立ち入ろうものならその瞬間、南郷の剣は敵の意識を両断できる。

　だから一輝は迂闊な踏み込みは避け、踏み込めるだけの紛れを生み出そうと、開始線に立ったまま持てる技術の限りを尽くし、南郷の『剣の結界』に挑んだのだ。

　しかし相手は《闘神》南郷寅次郎。

　世界最高峰のリーグ戦と名高い中国の『闘神リーグ』を唯一制覇した日本人だ。

　踏み込む隙など与えるわけもなく、一輝は結局開始線から動けず仕舞いだったのだが──

　しかしそれでも、南郷は一輝を高く評価していた。

　なぜならば──

（まさか、ワシも同じように釘付けにされるとは思わなんだ）

　そう。一輝は確かに開始線から動くことが出来なかった。

　だがそれは南郷もまた同じだったのだ。

《落第騎士ワーストワン》は合計六十分間、ただの一度も《闘神》に撃ち込む隙を与えなかった。

　南郷がどれだけ剣気による威嚇いかくやフェイントを繰り出しても、心を僅わずかばかりも乱さずに、むしろ攻め気にはやる南郷の隙を突こうとすらしてきた。

　傍から見れば両者一歩も動かないだけの手合わせ。

　だが南郷にとって、これほど密度の濃い六十分間を過ごしたことは、長い人生でも数える程。

（互いに能力を使えばもう少し別の決着もあったろうが……）

　南郷はしわくちゃの顔を愉快そうに歪める。

「……剣技だけなら龍馬りょうまよりも上じゃろうなぁ。末恐ろしい小僧じゃのぉ」

「大した若者ですね。南郷先生にそこまで思わせるとは」


「ひょひょ。もちろん負ける気はさらさらないがの。────ん？」



　と、そのとき。

　南郷が唐突に歩みを止めた。


「────」



「先生？　どうされましたか？」

　横を歩いていた管理人の男性も足を止め、尋ねる。

　南郷は真まっ直すぐに、道の脇に建っていた小さな小屋を見つめていた。

「ありゃ、なんじゃろうかの？」

「倉庫、ですね。グラウンドに使う石灰などが入っていると思います」

「それだけかの？」

「はあ、おそらくは」

　管理人の答えに南郷は髭ひげをかきながら首を捻る。

「……だとすると、おかしいのぅ」

「おかしいとは？」




「人間がおるぞ。あの中に」




　端的に事実だけを告げる南郷の言葉。

　それに管理人は驚きの声を上げた。

「え……、ええ!?　そ、そんなまさか……っ」

　だが、南郷は彼の反応を待たなかった。杖をつきながら倉庫に歩み寄り、


「────、」



　一息。目にも映らぬ速さで自らの固有霊装デバイスである『仕込み杖』型の刀を抜き、倉庫の戸を閉ざす南京錠を切断した。そして戸を開き、

「やっぱりのぅ」

「んー！　んーっ！」

　中で手足を縛られ監禁されていた少女を発見した。

　遅れてやってきた管理人も、その光景に目を見開いて驚く。

　そして管理人はその少女を知っていた。

「き、君は確か破軍学園新聞部の……っ！」

　そう、監禁されていた少女とは、日下部加々美だった。


「んんんーーーーっ！」



「急せかすでない。すぐ解放してやるわい」

　言って、南郷は手際よく加々美を縛る戒めを斬り払った。

　手足の自由を取り戻した加々美は、自分の口を塞ぐ轡さるぐつわを引きはがし、大きく息をつく。

「ぷはっ、ハァ！　ハァ！　た、助かりました……！」

「こ、これは一体どういうことなのですか？」

　少女が縛られて監禁されていた。

　この尋常ではない事態に管理人は焦燥しょうそうを顔に滲にじませ、事情を問う。

　対し、加々美は首を横に振った。

「ハァ、ッ、説明はあとでします。それより今は電話をさせてください！」

　自分が摑んだ真実。

　そして自分を襲った現実。

　これをすぐに、自分の友人たち──一輝たちに伝えなければいけないという使命感に駆り立てられながら、加々美はポケットの生徒手帳を取り出した。

　しかし──

（通じない……！）

　いくらコールしても、一輝もステラも珠雫も、だれも出ない。

　ひどくイヤな予感がした。

　脳裏を掠かすめるのは、有栖院の足下に倒れ伏す友人たちの姿。

　有栖院本人とも付き合いのある加々美は知っている。

　彼の能力の恐ろしさを。

　有栖院が自分の予想通り、敵側の人間ならば今脳裏を掠めた光景は、決して非現実的なことではない。

「くッ！」

　早く、一秒でも早く、有栖院のことを伝えなければ。

　焦りが鼓動を刻む度に加々美の中で強くなり、──彼女は一つの非常手段を取った。

　彼女はある特定の手順で生徒手帳のディスプレイを操作。

　同じ学園の生徒手帳間でのみ用いることが出来る、最大ボリュームのスピーカーモードで強制的に通信を繫げる非常用の強制通話モードへ変更し、一輝に連絡を繫げると、加々美は叫んだ。




『先輩！　アリスちゃんは他校のスパイです！　気をつけてくださいッッ!!!!』
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　加々美の叫びは、巨大な音量で遠く離れた破軍学園に響き、その場にいた誰の耳にも届いた。


「────ッッッ!?!?」



　が──それは、ほんの僅かに遅かった。

　加々美の叫びが届いたのは、まさしく暁と破軍の両軍が互いに駆け出した瞬間。

　このとき、もう有栖院は行動を開始していた。

　破軍側の最後尾に立ち、暁に向かって駆け出した仲間たちの背中を見つめ──

　自らの霊装《黒き隠者ダークネスハーミット》を複数本顕現けんげんし、手の平で扇状に構える。

　有栖院はこの瞬間こそをずっと狙っていた。

　この瞬間のために、彼はここに居た。

　有栖院の『影』を操る概念干渉がいねんかんしょう系能力。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《影縫いシャドウバインド》は、対象の影に《黒き隠者ダークネスハーミット》を突き刺すことで、身動きの一切を完全に封じることが出来る非常に強力な技だ。

　一度影を穿うがたれれば、どれほどの膂力りょりょくを持っていようと、この拘束を破ることは出来ない。

　それこそステラほどの力があっても不可能。

　有栖院の能力は『奇襲』が可能という状況下において、いかなる能力よりも強い。

　ならば──その『奇襲』が可能な状況を作ればいい。

　学園に入り込み、何食わぬ顔で実力者たちに近づき、信頼させ、一撃、たった一撃だけでも無条件で入るだけの隙を作り出せれば、最早もはや勝ちは揺るがない。

　それが暁学園が用意していた、破軍相手に行う《前夜祭セレモニー》に万に一つの失敗も無くすための策だった。

　そして今まさにこの瞬間、有栖院はそのすべてをやり遂げた。

　破軍陣営は全員有栖院に無防備な背をさらし、眼前の敵に向かって駆け出してしまっている。

　誰一人、有栖院を疑わなかった。

　それ故の致命的な失策。

　加々美が叫ぼうが、もはや回避も防御も不可能であり──




「《影縫いシャドウバインド》」




　容赦もなく、慈悲もなく、有栖院の投げ放った無数のダガーナイフ《黒き隠者ダークネスハーミット》は、空くうを奔はしり、彼の狙い通り狙った影に突き刺さって──

　──暁全員の影を縫い止めた。





◆◇◆◇◆






　それは今から十分ほど前のこと。

　丁度一輝たちがバスから黒煙を確認したときだ。

『暁学園。──それが今破軍学園を襲撃している者たちの名前よ』

　ややパニックになりかけたバスの中に、有栖院の冷たい声音こわねが響いた。

　同時にバスの中にいた全員の影に、《黒き隠者ダークネスハーミット》の刃が突き立てられる。

『え!?　あ、アリス!?』

『これは、どういうことなんだい？』

　突然身動きを奪われたことに全員が動揺を示す。

　その一同を見回し、有栖院は言った。

『順を追ってすべてを話すわ。だから落ち着いて聞いてちょうだい』

　そして彼は語った。

　自分の正体が《解放軍リベリオン》の暗殺者アサシンであること。

《解放軍リベリオン》がある組織に雇われ、七星剣武祭を滅茶苦茶にしようと目論んでいること。

　そのために、既存の七校に自分と同じ闇やみの世界の精鋭を送り込んでいること。

　さらには、この十分後、一輝たちを襲うことになる脅威きょういと策謀さくぼうを。

『つまりあたしの役目は、貴方たちが破軍に到着した後、貴方たちの背後をつき無力化することだったの。そうすれば、この作戦には万に一つの失敗もなくなる。──あたしはそのために破軍学園に入学して、貴方たちに近づいた』

『じゃあ、ずっとアタシたちを騙だましていたの!?』

『冗談なら、今すぐ撤回してほしいね』

　狼狽ろうばいと苦渋くじゅうを顔に滲ませるステラと一輝。

　だが、そんな二人に有栖院は首を横に振って、

『残念ながら冗談じゃないわ。今話したことはすべて本当のことよ』

　そう断言した。

　迷いのない口調にステラと一輝の表情が一層沈痛なものとなる。

　だが一方で──

『……わからないわね』

　おそらくこの場で一番、有栖院と付き合いの深い珠雫は、まるで晴れた日の水面みなものように波打たない静かな表情で横合いから疑問を挟んだ。

『なぜ今そんな話をするのかしら？　そんな話を私たちに聞かせたら、その作戦とやらは台無しになるんじゃないの？』

　珠雫の疑問。

　それはもっともなものだ。

　有栖院は自分の口から、自分の役割は一輝たちが破軍に到着した後、背後を突き無力化することだといったのだから。

　そうであるならば、裏切るタイミングが早すぎる。

　珠雫はそこに疑問を投げた。

　対し、有栖院は珠雫に向き直り、静かな口調で言葉を返す。

　返す言葉は──彼の中ですでに決まっていた。




『ええ。そうね。つまりあたしは台無しにしたいのよ。この作戦をね』




　迷いのない口調。

　ある種の決意すら感じさせる言葉。

　それはこの言葉が紛れもない、有栖院の本心であるが故の響きだった。

　彼はもう、決意を固めていたのだ。

　この作戦を失敗させようと。

『どうして？　そのためにずっとこの学園に入って、珠雫に近づいたんだろう？』

『……ええ、そのはず、だったのだけどね』

　なぜ裏切るのかを一輝に問われ、有栖院は困ったような笑みを浮かべた。

『でもあたし、自分でもどうしようもないほど珠雫のことが気に入っちゃったのよ』

　有栖院は目の前の銀髪の少女を見つめながら、思う。

　歪ゆがんだ家庭。切れぬ血縁。幾多の不条理ふじょうり。そんな中で、傷つくことも、失うことも、なにもかもを受け入れて、……たとえ兄の一番側にいるのが自分でなくなってしまっても、それでもなおたった一人の兄を愛し続ける女の子。

　珠雫の在り方は、世の不条理に耐えきれず、愛することを投げ出してしまった有栖院の目には、とても貴とうとく、眩まぶしく映った。

　そして、だからこそ、有栖院はいつからか強く思うようになったのだ。

　強者が全てを奪い、弱者が全てを奪われる。

　あのときのヴァレンシュタインの言葉が、この地獄のような世の真実であったとしても──

　自分は、この気高い少女から『奪う』側に立ちたくないと。

　だってそれは、自分から全てを奪ったあのマフィアたちと何も変わらないのだから。

『どうして、と聞かれれば、それがあたしがこの行動を起こした理由の全てよ。あたしにはもう珠雫の願いを、そして珠雫が大切に思う人の夢を壊せない。誰にも、壊させたくない。……だからそのために、みんなに協力してほしいの。貴方たちの夢の舞台、七星剣武祭を守るために』

『協力だって？』

『ええ。暁学園は全員が闇の世界の精鋭。まともに戦えば強すぎる。だからこそ、確定で奇襲をかけられるこの状況が彼らを倒す最大のチャンスなの』

　味方からの裏切り。その初手はどんな使い手も対応出来ない。

　故に破軍内部に間者を潜入させておけば、暁には万に一つの敗北もなくなる。

　──その図式はそのまま暁自身にも当てはまることだ。

　だから有栖院はこのギリギリの瞬間まで、微塵も怪しいところを見せずに暁の一員として行動してきた。

　１００％奇襲が通る最大のチャンスを作り出すために。

『ここで破軍が暁を完膚かんぷ無なきまでに返り討ちにすれば、彼らの思惑おもわくは完全に頓挫とんざする。『暁学園』は七星剣武祭に出場することすら出来ずに敗走するしかない。……そうすれば、貴方たちの七星剣武祭を守ることが出来るの。だから……お願い。あたしと協力して、暁の思惑を挫くじいてちょうだい』

　そう言葉を結んで、有栖院は深々と頭を下げ嘆願たんがんした。

　すべては珠雫と彼女が愛するすべての者たちのため。

　今更一つ善行を成したところで、元通りの関係になれることなど望んでいない。

　自分は人殺しであり、ずっと珠雫たちを騙していたことに変わりはないのだから。

　珠雫はもう二度と、自分を姉とは呼んでくれないだろう。

　かつての妹たちがそうであったように。

　でも、それでいい。これからの珠雫の日常に自分の姿はなくとも構わない。

　彼女の想いが、大切なものが守られるなら。

　それだけが有栖院の願いであり、偽りのない本音だった。

　しかし……

『そ、そんなこといっても、信じられないの……ッ！　だって、《解放軍リベリオン》って、人殺しのテロリスト集団でしょ!?』

『そうだぜ！　自分でも暗殺者だって言ってたし、なにより今もこうして身動きを奪ってる奴を信じるなんてできっこねえよ！』

　悲しいかな人間は他人の心の内を知る手段を持たない。

　とりわけ付き合いの浅い、葉暮姉妹あたりからそういう意見が出るのは自明だ。

　二人の表情には『殺人者』という、自分たちの常識の枠の外にいる異常者に対する恐怖と嫌悪がありありと浮かんでいる。

　こんな人殺しが今まで自分のすぐ側で生活していたなんて。

　怖い。恐ろしい。気持ち悪い。そんな強い拒絶の感情が。

　だが、その反応は仕方のないことだ。

　誰だって自分の隣人が何十人も手にかけているような殺人者ならば、その存在に恐怖するだろう。その隣人とこれまでに交わした何気ない会話、日常の全てが吐き気を催すほどのおぞましい物へと変貌するだろう。

　有栖院の暗殺対象は同じ裏社会の咎人ばかりだったが、殺人は殺人。

　二人の反応は至極当然だ。だから有栖院は、

『桔梗先輩たちの言うことはもっともだと思うわ。あたしみたいな人殺しの言うことを信じられるはずがない。あたしはずっと貴方たちを裏切ってきたのだから。だからこの一件が終わったら、あたしは貴方たちの前から消えることを約束するし、もしこの作戦であたしの身に何かしらの危害が及んでも見捨ててくれて構わない。──でも、今一時だけはあたしを信じてほしい』

　自分を信じられないという主張を当然だと認めた上で、そこを曲げて頼む。

　有栖院にはわかっていたのだ。自分には頼むことしか出来ないということが。

　心の内をすべて理解してもらう方法など、存在しないのだから。

　ならば、ありのままを話し、精一杯の誠意を込めて頭を下げる他にない。

　そんな有栖院に、ふと刀華が尋ねた。

『少し気になっていたのですが、『七星剣武祭を破壊するために《解放軍リベリオン》を雇ったある組織』とは、つまり貴方たちのスポンサーは誰なんですか？』

『──それは、今は答えられないわ』

『どうしてですか』

『……あたしたちの手に負えるような相手じゃないから。話しても無駄に動揺させてしまうだけだもの。だから、今は話せない』

『ほ、ほら！　隠し事してるの！』

『やっぱりこんな怪しい奴、信じられないぜ！』

　そうヤジを飛ばす葉暮姉妹を、刀華は『待って』と言葉で制し、

『──もし信じられないといったら、貴方はどうするつもりですか？』

『そのときはこのままバスをＵターンさせて、可能な限り遠くへ逃げるわ』

　刀華の問いかけに、有栖院は迷うことなく言葉を返す。

　それは最終手段としてずっと考えていたことだからだ。

『もっとも、まず逃げ切ることは不可能だから、これは悪あがきでしかないわ。あたしとしてはやっぱり、確実に初手の虚きょを付ける利点を生かしたい』

『なるほど。貴方の意見はよくわかりました』

　このあたりは生徒会長の貫禄かんろくというものだろう。

　刀華はあまりに突飛な話に混乱している場で手早く意見をまとめ、話の流れを整えて、

『……どうしますか？　黒鉄くん』

　すべての裁定を下すべきだと判断した人間に意見を仰いだ。

『逃げるにしろ戦うにしろ、彼を信じるにしろ信じないにしろ、今は一刻を争います。悠長に意見交換をしている場合ではありません。貴方が七星剣武祭の選手団長です。この一件の判断は貴方が一番適任かと思います』


『…………』



　対し、一輝は黙り込み、どうするべきかを考える。

　現状、有栖院を完全に信じ切るには要素が足りない。

　しかし、珠雫が指摘したように、この行動が有栖院の立場を考えるなら、利敵りてき行為に他ならないのも事実。

　一輝は考えを巡らし……一瞬、珠雫の表情を窺ってから、──答えた。

『僕はアリスを信じてみようと思います』





◆◇◆◇◆






　結果として、有栖院の計略は見事に嵌はまった。

　暁学園陣営は全員、両軍が衝突する瞬間に影を縫い止められ、完全な無防備となり──





「やあああああああぁぁぁぁッ!!!!」






　破軍学園陣営が振るう刃の前に、一人残らず倒れ伏した。

　無防備な状態からの致命打。

　避けようもなければ外しようもない。

　疑問を挟む余地もないほどの完全勝利である。

（よかった。……これで）

　珠雫の、自分の大切な妹の願いは守られる。彼らの七星剣武祭は小汚い思惑に穢けがされない。

　有栖院はその事実を心から喜んだ。

　そしてそれは有栖院以外の皆も同じ──

「よ、よかったぁ……。後ろから刺されたらどうしようかと思ったの」

　皆が一様に安堵の息を漏らし、肩の力を抜く。

　それは全員が全員、自らの刃に確かな手応えを感じたが故だろう。

　ただ一人、




　──自分が斬り倒した兄・王馬を見下ろし、表情を強こわばらせている一輝以外は。




（あり得ない）

　一輝は自らの目の前に横たわる現実に、吐き気を催すほどの悪寒を覚えていた。

（なんだ、これは）

　どこからどう見ても、この兄・王馬は本物だった。

　振る舞いも、纏うオーラも、気迫も、声も、顔も、何もかもが本物以外にあり得ない。

《陰鉄いんてつ》に残る手応えもまた、疑いようもなく彼を一撃で倒したことを物語っている。

　だがそれ故に、どこまでも本物であるが故に、──絶対にあり得ないのだ。




　あの兄が、《風の剣帝》黒鉄王馬が、無様ぶざまに自分の足下に横たわるなど！




　──その瞬間、彼の気づきに誘発されてか、ある記憶が脳裏に蘇る。

　数日前、山形の商店街での記憶──

　そのひとかけら。

『わーっ！　待って待って！　そんなことしちゃダメだってば！』

　あの日、ある一人の少年が一輝の運動能力よりも早く、通り魔に制止を加えた。

　そしてそれは伐刀者ブレイザーとしての能力によるものだと少年は話した。

　あの状況下、少年の運動能力を考慮すれば、彼が動き出したのは男が初動を開始するよりも先。でなければ──一輝の方が早かったはずだ。

　それが可能な能力は、大別して二つ。

　一つは『透視能力』。隠し持っていた刃が見えていれば、男が動き出すよりも早く飛び出すことは可能。

　だが、コレはある一つの要素が否定している。

　加々美は彼が七星剣武祭代表に選ばれた理由を『レアスキルである因果干渉系の伐刀者ブレイザー』だからといった。

『透視能力』はレアスキルでもなければ因果干渉系でもない。

　であるならば、残る可能性はたった一つ。




『未来予知』──





（────ッッっ!!!!）



　あり得ざる現実を前にして、一輝の中に天啓が下る。

　瞬間、臓ぞう腑ふから喉元まで戦慄せんりつが這はい上がり──

「気をつけてアリスッ！　これは罠だァッッ!!!!」

　彼は有栖院のほうに振り向き、戦慄をそのまま声として吐きだした。

　だが、──それは僅かに間に合わなかった。


「え、っ、────!?」



　一輝の言葉に有栖院が行動を起こすよりも早く、

　有栖院の身体を、背後から飛来した無数の剣が貫いた。

「は……？」

「あり、す？」

　どさりと、十本もの銀剣に貫かれ地に倒れ伏す有栖院。

　突然の事態に誰もが息を吞み、




「惜しいなぁ。もう少し早く気づけてたらギリギリ間に合ったかもしれないのに」




　その底抜けに明るい声を聞いた。

「だけどたったあれだけの接触で僕の能力に気づけるなんてすごいや。さすがイッキ君だね！」

　声は、有栖院の背後から。

　無数の銀剣を両手に携え無邪気に笑う、紫乃宮天音が其処にいた。





◆◇◆◇◆






　ずしゃり、と有栖院の身体が力なく地面に崩れ落ちる。

《幻想形態げんそうけいたい》で身体を貫かれたことによる、意識のブラックアウトだ。

　この事態に対し、一番早く行動を起こしたのは珠雫だった。

「アリス！」

　叫び、駆けつける。彼の元へ。しかしその行動は──

「珠雫、迂闊うかつだ！　前を見ろッ！」

「っっ!?」

　一輝の忠告。それは今度こそギリギリ間に合った。

　珠雫の眼前。何も無いはずの空間に存在する、僅かな歪み。風景の捻れ。


（これは────！）



　それを認識し珠雫はすぐに両手を挙げ頭部を守る防御を取る。

　瞬間、珠雫の小柄な身体が真横に吹っ飛び、鞠まりのようにバウンドしながら転がった。

　まるで見えない何かに殴り飛ばされたように。

　そしてそれは、まさしくその通りだったのだ。


「え…………！」



　その驚愕は破軍側の誰のモノか。あるいは全員のモノか。

　しかしそれも無理はない。それほどに驚くべき光景。

　まるで透明の煙の中から歩み出るようにして、今倒したはずの暁学園の生徒たちが、無傷の姿で眼前に現れたのだ。

「は、はぁッ!?　どういうことよコレ!?」

「同じ人間が二人……!?　馬鹿な、確かに今ここに倒れて──!?」

　恋々と砕城の二人は自分の足下に倒れている暁を改めて確認する。

　そして、目を剝いた。

　足下に倒れていたのは塗装を施された木製の人形だったのだ。

「な、なによこれェ!?」

「《騙し絵トリックアート》。アタシの芸術は本物より本物らしいってこと」

　恋々れんれんの悲鳴にそうボソリと呟いたのは暁学園の一人。

　大きな乳房を絵の具よけのエプロンだけで隠したトップレスの少女。

　有栖院と同じく《解放軍リベリオン》に身を置く《血塗ちまみれのダ・ヴィンチ》サラ・ブラッドリリーだ。

「つまり、今まで皆さんが我々だと思っていた者たちは、彼女の『芸術』を操る伐刀絶技ノウブルアーツにより生み出された模造品に、ボクが《地獄蜘蛛の糸ブラックウィドウ》で動きを加えただけの木偶でくだったのですよ。そして本物の我々はこのように、王馬君の風の力で光を屈折させて姿を隠し、皆さんの企てが空転するのを待っていたというわけです」

「初めからアリスの動きはお見通しだったってこと!?」

「ええまあ。何せこちらには優秀な予言者がいるのでね。……もちろん裏切り者には知らされていなかったことですが」

　そう道化師ピエロはカラカラと愉快そうにネタをばらしながら、

「しかし、結局天音さんの予言通りになってしまいましたか。情けを掛け最後のチャンスをお与えになったヴァレンシュタイン先生もさぞ悲しまれることでしょう」

　倒れた有栖院の身体を担ぎ上げた。

「それでは後はお任せしますよ皆さん。スポンサーのオーダーは『可能な限り圧倒的な、議論の余地がないほどの壊滅』です。一人も残さず徹底的に叩きつぶしてください。ボクには先生の元までこの裏切り者を連れて行く仕事がありますので」

　そして豹ひょうのような素早さで後ろに飛ぶと、そのまま戦域からの離脱を計る。

　もちろん、有栖院をつれたままで、だ。

　だが当然一輝はこれを易々やすやすと許しはしない。

「待てッ！」

　すぐに追いすがるために地を蹴る。

　速度は十分。すぐに追いつける──はずだった。

　一輝の進路上に《風の剣帝》黒鉄王馬が割り込まなければ。

「王馬兄さん……ッ！」

「散れ」

　王馬は何の躊躇ためらいもなく、刃渡り一メートルを超える野太刀のだちの霊装《龍爪リュウヅメ》を振るう。

　風を斬り、銀弧を描いて一輝の胴に奔はしる一閃。

　一輝はその無慈悲な一撃に確信する。

　足を止め、視線を結び、渾身こんしんで守勢に回らなければ《陰鉄》ごと両断される。と。

「くっ！」

　だが一輝が追跡をひと度断念しようとした、そのときだ。

「はあああああっ!!!!」

　横一線、振り抜かれた王馬の霊装が、炎纏う黄金の剣によってその軌跡を阻まれた。

「ステラッ！」

　自分を守るように割り込んできた赤い髪の恋人の名を呼ぶ。

　と、ステラは王馬と鍔迫り合いをしながら、一輝に告げる。

「イッキ！　シズクがアリスを追いかけていったわ！」

「っ!?」

　言われ、一輝は王馬に吹き飛ばされた珠雫が居た場所に目を向ける。

　そこにはもう誰も居なかった。

　探すと遠くの視界に、逃げた平賀を全速力で追いかける珠雫の背中があった。

「コイツらシズクを素通しにした！　たぶん行った先に罠があるのよ！　一人で行かせたら不味まずいわ！　急いでシズクを追いかけてッ！」

　まくし立てるステラの言葉に一輝はわずかに逡巡しゅんじゅんする。

　ここをこのままステラたちだけに任せていいものか、と。

　だが、ここには幸い刀華を初めとした生徒会役員たちや、自分以外の代表生である葉暮姉妹もいる。

　ならば──孤立している側に駆けつけるべきだ。

「わかった。ここは任せたよ！」

「ええ。アリスの力なんか借りなくても、こんな奴ら全員ここで叩きつぶしてやるわよ！」

　ステラの威勢のいい言葉に背中を押され、一輝は珠雫を追いかけ戦線を離脱する。

　そんな一輝の背中を見送って──、ステラは改めて最愛の男によく似た敵を見据えた。

　そして知る。

　敵の視線もまた、あの木偶と同じように真っ直ぐに自分を見つめていることを。

「ずっと視線を感じていたわ。アタシと戦うのがお望みなんでしょう!?」

　あの芸術が本物よりも本物であるというのなら、あの視線もまた、本物の王馬の感情を模倣したものなのだろう。

　で、あるならば──

「受けて立つわよっ！　《風の剣帝》！」

　それを拒む理由は、《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》には存在しない。

　相手は自分と同じＡランク騎士なのだから、ここは自分が役割を負うところだ。

　そう決意し、ステラは膂力りょりょくに任せて王馬の身体を突き飛ばす。

　そして、三十メートルほど吹っ飛んだ王馬に対し、初手から己が必殺の伐刀絶技ノウブルアーツを構えた。

　全霊を手にもつ大剣の《妃竜の罪剣レーヴァテイン》に注そそぎ込み、猛たける炎熱を光の剣として振るう技。

　──《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》

（相手の力量がどの程度なのかがわからない。だけどただ者じゃないのはわかる！）

　ならば、初手全力だ。

　コレで決まるならばよし。

　そうでないのなら、この一撃に対する応手で相手の力量を見極める。

　それがステラの判断だった。対し王馬は──


「────フッ」



　周囲の気温を跳ね上げる程のステラの本気に、

「こんなつまらぬところで終わってくれるなよ？」

　犬歯を覗かせた野蛮な笑みを浮かべ、──自らの持つ最強の伐刀絶技ノウブルアーツで応じた。

　奇くしくも構えはステラと同じ。

　大ぶりの剣を両手に持ち、刃を立て、全霊の魔力を注ぎ込む。

《風の剣帝》黒鉄王馬の能力は自然干渉系──『風』を操る力。

　その力により生まれた暴風は、《龍爪》を中心に竜巻と化し、周囲の大気を喰らう。

　大気を、瓦礫がれきを、炎を──

　周囲に存在するありとあらゆるすべて。

　やがて作り出されるは、圧縮に圧縮を重ね最早質量すら有した荒れ狂う暴風の剣──




「《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》」




　光熱の剣と暴風の剣。

　双方刀身は五十メートルを超える、規格外の範囲攻撃。

　間合い三十メートルなど十分に射程内だ。

　それはほぼ同時に対峙たいじする敵に対して振り下ろされ、そして衝突した。

　瞬間、互いの魔力により剣の形に編み固められていた光熱と暴風が、互いを削り合うように火花を散らし、徐々に解ほぐれ、炎の嵐となって周囲に破壊をもたらしながらもせめぎ合う。

「「きゃあああああ!!!!」」

　すべてを吹き飛ばし、焼き尽くすかのような灼熱の嵐に、葉暮姉妹たちが悲鳴を上げる。

　いや、彼女たちを含むその場にいた全員が、魔力で身を守り、身体を丸め、その場に辛うじて踏ん張ることがやっとだった。

　少しでも気を抜けば、遙か彼方まで身体を吹き飛ばされ、高層ビルから突き落とされたような衝撃をその身に受けてしまうことだろう。

　だから皆、必死に自分の身を守る。

　並の騎士では目をあけ目撃することすら叶わない次元の戦いがそこにあった。

　だが──


「ッ────!?」



　やがて光熱の剣と暴風の剣の拮抗きっこうが崩れ始める。

　押し込まれ始めたのは、──《紅蓮の皇女》のほうだ。

（う、噓でしょ……！）

　ギシギシと、規格外の膂力を自慢とするステラの両手に、感じたことのない圧迫がかかる。

　踵かかとが徐々に地面にめり込み、足下のアスファルトに亀裂を刻んでいく。
















　その事実が示す現実に、ステラは驚愕した。

（このアタシが、力負けしてる……ッ！）

　それは彼女にとって初めての経験だった。

　それ故に、《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》に対する応手で相手の力量を見極めるという彼女の目論見もくろみは、この瞬間をもって瓦解がかいした。

　当然だ。今まで《紅蓮の皇女》が誇る伐刀絶技ノウブルアーツ《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》を真正面から受けきり、押し返した者など誰一人としていなかったのだから。見極めるもなにもあったものではない。

　ステラにはこの事態に対する経験がない。

　経験がなければ、対応は出来ない。

（どうしよう……っ）

　徐々に、徐々に。

　綺麗なクロスを描いていた光と風の刃が、その形を歪ませる。

　暴風の剣が光熱の剣を押し込み、削岩機の刃ように旋回する竜巻が光の刃を削り──

　ついには、《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》の刀身を切断した。

　そして《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》はそのままステラの頭上に降り落ちる。


（や、ば────）



　直前まで上からの圧力を受けていたステラは、この刹那せつなの中では回避行動に移れない。

　そして二人の次元違いの衝突に、他の者たちは全員自分の身を守るのに精一杯で、助けに駆けつけることは不可能。

　ステラはこの一撃を避けられない。

　勝負は決した。




　──この次元の戦いに唯一ついてこられる《雷切》東堂刀華がここに居なければ。




「ステラさんッ！」

《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》がステラの身体を両断せんとした瞬間。

　刀華は素早く《疾風迅雷しっぷうじんらい》を用い加速。

　横合いから滑り込み、降り落ちる刃からステラを間一髪救い出した。

　瞬間《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》が地面に叩きつけられる。

　暴風の刀身はその軌跡上に存在するあらゆるモノを斬り裂き、吹き飛ばす。

　ステラは刀華に抱きしめられながら、その破壊を目まの当あたりにする。

《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》が振り下ろされた跡には、何も残っていなかった。

　校舎も、訓練場も、地面を舗装するアスファルトも──瓦礫すら。

　すべてが削り飛ばされ、抉えぐれた茶色の地面が一直線に続く。

　それはまさに、巨大な龍の爪で抉られたように。

　人間がこんなものをまともに受けたら、それこそ跡形も残らないだろう。

（あ、危なかった……。トーカさんが助けてくれなかったら今頃……っ）

「ありがとう！　助かったわトーカ──づッ!?」

　途端に、ステラの声が詰まる。

　理由は──ステラを抱きしめる刀華の右手にあった。

　刀華の右手はステラの延髄えんずいに添えられている。

　彼女は今、そこから雷撃をステラの脳に直接叩き込んだのだ。


「どう、して…………」



「ごめんなさいステラさん。今貴女あなたと王馬さんを戦わせるわけにはいかない。私と引き分ける程度の今の貴女では、彼に勝てない」


「…………っ、ぁ…………」



　何か言いたそうな表情をするも、ステラはすぐに意識を失う。

　当然だ。直接脳のブレイカーを落とされたのだから。

「桔梗さん！　牡丹さん！」

「えっ!?」「きゃあ！」

　ステラを気絶させた刀華は、葉暮姉妹に向かって、ステラの身体を力任せに投げつける。

　突然の出来事に驚く葉暮姉妹だったが、それでも選抜戦を最後まで戦い抜いた女傑だ。

　驚きながらもステラの身体を受け止めることには成功する。

　その二人に対し、刀華は間髪入れずに叫んだ。

「彼女を連れて逃げてくださいッ！　出来る限り遠くへ！　今ここで貴女たち『七星剣武祭代表生』は絶対負けてはいけませんッ！」

　──この瞬間、この状況下で、刀華はこの場にいる誰よりも冷静だった。

（ここに居る暁学園を蹴散らして、事態を収めること。ステラさんが選んだ方法は確かに最善の結果を得るための手段ではあるけど、もうこの場における最善手じゃない）

　こちらの奇襲が失敗した時点で状況は変化した。

　現状の戦力差を考えるに、最早暁学園の撃退は非常に困難だ。

　もしここで無策に挑み、ステラや葉暮姉妹たちが暁学園に再起不能にされるようなことになれば、本当に暁学園が破軍学園に代わる七星剣武祭の七校目になってしまうという、この場における『最悪の結末』にもなりかねない。

（なら今ここで取るべき行動は、破軍学園の七星剣武祭代表生たちを守りきること！）

　幾度となく実戦をくぐり抜けてきた百戦錬磨ひゃくせんれんまの刀華は、唯一の最善手に思い至った。

　そして刀華の発した強い意志の籠こもった声は、

「「は、はいッ！」」

　葉暮姉妹に彼女の考えを理解させるには至らずとも、その迫力だけで二人を突き動かす。

　力のある桔梗がステラを背負い、二人は踵きびすを返して破軍学園から逃げ出す。

　対し、

「逃がすと思うか？」

　低く響く王馬の声と同時に、今まで彼の背後に控えていた暁の生徒が飛び出す。

　黒く巨大なライオンに跨がるドレスの少女《魔獣使いビーストテイマー》風祭かざまつり凛奈りんな。そして《不転ふてん》多々良幽衣が逃げた三人を追いかける。しかし──

「《マッハグリード》！」

「《クレッシェンドアックス》！」

　素早く地を蹴り、逃げた三人に追いすがろうとしていた者たちを、《速度中毒ランナーズハイ》と《破壊者デストロイヤー》の二人が横合いから打ち叩き、その前進を阻止した。

「──追わせると思いますか？」

　刀華は眼前に立つ王馬にそう言い返し、《鳴神なるかみ》を構え直した。

　彼女に呼応するように、刀華以外の者たちも各々の霊装を新たに構え直す。

「捨てがまりで代表生を逃がすつもりか。……冷静な判断だな。しかし少し決着の時間が長引くだけのことだ」

　王馬の言葉に呼応し、暁がぞわりと、黒い敵意の濃度を上げ、一歩前に出る。

　二度目の衝突。

　だが今度の衝突には、一度目のような噓偽うそいつわりはない。

　正真正銘の死線となるだろう。

　空気が急速に張り詰めていく中で、刀華は隣に立つ少女の名を呼んだ。

「……カナちゃん」

　貴徳原とうとくばらカナタ。

　生徒会役員の中では唯一の七星剣武祭代表生だ。

　刀華は視線で彼女にも逃げるようにと促すが、

「私は逃げませんよ。最後まで刀華ちゃんと一緒にいます」

　その視線に、カナタは一瞥もくれなかった。

　ただまっすぐに、眼前の的を見据える。


「────うん」



　彼女の頑固さはよく知っている。

　子供の頃からずっと一緒にいたのだから。

　だから刀華はこれ以上無駄な言葉を繰り返さなかった。

「やられっぱなしでは破軍学園生徒会の名折れです。この借りは倍にして返しますよ！」

　ただ一言、この場に残った仲間たちを鼓舞する言葉を発し、

「「「おうっっっ!!!!」」」

　──全員同時に、眼前の敵に向かって挑みかかった。





◆◇◆◇◆






「はぁっ、はぁ……！」

　学園に続く何も無い坂道を駆け下りて、走ることしばらく。

　珠雫は人気のある繁華街にまで出てきたところで、横腹に痛みを覚え足を止めた。

（体力ないな……、私は）

　自分の貧弱ひんじゃくさに舌打ちしながら、有栖院を攫さらった平賀との距離を測る。

　目ではもう確認できない。

　おそらく途中で車にでも乗ったのだろう。

（でも、見失ってはいない）

　有栖院が攫われる瞬間、珠雫は有栖院の身体に、目に見えないほどに薄い魔力の糸を巻き付けた。

　その糸はあらゆる物質を突き抜け、真っ直ぐ有栖院に伸びている。
















　つまり、それを手繰っていけば必ず有栖院のもとに行き着けるということだ。

　しかし、走って追うことはもう出来そうにない。

　そこで珠雫は、

「すみません」

　信号待ちをしていたバイクに乗った男に声を掛けた。

「私は破軍学園の学生騎士です。非常事態につきそのバイクをお借りしたいのですが──」

「はあ!?　ふざけんなよチビ。なんでオレが」

　露骨に嫌な顔をしたバイク乗りの喉元に《宵時雨よいしぐれ》を突きつける。

「非常事態なんです。お願いします」

「はいよろこんで！」

　男は引きつった笑みで何度も頷くと、バイクを乗り捨てて逃げていった。

　急いでいる時はこの手に限る。

　このバイクは後で学園に頼んで返して貰えばいいだろう。

　そう思いながら珠雫は男に変わってバイクに跨がる。が──

　そこで彼女は重大なミスに気がついた。

（足が届かないわ……）

「……まさかこんな罠があったなんて」

「何を遊んでるんだ、珠雫？」

　ふと、うなじにかかる声に珠雫は振り返る。

「お兄様」

　そこには息一つ切らせずに珠雫に追いついてきた一輝の姿があった。

　彼に対し、珠雫は自らの状況を説明する。

「どうにも車に乗ったみたいで、アリスとの距離が開いてしまいました。そこでバイクを調達したのですが、この通り構造上の欠陥がありまして。日本製も地に落ちたものですね」

「間違いなくそれメーカー側の過失じゃないよね」

　珠雫の言い分に一瞬苦笑いする一輝。

　だが彼はすぐに表情を真剣なものにし、珠雫に歩み寄りながら、言葉を掛ける。

　掛ける言葉は、今の今まで自分たちを騙していた有栖院を、それでも追いかけようとする珠雫に対する問いかけだ。

「……珠雫。僕たちがアリスを追いかけたのはわかっているのに、王馬兄さんたちが追いかけてこない。それは追いかける必要がないからだ。きっとこの先には僕たちの手には到底とうてい負えないような敵がいるんだろう。もちろんそれは珠雫も気づいているね？」

「はい。わかっています」

「アリスは僕らを騙していた。もしかすると、僕と珠雫がアリスを追いかけることも含めて『罠』なのかもしれない。その可能性もわかっているはずだよね？」

「はい。わかっています」

「そして、アリスが本当に僕らを助けるために暁と手を切ったのだとしても、彼は僕らに『自分を見捨てろ』と言っていた。それがアリスの願いだ。彼は珠雫が危険な目に会うことを望んでいない。そうだろう？」

「はい。わかっています」

　三度、問いかけた一輝の言葉に同じ解を返し、珠雫は察する。

　彼が自分を引き留めに来たのだと。

　だがそれは従えない。

　たとえ最愛の兄の言葉であってもだ。

　だって──




「で、お兄様。それが何か重要なことなんですか？」




　珠雫にとっては一輝が行った三つの問いかけ。

　それら全てが、些事さじにも及ばないほど全くもってどうでもいいことだったからだ。

　珠雫は自分を引き留めに来たであろう兄の顔を真っ直ぐ見つめ、

「アリスは私がお兄様以外で初めて好きになった、私の大切な友達です。そんな友達が今危機に陥おちいっている。これ以上に重要なことなんて、私にはありません。だからこの先にどんな危機があろうと、アリスがどれだけこの行為を望んでいなかろうと、──私はアリスを助けに行きます」

　己の決意を一輝に伝えた。

　自分は決して、引き返さない。

　全てのリスクを理解した上で、それでもなお自分の友達を、たった一人の姉を助けに行くと。

　それを聞いた彼女の兄は、……その口元に小さな笑みを浮かべた。

「──いい答えだ」


「…………え」



　思いも寄らぬ一輝からの返答。

　それに珠雫は思わず呆ほうけたような声を出してしまう。

「お兄様、止めに来たんじゃ……ないんですか？」

「まあ半端な答えを寄越すようなら無理矢理連れ帰るつもりだったけどね。……それだけ覚悟が決まっているなら、止める理由なんて何も無い」

　答えながら一輝はバイクに跨がり、珠雫を背中で押しのけてハンドルを握る。

　そして肩越しに珠雫に向き直り、

「僕も珠雫の望みに付き合うよ」

　あらゆる危険を承知した上で、妹の願いに付き合うという宣誓をした。


「お兄様…………」



　その思いやりに、珠雫は胸が締め付けられるような愛おしさを感じる。

　彼女は一輝の背中に額ひたいを押しつけ、これまで以上に強く思った。

（私の恋は叶わなかったけど……）

　この人を好きになって良かったと。

「ありがとうございます」

　礼を返す珠雫の声は、少し震えていた。

「お礼を言われるようなことじゃないよ。僕は珠雫の兄さんなんだからね。──じゃあ出発しよう。案内は任せるよ」

「……はいっ」

　そして一輝はバイクを走らせた。

　一直線に、有栖院が連れ去られた先、──『暁学園』に向かって。
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　黒煙を上げる破軍はぐん学園。

　その敷地内で繰り広げられる、『破軍学園生徒会』対『暁あかつき学園』の戦い。

　それは誰の目にも明らかなほど、『破軍学園生徒会』の劣勢で展開していた。

『暁学園』の生徒はゲストである《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄くろがね王馬おうまを除き全員が裏社会の実力者。

　日向ひなたの世界に住む者たちには想像もつかない修羅場を潜くぐってきた子供たちのなかで、さらに選よりすぐられた精鋭だ。

　個々の実力は極めて高く、全員が一校のエース格。

　最低でも全国ベスト８クラスの力を持っている。

　その実力差は確実に、刀華たちを追い詰めていた。

「くっ！」

　破軍学園生徒会役員の一人。

《速度中毒ランナーズハイ》兎丸とまる恋々れんれんは、高速の中で苦鳴を漏らす。

　彼女の伐刀絶技ノウブルアーツ《マッハグリード》は減速を無視して加速を累積るいせきさせる能力。

　戦いに敗れることは幾たびかあれど、その累積速度はこれまで戦ったすべての人間を置き去りにしてきた。

　ただ一人の例外もなく。

　だというのに、今彼女が相対する敵は──

「無駄だ、脆ぜい弱じゃくな人間よ！」

　追いすがってくる。

　最高加速の《マッハグリード》に。

　何故そんなことが可能なのか。それは、敵が人間ではないからだ。

　黒く巨大なライオン。

　それもただのライオンではない。

　その獣はただでさえ人間とは比較にならない身体能力に加え、魔力放出による推進をもって恋々の速度に追いすがってきているのだ。

「我が僕しもべ、魔獣『スフィンクス』はただの魔獣にあらず。我が血脈の力、邪神呪縛法じゃしんじゅばくほうにより魂と血に刻まれた邪悪なる聖痕せいこんは、魔獣の内に眠れる暗黒の力を極限まで引き出すことができる。もはや人の身で抗あらがいうる存在ではないわ！」

「お嬢様は『私の《隷属れいぞくの首輪》は、首輪を装着した生物を自分の固有霊装デバイスに出来るの。元々人間なんかよりライオンのほうがずっと身体は強いから、魔力も使えるようになったらもう滅茶苦茶強いんだよ！』とおっしゃっております」

　黒獅子の背に乗る眼帯を付けたドレスの少女《魔獣使いビーストテイマー》風祭凛奈が妙に芝居がかった声を上げ、それに続くように後ろに乗る凛奈の侍女・シャルロットが芝居がかった言葉の意味を訳す。

「さあ大人しく滅びを受け入れよ！　脆ぜい弱じゃくな人間め！」

「お嬢様は『動かれると痛くしちゃうから、動かないでほしいなー』とおっしゃっております」

「ふざけた連中ね！」

　シャルロットの緊張感が削がれる通訳に恋々は悪態をつく。

　動くなと言われて動きを止めるわけにはいかない。

　軽トラックほどもある体軀たいくの黒獅子くろじしを相手に、停止はすなわち敗北だ。

　しかし、こうも速度が拮抗きっこうしているとヒット＆アウェイも行いづらい。

　ならば、

（アレだ！）

　恋々は前方にあった夜間照明のポールに目を付ける。

　敵は背後からほぼ同速で追いかけてきている。ならば、

（向こうが速いならその速度を利用して、──カウンターを喰らわせる！）

　自分が以前一輝に速度を利用して倒されたように。

　この敵に自らの速度による打撃をぶつける。

　そう決意し、恋々はポールの脇をすり抜け際ぎわ、左手をポールに引っかけ、急旋回。

　速度のベクトルをねじ曲げて、追いすがってきた黒獅子に対し、正面から突撃をかけた。

　狙うはがら空きの額ひたい。

　唐突な旋回からのカウンター。

　回避に移る隙はない。

　加えて動物は人間と違って防御の姿勢がとれない。

（この一撃で決めきる！）

「《ブラックバード》!!!!」

　一撃必殺の思いを込めて突き出す[image: 拳]。

　しかし、──その渾身こんしんの奇襲に、

「フゥーハハハハ！　世界の真実が見えぬ蒙昧もうまいな愚おろか者めぇ！」

　黒獅子に跨がる《魔獣使いビーストテイマー》は高笑を返した。

「我が玉音ぎょくおんを聞いていなかったのか！　邪神呪縛法はただ魔獣を従える術にあらず！　見せてやろう、魔獣『スフィンクス』の邪悪なる魂の底に眠る暗黒の力を！」

　瞬間、黒獅子の双眸そうぼうに赤い光が灯り、





「竦すくめェェッ！　《獣王の威圧キングスプレッシャー》────ッ!!!!」







「ゴォオォォオォォォォーーーーーーッッッ!!!!」



　千里に響こうかという咆吼ほうこうが、恋々の全身に叩きつけられた。

　その途端に、恋々の身体に異変が起きる。

「な、ぁ──ッ!?」

（身体が、動かない……ッ!?）

　あろうことか、恋々の身体は[image: 拳]を突き出した体勢のまま、固まってしまったのだ。

　何故。──そう思う暇もなかった。

「がッ」

　軽トラックほどの巨体が、全く加速を緩めることなく停止した恋々の身体を跳ね飛ばす。

　元々体重の軽い恋々はまるでゴム鞠まりか何かのように、数十メートル吹っ飛びコンクリート塀に激突。

　地面に崩れ落ちたときにはもう、完全に意識を失っていた。

「言ったはずだ。我が邪神呪縛法は暗黒の力を引き出すと！　そしてこれが『フェンリ……』じゃなかった、『スフィンクス』の眠れる暗黒の力──《獣王の威圧キングスプレッシャー》！　視線を結んだ敵の魂を震え上がらせる百獣の王のみが持ち得る力よ！」

「お嬢様は『固有霊装デバイスにするんだから、当然魔力だけじゃなく伐刀絶技ノウブルアーツも使えるんだよ。かっこいいでしょ！』とドヤ顔でおっしゃっております」

「兎丸さん……ッ！」

　遠くで恋々が敗れたのを視界の端に確認し、刀華は唇を嚙みしめた。

　だが、敗れたのは彼女だけではない。

（砕城くん。うたくん。それに、カナちゃんまで……！）

　戦闘開始から十分少々。

　すでに戦場に立っている破軍学園生徒会役員は刀華一人になっていた。

「もう諦あきらめたらどうだ？」

「……ッ」

　対峙たいじする王馬から掛けられる呆れたような声に、刀華は表情に悔しさを滲ませる。

　他の者たちとは違い、刀華の身体には傷一つついていない。

　だが、それは王馬と互角に渡り合っているからではなかった。

　ステラたちを逃がしたあと、刀華は残ったメンバーの実力的に考え、王馬の相手をするのは自分しか居ないと彼に挑みかかったのだが、そんな刀華の目の前で、あろうことか王馬は自らの霊装《龍爪リュウヅメ》を仕舞い、無防備となったのだ。そしてその上で、

『自分より弱いとわかりきっている女に刃やいばを向ける趣味はない。どうしても相手をしてほしいというのなら、──一太刀ひとたちでいい。この俺の身体に傷を付けてみろ。それが出来れば相手にしてやらんこともない』

　その場で腕を組み、目を閉じて棒立ちとなったのだ。

　──お前程度の騎士を相手にする気はない、と。

　その行為に怒りを覚えなかったといえば噓になる。

　だが反面、この驕おごり、油断は刀華にとって奇貨きかであった。

　ステラをああも易々と退しりぞけた王馬。

　その強さは本物だ。

　それが全くの無防備で自分の白刃はくじんの前に身をさらしている。

　このチャンス、みすみす見逃す手はない。

　油断しているうちに敵方でもっともやっかいな王馬を叩く。

　刀華は迷わず無防備な王馬に渾身の《雷切》で斬りかかった。

　それは力の入り方。抜け方。角度。速度。すべてがパーフェクトな一撃。

　誤算があったとすれば、王馬の驕りが、確かな実力差に裏打ちされた自信であったことだ。

　直撃した《雷切》は、王馬の身体に傷一つ付けることが出来なかった。

　十分間。

　何度繰り返しても、すべて結果は同じ。

　衣服が少し切れる程度で、その薄皮すら裂さくことが出来なかった。

　斬りつけるごとに感じる手応えは、まるで山。

　巨大な山に向かって剣を叩きつけるような、あまりに重厚すぎる手応え。

（この異常なまでの防御力はなに……!?）

　伐刀者ブレイザーの戦いにおいて、コレと同じような現象が起きることはある。

　対峙たいじする両者の魔力量に隔絶した差があった場合だ。

　丁度、一輝とステラの初戦のような状況だ。

（だけど、私と王馬さんの魔力量には、そこまで大きな差はないはず……！）

　なのにどうして──

　すると、その内心の葛藤を見透かしたかのように、王馬が口を開いた。

「俺とお前では鍛え方が違う。端から勝負になりはしない。いい加減悟れ」

「ッ！　まだまだ！」

　ここで刀華は賭けに出た。

　他の味方が全員やられてしまった以上、おそらく一斉に加勢に来るだろう。

　そうなったら自分も危うい。

　だから、せめて一矢いっし。

（王馬さんが攻撃を放棄している間に一矢報いる！）

　刀華はバックステップで王馬から距離を取り、《鳴神》の切っ先を王馬に向け、刃を水平に構える。

　そして己の能力で前方の空間に磁界を形成。

　自らの肉体にもまた《疾風迅雷》による雷を纏い──





「《建御雷神タケミカヅチ》────ッッ!!!!」






　電磁力のトンネルに突っ込んだ。

　瞬間。雷光のトンネルをくぐり抜けた刀華の肉体が、破壊的な速度で加速する。

　それはすなわち、自らの身体そのものを弾丸とするレールガンだ。

　あまりに未完成で、あまりに無防備で、あまりに危険な技。

　およそ実用に耐えうる代物ではない絶技。

　だが、加速された突きによる貫通力が生み出す破壊力たるや《雷切》の比ではない。

　その攻撃力を持って、刀華は最後の攻勢に出て、──激突。

　血が迸ほとばしった。

　だが、宙に舞い散る血飛沫ちしぶきは、いずれも王馬から出たものではなかった。

　出血したのは、刃を突き立てた刀華の右腕。

　刃は王馬を貫かず、また王馬の身体は《建御雷神タケミカヅチ》の直撃を受けても、切っ先が僅わずかに皮膚を裂き血の珠を滲ませる程度で、微動だにしなかった。

　まさしく、そびえ立つ山のように不動。


「…………なん、なの…………、貴方…………」



《建御雷神タケミカヅチ》の反動で壊れた右腕を力なく垂らし、刀華は震える声で問いかけ、

「……ッ!?」

　驚愕に目を見開いた。

　しかしそれは、己の渾身を身に受けても微動だにしないことに対してではなかった。

《建御雷神タケミカヅチ》の衝撃によりはだけた王馬の胸元。

　そこに刻まれた、数え切れないほどの傷を目にしたからだ。

　切創せっそう、裂創れっそう、刺創しそう、銃創じゅうそう、挫滅創ざめつそう──

　王馬の身にはありとあらゆる種類の傷が、治る暇すらなく繰り返され、折り重なるように刻まれている。

　再生漕カプセルの技術が発達した今、大抵の傷など痕すら残らないのが普通。

　そんな時代に、これほどの古傷を有しているのは、あまりに異常。度を超えて異質。

　このとき初めて、刀華は黒鉄王馬という存在に心底恐怖した。

「貴方……、リトルから姿を消した後、何をしていたの……？」

　表舞台から姿を消していた五年間。

　一体どれほどの修羅場を潜ってきたというのか。

　その問いかけに王馬は、

「自分のことをことさら語る趣味はない」

　首を振り、空白の五年間を語ろうとはせずに、

「いや、そもそも語るほどの物をなど、俺は持ち合わせていない。親も、弟も、妹も、名声も──、全て捨ててきた。俺に有るのはこの剣と、この剣に託たくした誓いのみ」

　その手に《龍爪リュウヅメ》を顕現けんげんさせた。

「っ……！」

「こんなものでも傷といえば傷だ。約束通り、相手をしてやろう」

　瞬間、《龍爪リュウヅメ》を中心に、全てを飲み込むような暴風が吹き荒れる。

　それは先ほどステラの《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》を迎え撃った時と同じ──

「《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》」

　かくて振り下ろされる竜巻の剣。

　全身に過電流を帯びる《建御雷神タケミカヅチ》の反動。過剰負荷による筋肉の痙攣けいれんで身動き一つ取ることが出来ない刀華は、当然これを躱かわすことは出来ず──


（みんな……、ごめん…………っ）



　風纏う龍の爪は、刀華の意識を無慈悲むじひに刈り取った。





◆◇◆◇◆






　破軍学園生徒会を一蹴した後、暁の一人・紫乃宮しのみや天音あまねは一つため息をつき空を見た。

　もう夕日は落ち、空は藍色の闇やみに染まっている。

「ふー。思ったより時間かかちゃったねぇ」

　その言葉に、手に持つチェーンソーをガリガリ地面に引き摺ずりながら、ザラザラした声で多々良たたらが苦言する。

「ギギギッ。テメェらがちんたらちんたらしてるからだよボケェ。こっちはソッコーで片付いたってェのによォ」

「クックック。星の巡りが味方しただけの分際で吹くでないわ、《不転ふてん》」

「お嬢様は『たまたま相手との相性が良かっただけなんだからいい気にならないでよね！』とおっしゃっております」

「アァ？　なんならここでテメェとアタイの相性も試してやろうか？」

「面白い」

　多々良の挑発にニヤリと口唇を歪め、風祭は自らの右目を覆う眼帯に指をかける。

「我が《黄昏たそがれの魔眼まがん》の力を見せてやろう！　後悔しても知らんぞッ！　封印解放！」

「……左目と同じ朱色なんだが」

「お嬢様。コンタクトを忘れていますよ」

「……フ、ハハハッ。今日はＭＰ切れだ。運が良かったな！」

「さっきから何遊んでるのさ。君たちは」

　いい加減見かねた天音が困り顔でため息をつく。

（なるほど。平賀ひらがさんがいないときは僕がまとめ役にならないといけないんだな、この面子めんつは）

「まだやることは残っているんだ。逃げたステラさんとイッキ君を追いかけないと。……とりあえず二手に分かれようか」

　自らの役割を認識した天音はそう全員に提案した。

　だが、その提案に王馬は首を横に振る。

「その必要はあるまい」

「え？　それはどういうことだい。王馬さん」

「俺の弟と妹が向かった先は死地だ。《隻腕せきわんの剣聖けんせい》だけでも十分だろうが、今あの場には『彼女』がいる」

『彼女』──そう言われて天音も思いだした。

　自分たちの本当の母校、東京都の片隅にひっそりと存在する暁学園。

　そこに今日、たまたま一人の客人が滞在していることを。

「そういえばそうだったね。今日だったね。あの人が暁学園に宿をとってるの」

「ああ。故に奴らには万に一つの可能性もない。全員で《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》を追うのが得策だ」

　確かに、と天音は納得する。

『彼女』はこの作戦に携わっている人間ではないが情のある人だ。

　一宿一飯いっしゅくいっぱんの恩義には、剣をもって報いてくれるだろう。

　そして『彼女』が動くならば、今から暁学園に出向くのは無駄足も良いところと言える。

「にしても、ずいぶんと淡々としているね。心配じゃないの？　お兄さんなんだろう？」

　問う天音の言葉に対し、王馬は吐き捨てるように言った。

「くだらん。とうに捨ててきたものだ。今更惜しむものでもない」

「アハハ。イッキ君はホント家族運がないなぁ」

「ほざけ。天音こそあの男に熱を上げていたわりには、心配する素振りも見せないではないか」

「僕が心配？　アハハ。まさかぁ」

　天音は王馬のあまりに的を外した返しにカラカラと笑う。

「心配なんてしていないよ。むしろ喜んでいるくらいさ。

　……イッキ君はね、もっともっと苦しむべきなんだ。もっともっと痛むべきなんだ。身を裂かれるような苦痛と、理不尽りふじんな苦境。それらの絶望を乗り越えるからこそ、《落第騎士ワーストワン》の物語は輝くんだから」

　そう。だから絶望は深ければ深いほどいい。

　精も根も尽き果てて、血反吐を吐きながらそれでも運命に抗おうとするその姿──

「僕はね、そんなイッキ君がとーーっても大好きなんだ！　だから彼をもっともっと滅茶苦茶にしたいんだよ！」

「ギギ……相変わらず反吐へどが出るイカれようだぜ」

「むぅ。ひどいこというなぁ。好きな人の格好いいところを見たいと思うのはファンとして当然のことじゃないか」

　と、天音が憤慨に頰を膨らませたときだ。

　彼の生徒手帳がメールの着信を知らせた。

　確認すると、それは彼らのまとめ役である《道化師》平賀玲泉れいせんからのもので、有栖院を暁の教師兼監督を任されているヴァレンシュタインに引き渡したので、自分もこちらに合流するとの旨むねが記しるされていた。彼が自分にこういうメールをよこしてくるということは、

（やっぱり僕が臨時のまとめ役ってわけね）

　認識し、天音はメールでこれから刀華が逃がしたステラを全員で追いかけることを伝え、

「じゃあ、お姫様を捕まえにいこうか」

　暁一同を率い、ステラと葉暮姉妹しまいの追跡を開始した。





◆◇◆◇◆






　そのころ、動きを見せていたのは破軍や暁の生徒たちだけではなかった。

「くっそー、ついてないねぇ！　こんな日に限って飛行機が止まってるなんてさ！」

　悪態をついたのは艶あでやかな着物姿の女性。

　破軍臨時教師《夜叉姫やしゃひめ》西京さいきょう寧音ねねだ。

「まったくだな」

　相づちを打つのは彼女に併走する破軍理事長《世界時計ワールドクロック》新宮寺しんぐうじ黒乃くろの。

　二人はこの一週間、各々の用事で七星剣武祭開催地である大阪おおさかに居たのだが、先ほど破軍に残っていた教師から破軍襲撃の報を受け、急ぎ東京とうきょうに戻ることにしたのだ。

　だが、東京大阪間の最も早い交通手段である飛行機は滑走路の異常を理由に運休。

　仕方なく今、二人は東海道新幹線の線路上を走り、東京を目指している。

　二人が互いの能力を使用すれば、新幹線に乗るよりも走っていった方が遙はるかに速いからだ。

「……あるいは、こんな日だからこそなのかもしれないが」

「言うなよぉ。そういうめんどくせぇことは考えたくないんよ」

　黒乃の言葉に苦い表情を作る西京。

　現時点、黒乃と西京の二人はろくな情報を持ち合わせていない。

　彼女らにわかっていることは、各校の代表生たちが集まって破軍を襲撃してきたことだけだ。

　その真意もなにも、二人にはわからない。

　だが、それでも二人は感じていた。

　一向に報道される気配のない襲撃事件。突然運行を停止した飛行機。

　この突然の襲撃事件には、非常に大きな思惑おもわくが絡んでいる。そんな気配を。

「まあいずれにせよ、私たちが到着すればすべて明らかになることだ。そのためにも──」

　一刻も早く。

　そう言葉にして蹴り足に込める力を一層強くしようとした、……瞬間だった。





「「ッッ────!!!!」」






　一秒でも早く、と駆けていた二人の身体が、突風に殴り付けられたかのように停止した。

　──実際には風などは吹いていない。海も穏やかなものだ。

　だが、世界レベルの騎士である二人の表情には、明らかな動揺と狼狽ろうばいが滲にじんでいた。

　ガタガタと足が震え、額には尋常ではないほどの汗。

　そう……二人の足を止めさせたのは、風ではない。

　彼方からでも感じられるほどの常軌を逸いっした剣気。

　目も霞むほどの地平の先にあるというのに、喉元に白刃を突き立てられるかのような存在感。

　二人は互いに卓越した騎士であるが故にそれを感じ取り、感じたが故に竦すくんだ。

　──そちらに向かうのは危険だ。

　そんな本能の警鐘けいしょうが、二人の足を止めさせたのだ。

「い、今の剣気は、まさか……ッ」

「お、おいおいおい。マジか。賊に一人とんでもねぇのが混じってるぞ……ッ！」

　二人は知っている。

　この尋常ならざる剣気。

　こんなプレッシャーを持ちうる存在は、この世に一人しかいない。

「剣気は一瞬。今のは威嚇いかくか。……急ぐぞ寧音！」

「わ、わかってるって！」

　二人は顔を青くしながら、身体に掛かる負荷もお構いなしに出しうる限りの高速で東京を目指す。

（この剣気、『彼女』が興味を示すとしたら、──おそらく黒鉄か！）

　黒乃は遙か地平の彼方の現状を推測し、祈った。

（早まるなよ黒鉄！　その領域ステージは、まだお前には早すぎるッ！）





◆◇◆◇◆






　──そのさながら天が落ちてくるような圧力プレッシャーは、唐突にやって来た。




　珠雫のナビゲートに従いバイクを走らせることしばらく。

　人の多い都市部を抜け、山道を抜けたさらに奥。

　そこにひっそりと存在していた暁学園本校。

　廃屋はいおくのように寂寞せきばくとしたそこにバイクで乗り込んだ、その瞬間だ。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッッッ!?　!?」



　突然の圧迫感。臓腑ぞうふがすべて押しつぶされるような重圧に、一輝いっきはタイヤを滑らせながらバイクを急停車させた。

「お、お兄様!?　ど、どうしたんですか!?」

　急停車に珠雫しずくが驚きの声を上げる。

　彼女にはわからなかったのだ。

　武人として、未熟な珠雫には。

　しかし、一輝には理解出来てしまった。

　自分が今、──魔人まじんの領域に足を踏み入れたということが。


「…………」



　故に珠雫の問いかけに言葉を返す余裕はなかった。

　ただ一輝は総身そうみを凍いてつかせるような恐怖を押し殺し、呼吸を落ち着かせてから、右手に《陰鉄いんてつ》を顕現けんげんさせ、天を仰いだ。

　暁学園本校舎屋上。

　その一際高いところに、白い輝きがある。

　それは月か。否。白い、夜闇に薄ぼんやりと輝く純白は、人の形をしていた。

　まるで欧州の伝承に聞く戦乙女ワルキューレのような姿の女性が、両手に対の剣を下げている。

「敵ッ!?」

　一輝の視線を追い、珠雫もまたその存在に気づいた。

　彼女はすぐに地面に飛び降り、《宵時雨よいしぐれ》を構える。だが──


「────」



　白く輝く人影は、珠雫に興味を示さない。

　その美しい双眸は、真まっ直すぐに一輝だけを見つめていた。


「………………」



　一輝もすぐにそのことに気づき、……彼は決意した。

「珠雫。アリスはこの学園の中だね？」
















「え、ぁ、はい。そのとおりです」

「だったら、先に一人で向かっていてくれ。ここは僕一人でいい」

「いえ、コレは向こうが仕掛けてきた戦争です。一対一に拘こだわる必要は──」

「頼む。珠雫。いってくれ」

　それは突き放すような、否定を許さない声音こわね。

「おにい、さま？」

　突然険しくなった兄の口調に、珠雫は彼の表情に目を向け、……息を吞んだ。

　一輝の表情が見たこともないほどに強こわばっていたからだ。

「それほどの敵、なのですか……？」

「……まあ、ね」

「でもそれならなおのこと二人で──」

「いや」

　再度食い下がる珠雫に対し、一輝は首を横に振った。

「言っただろう。僕は珠雫の望みに付き合うって。その覚悟でここに来た。それが果たされなければここまで来た意味がない。アリスの方は急がないと間に合わなくなるかもしれない。だからここは任せてくれ」

　あくまでも頑かたくなな一輝。

　ここまで問答を重ねれば、珠雫にも理解出来た。

　すなわち一輝はこう言っているのだ。




　──ここに居られると、僕は珠雫を守りきれない、と。




　あの純白の女は、それほどの敵なのだと。

「……わかりました」

　その意を汲み取り、珠雫は頷いた。そして──

「お兄様。ここはお願いします」

　兄にその場を託し、一人で暁学園本校舎の中に入る。

　その珠雫を、純白の女は邪魔しようとはしなかった。

　先ほどまでと同じで、ただその場に残った一輝だけを見つめている。

「珠雫を素通ししてくれるんですね」

「ええ。中にはヴァレンシュタイン卿もいらっしゃいますので。それにここで二人まとめて倒すのも、貴方を倒してから追いかけるのも、時間としてはあまり変わりませんから」

　返された声は歌のように典雅てんがな響きをもって、夜闇に響く。

　対し一輝は、

「でしょうね。貴女あなたにとっては」

　呻うめくような声で、言葉を零こぼした。

（……参ったな。仮にも学園を名乗るくらいだから、先生役が居るとは思っていたけど）

　生徒であのレベルなのだ。Ａランクはほぼ間違いない。そこまでは覚悟していた。

（──だけど、流石さすがにコレは予想外だ……）

　そう。

　一輝は知っている。

　この純白の戦乙女が誰なのかを──。

「剣の道を志す者ならば、貴女の二つ名を知らない者はいません。

　神聖さすら感じさせる純白の装いに、翼を思わせる一対の剣。

　強すぎるあまり『捕らえる』ことを放棄された『世界最悪の犯罪者』。

　そして同時に……全ての剣の道の果て。その頂点に立つ『世界最強の剣士』。

　──《比翼ひよく》のエーデルワイス。貴女のことで、間違いありませんよね」

「確かに。《比翼》は私の通り名で間違いありません」

　一輝の問いかけに女は肯定の頷きを返し、それからやや怪訝けげんな表情を一輝に向ける。

「しかしわかりませんね。私の正体をわかっていて尚なお、なぜ剣を抜くのですか。剣を交えねば相手と自分の力量差もわからない程度の剣士ではないでしょう。そうでなければそれほど怯おびえるはずもない」

「……見透かされないように強がってるつもりだったんですけどね」

　自らの怯えを指摘され、一輝は内心で乾いた笑いを漏らした。

　正直なところ、一輝もわかっているのだ。

（ああその通りだ。……僕が今しているのは蛮勇ばんゆうだ）

　わかる。

　卓越した剣士であるが故に、彼我ひがの間にあるどうにもしがたい実力差が理解できる。

　──勝てない。

　それもそうだろう。目の前にいるのは正真正銘──『世界最強』。

　七星の頂などとはわけが違う。

　おそらくはこの先、何年も、何十年も、絶えず休まず鍛錬たんれんし続け、一輝が剣の道に生き続けた果てにようやく巡り会うべきだったであろう敵……。

　間違っても今この場で、今の自分が相対していいような次元の相手ではない。

　出会うのが早すぎた。まず勝負にすらならないだろう。

《比翼》は、──それをあえて言葉にしている。

　引き返すチャンスを与えるために。

　一輝はそれを察し、思った。

（優しいな。この人）

　たぶん彼女はここで一輝が今からでも引き返せば、それを見逃してくれるだろう。

　本当に優しい人だ。

（だけど、こっちもはい失礼しましたって、引き下がるわけにもいかないんですよ）

　確かに怖い。

　ただその視線を感じるだけで総身は震え、背中からは冷たい汗が噴き出してくる。

　歯の根が震え、膝ひざが笑う。

　一輝をしても初めてだった。これほどまでに、怖いと思う戦いは。

　だけど、その恐怖心に勝る理由がある。ここに留まるわけがある！　だから──、


「…………これは意外ですね」



　一輝は精一杯の空元気からげんきで、表情に笑みを浮かべ、

「世界最強の剣士ともあろうお方が、剣を抜いた敵に戦意を問うのですか」

　鴉からすの濡ぬれ羽色ばいろの切っ先を純白の剣士に突きつける。

　明確な敵意と共に。

　対し、純白の騎士は静かに頷く。

「──確かに。この問答は不要でしたね」

　それが、火ぶたとなった。

「私はこの企くわだてのメンバーでもなければ、貴方がたに私怨しえんがあるわけでもありません。しかし借りている宿に来た賊を見つけたからには、それを見逃すわけにもいきません」

　高く聳そびえる校舎から、音もなく純白の剣士が地に降り立つ。

　さながら、翼をはためかせ舞い降りるような優雅さで──

「ッッ……！」

　彼女が地平に立った瞬間、一輝は自分の心臓が爆発しそうなほどの恐怖を感じた。

　全身が、本能が、魂が、金切り声をあげて泣き叫ぶ。

　逃げろ。

　逃げろ。

　頼むから逃げてくれ。




　じゃないと　　オマエ　　ここでシヌぞ　　──と。




　だが彼は歯を食いしばり、そのプレッシャーに正面から向かい合う。そして、




「我、遙はるかなる頂いただきにして終焉しゅうえん。一対の剣にて天地を分かつ者。

　我が名は《比翼》のエーデルワイス。

　幼き少年よ。世界の広さを知りなさい」




《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝と、世界最強の剣士《比翼》のエーデルワイスは激突した。
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　一方、一輝とエーデルワイスの戦いが始まった頃──


「…………っ」



　有栖院ありすいんが、天音の《幻想形態げんそうけいたい》から受けたダメージから、ようやく目を覚ました。

（ここ、は……）

　ゆっくりとした覚醒の途中、彼は自らの状況を分析する。

　視界には高い天井。高い照明。空気の流れる音から非常に広い空間に横たわっている。

　そしてこの季節に芯に来る冷気は地下だろうか。

「目が覚めたか」

「ッ！」

　その声に有栖院は跳ね起きようとして、気づく。

（手足が縛られてる……ッ）

　それもただの縄ではない。

　ピアノ線のように細い魔力で編まれたそれは、《道化師》平賀玲泉の《地獄蜘蛛の糸ブラックウィドウ》だ。

「愚か者が」

　芋虫いもむしのようにもがく有栖院に掛かる人影が吐き捨てるように呟く。

　有栖院はその影を見上げ、よく知る壮年の顔を見た。

「ヴァレンシュタイン……ッ」

　瞬間、壮年──ヴァレンシュタインのブーツの先が有栖院の鳩尾みぞおちにめり込む。

「ぐふっ！」

「ヴァレンシュタイン先生、だ」

　臓腑ぞうふを抉るような痛みは、有栖院に完全な覚醒をもたらした。

　それ故に彼は確信する。

（あたしは失敗したのね）

　自分の裏切りは事前にばれており、対策が練られていたのだ。

　だが不可思議だった。尻尾を摑つかませるようなヘマをした覚えがなかったから。

「……どうして、あたしが裏切るってわかったの、かしら」

「そういうことが出来る能力者が居た。それだけだ」


「…………なるほどね」



　その一言で有栖院は納得する。

　常識では考えられないようなことを可能とするのが伐刀者ブレイザーだ。

　そういうことが出来る人間が居てもなんら不思議ではない。

（……メンバーの詳細が把握できなかったのが、やっぱり痛かったわね）

　まあ今更悔やんでもしかたのないことだが。

「私も最初奴の『予言』を聞かされたときは耳を疑ったものだ。あのメンバーのなかで誰よりも忠実に、誰よりも従順に我々に仕つかえてきたお前が、……裏切るなどと」

「……ずいぶんと買って貰っていたのね。あたしは」


「当たり前だ。お前を見いだしたのは他ならぬ私なのだからな。噓であってほしかった。間違いであってほしかった。私はお前を信じていたから。今日という今日ギリギリまで……信じ続けていた。だと、いうのに…………ッ」



　ヴァレンシュタインの口調が徐々に震えだし、突如、激高げっこうとなる。

「何故、何故！　何故だ!!　何故、この私の期待を裏切ったッ!!!!」

「がっ！　ぐふっ！」

　何度も何度も、怒りにまかせて暁学園地下訓練場の床に横たわる有栖院を蹴りつける。

「お前は知っているはずだ！　嫌というほどに理解していたはずだ！　この偽りだらけの世界で何かを愛する虚むなしさを！　すべて教えたはずだ！　なのに何故同じ過ちを繰り返した！　捨てたんじゃないのか！　我々と同じ真実に気づいたんじゃないのかァッ！」

「ゲホッ、ごほっ！　か、はっ！」

　骨が砕け、内臓を傷付けたのか。

　有栖院が黒い血を吐き出す。

　だがヴァレンシュタインの暴力は止まらない。

　炎のような憤りを、ヴァレンシュタインは有栖院にぶつける。

　有栖院の過去を知るが故に、ヴァレンシュタインには理解出来なかったのだ。

　何故自分が見いだした天才が、再び『力』に抗うような愚行をしたのかが。

「どういうつもりだ。答えろ……！」

　蹴りつける足を止め、肩で息をしながらヴァレンシュタインは問う。

　その問いに有栖院は、──血を零す唇を自嘲じちょうするように歪める。

「……ええ。そうね、そのつもりだった」

　有栖院は思う。

　自分もユーリたちを失ったあのとき、全部捨てるつもりだったのだと。

　そのためにヴァレンシュタインに金を要求した。

　妹たちが大人になるまで養うのに十分なだけの金銭をシスターに託すことで、彼女たちとの関係を完全に断つために。

　だが──その金を預けにいったとき、自分がマフィアを皆殺しにしたことと、殺し屋として身売りしたことを伝えたら、シスターは教会裏の物置小屋からあの緑色の酒瓶を持ってきたのだ。

　そして、彼女は涙を零こぼしながら言った。




『これを持ってお行きなさい。これは今の貴方にこそ必要なものです。

　そしていつの日か、どうか思い出してください。

　貴方とユーリがこの酒に誓った、貴とうとい自分自身を──』




　そんなもの、持って行くつもりはなかった。

　それは誰にも愛されず守られずに育ち、それでも誰かを愛して守れるような人間になろうとした、自分とユーリの夢の名残なごりだから。見たくもなかった。

　全て捨ててヴァレンシュタインの元へ行くつもりだったのだ。

　この世の全てを憎むために。

「だけど──結局あたしには捨てられなかった」

　どれだけ人としての良識を捨て去り、殺し屋に身を落としても、あの瓶を手放すつもりにはなれなかった。

　そして手放せないまま、有栖院は出会ってしまったのだ。

　彼が、もう一度全てを賭として守りたいと思える少女と。

「珠雫と出会って、あたしはようやく思い出せた。自分がどういう大人になりたかったのかを。やさぐれて、ひねくれて、地に落ちても、手放せなかった自分自身の願いを……ッ」

　だから有栖院は決意したのだ。

　たとえ本当の自分を知った珠雫が、二度と自分のことを姉と呼んでくれなくとも、自分の本当の望みを思い出させてくれた彼女のすべてを守ろうと！　故に──

「あの子の望みはあたしが守る！　アンタたちの好きにはさせないッ！」

　瞬間、有栖院は自らの拘束を解き、跳ね起きた。

　この程度の拘束、一流の暗殺者アサシンである有栖院にとっては拘束の内に入らない。

　そしてすぐさま《黒き隠者ダークネスハーミット》を顕現し、ヴァレンシュタインの影を──

「屑くずが」

　縫い付けようとした刹那。

　ヴァレンシュタインの蹴りが再び有栖院の鳩尾を貫いた。

　有栖院の動きを予見していたような素早いカウンター。

　事実、ヴァレンシュタインはわかっていたのだ。

《黒くろの凶手きょうしゅ》がこの程度の拘束で大人しくしていないことくらい。

　わかっていたが故に、機先を制することができた。

「が、ッ……！」

　有栖院は《黒き隠者ダークネスハーミット》を手から零し、その場に再び崩れ落ちる。

　そして横隔膜を打撃され、息が出来ずに悶絶もんぜつする弟子を見下ろし、

「お前の浅はかさはよくわかった。……つまりあの娘に情をうつしたのか」

　ヴァレンシュタインは、……背筋が寒くなるほどに嗜虐しぎゃく的な笑みを浮かべると、

「であるならば、丁度良い」

　そんなことを言った。

「え？」

　丁度良い。

　それはどういう意味なのか。

　有栖院が問おうとした瞬間だ。

　地下の訓練場。その天井の一部が音を立てて崩落した。

　同時にその崩落した穴から、巨大な水の塊が訓練場の地面に落下する。

　落下してもなお丸い形を崩さない半固体の水塊。その中には──

「し、珠雫……ッ!?」

　銀色の髪に小柄な身体の少女。

《深海の魔女ローレライ》黒鉄珠雫の姿があった。
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「ようやく見つけたわ。アリス」

　高い天井から水塊を纏い落下してきた珠雫。

　その姿を目にした瞬間、有栖院の表情がこれまでにないほど青ざめる。

「ど、どうしてここに！　あたしのことは見捨てろと言ったでしょう!?」

「ええ。聞いたわ」

「だったら──」

「でもそれを承知した覚えはないわ」

「な……」

　あんまりな物言いに有栖院は言葉を失う。

　確かに了承された覚えはないのだが──

（どうして……っ）

「あたしは、人殺しなのよ？　ずっと珠雫を騙していたのよ？」

　有栖院の脳裏にあの日の情景が浮かぶ。

　血にまみれた自分を恐怖に引きつった顔で見つめる弟妹たちの顔が。

　自分は、醜い人殺しだ。

　珠雫に助けられる価値なんてない。

「なのになんで……っ」

　有栖院は苦悶の表情を浮かべて問いかける。

　その問いに、珠雫は答えた。ただ一言──




「そんなの。アリスが私にとって大切だからに決まっているでしょう」




　真っ直ぐに、怯えるでもなく、卑いやしむでもなく──

　有栖院の正体を知る前と全く変わらない、親しみを湛たたえた翠みどり色の瞳ひとみで有栖院を見つめ答えた。

「たとえアリスにどんな秘密があっても。

　たとえアリスが過去にどれほどの罪を犯していても。

　私にとってのアリスは、お洒落しゃれで、かっこよくて、一緒にいるとすごく落ち着いて、髪をセットするのが上手くて、メイクがとっても上手で、私の悩みをいつも真剣に聞いてくれて、一緒に悩んでくれて、励ましてくれて、……私と私の大切な人たちのために戦ってくれた、たった一人の大切な友達。それがすべてよ。

　そんな優しい私の『お姉さん』を、見捨てられるわけ無いでしょう」

「しず、く……」

「自分だけが私を大切に思っているだなんて思わないでよね。

　私だって同じくらい、アリスのこと大切だと思ってるんだから。

　──こんな奴らに、連れてなんていかせるものですか」

「……ッ」

　珠雫の揺るがぬ決意に、有栖院は言葉を失った。

　胸からこみ上げてくる感情が大きすぎて、言葉を作ることが出来なかったのだ。

　嫌われると思っていた。

　いつかの妹たちと同じような目で見られると思っていた。

　なのに──、珠雫は今も変わらずに、自分を慕したってくれていた。

　その事実が、ある強烈な感情を有栖院の中に蘇らせる。

　期待もしていなかった、願ってはいけないと思った、一つの欲求を──


（珠雫、あたしは…………っ）






「話は其処そこまでだ」




　だがその瞬間、ヴァレンシュタインが踵かかとを有栖院の背に打ち下ろした。

「がっッ！」

　背中にめり込む衝撃は内臓を貫き、有栖院を悶絶させる。

　激しく咳せき込みながら身を丸くする有栖院。

　そんな弟子の姿を冷たい眼差まなざしで見下ろし、

「お前はそこで這いつくばって見ていろ。私を裏切った報いをな」

　右手に巨大な大剣を顕現させ、ゆっくり珠雫に向かって歩き出す。

　もう有栖院にも彼が言った、丁度良いという言葉の意味は理解出来ていた。

　殺す気だ。

　珠雫を。──自分の目の前で。


「や、め…………っ、げほっ」



　制止しようにも、横隔膜が痙攣けいれんしてまともに言葉が発せない。

　だから念じるしかなかった。

（逃げて、珠雫……！）

　伊達だてに師弟ではない。

　有栖院は知っているのだ。

　片腕になりながらも《剣聖けんせい》と呼ばれる、ヴァレンシュタインの力。

　こと戦闘において、攻守ともに並ぶ者のない《隻腕せきわんの剣聖》の伐刀絶技ノウブルアーツを。

（その男に貴女の水の力は無力なの！　だから今すぐ逃げて！）

　だが、その必死の願いは届かない。

　いや、届いていても、聞き入れはしない。

　珠雫もまた、覚悟を決めてここへ来たのだから。

　逃げる素振りも見せず、歩み来るヴァレンシュタインに対し、言葉を投げかける。

「見たところ、貴女が大兄おおにい様たちの親玉なのね」

「《解放軍リベリオン》のヴァレンシュタインだ」

「別に貴方の名前なんて興味ないわ。アリスを返しなさい。私の要件はそれだけよ」

「返すと思うか？」

「いいえ。でも一応聞いておこうと思って。だってほら──




　殺しちゃっても言い訳出来るじゃない？」




　告げて、珠雫は水球の中で《宵時雨》をタクトのように振るう。

　その動きに呼応するように、彼女を包む水塊が巨大な水の鞭むちを形成。

　先端部により多くの水量を集め、氷結。

　トゲのついた槌のような形状を成してから、その氷槌ひょうついをヴァレンシュタインに振り下ろした。
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　氷槌は情け容赦無く打ち付けられ、激しい砂埃と轟音を上げて訓練場の地面を破砕した。

　しかし──

「なかなかいい性格をしているな。小娘」

　氷槌が落ちたのは、ヴァレンシュタインの僅か横。

　ヴァレンシュタインは今だ無傷のまま、ゆっくりと珠雫に向かって歩いてきている。

　あの槌つちが命中すれば、人間など木こっ端ぱ微塵みじんだ。

　口ではなんと言おうと、珠雫も流石にそれは躊躇ためらわれたのか。

　──否である。こと珠雫に限りそれはない。

　彼女は一輝のグループの中で間違いなく、一番冷酷であり容赦ようしゃがないからだ。

　珠雫はまさしく本気だった。

　今まさに、本気でヴァレンシュタインを圧殺するつもりで氷槌を振り下ろした。

　だというのに、氷槌は外れたのだ。

（避けられたの？）

　ヴァレンシュタインが動いた様子はない。

　しかし人類最高水準の魔力制御力を有している自分が、狙いを誤るとは考えづらい。

　何かしらの能力使用が有力か。

　そこまで考えて珠雫は──

（……まあ、どうでもいいわ）

　どういうトリックを使ったのかは知らないが、

「《凍土平原とうどへいげん》」

　避ける相手には避けきれないほどの弾幕を用意すればいいだけのこと。

　珠雫はそう思考し、まずはフィールドの足場を凍結。

　相手の機動力を著しく削ぎ落とし、その上で──

「《血風惨雨けっぷうさんう》」

　自分を覆っている巨大な水の塊を、ハリネズミのような形状に変化させ、

「一斉射撃」

　水の針を、最早もはや狙いすら定めず機関銃のように四方八方へ連射した。

　秒間数万発、高圧で射出される水の弾丸は戦場全体を、穿うがち、削る。

　それは以前、《雷切》と戦ったときに使用した水量とは桁違いだった。

　だがそれもそのはず。

《雷切》は雷使い。水使いの珠雫が相対するためには、使用する水全てに純水化による絶縁処理を施す必要があった。

　そのために一度に使用できる水量が限られていたのだ。

　しかし、今その縛りは存在しない。

　現状珠雫が使用できる水量は、《雷切》戦の数百倍。

　暁学園地下訓練場の地面、壁面、天井、──全てをくまなく蜂の巣にしても余りある！

　まさしく雨霰といった密度の制圧銃撃。

　もはやこの地下訓練場という閉ざされた空間、そのどこにも逃げ場などは有りはしない。

　ヴァレンシュタインもその身を弾幕の雨に晒さらさざるを得ず──

　珠雫の狙い通り、《血風惨雨》の弾幕はヴァレンシュタインに直撃した。

「──っ!?」

　だ、と、いうのにだ。

　ヴァレンシュタインは止まらない。

　挽肉ひきにくになるどころか、弾幕の中を悠然と一切乱れない歩幅で歩いてきている。

　そう。悠々と、凍った足場をだ。

（どういうことなの。《凍土平原》も《血風惨雨》もまるで機能していない!?）

　周囲の一切が瓦礫と化し、砂埃と霞を巻き上げる中。

　ヴァレンシュタインには一切のダメージがない。

　いやそれどころか、水に濡れた痕跡こんせきすら、その着衣のどこにも見受けられない。

　一体どうしてなのか。

　流石に珠雫も戸惑とまどう。

　そして戸惑う珠雫に、ヴァレンシュタインは低く笑って、

「惜しいな。私怨がなければ目をかけてやっていたところだが。まあコレも巡り合わせ」

　ゆっくりと、間合い十メートルほどの位置で左手に持つ巨大な剣を肩に担ぐように構えた。

　その構えを目にした瞬間、珠雫の総身そうみに震えが走る。

　間違いない。あの構えは、《隻腕の剣聖》ヴァレンシュタインの必殺の構えだと本能が察知する。

（何か来る！）

　珠雫はすぐさま《血風惨雨》の弾幕を引っ込め、自らを包む水の守りを氷結。

　永久凍土にも勝る強度をもって、城壁を形成。

　さながら要塞とも言うべき守備力による完全防御態勢を整え──





「珠雫────ッッ!!　守っちゃだめぇぇええええ!!!!」






「ッ!?」

　刹那──

「《山斬りベルクシュナイデン》」

　渾身の守り全てが、易々と斬り裂かれた。





◆◇◆◇◆






　世界最強の剣士。エーデルワイス。

　彼女と対峙した《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝はすぐさま、

「おおおぉおおぉっ！」

　青いオーラの猛りを身に纏った。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《一刀修羅いっとうしゅら》を発動したのだ。

　一刀目を交えるよりも早く。

　一分間という厳しい時間制限のある技を、何故初見の相手に初手で用いるのか。

　決まっている。

　──そうしなければ、そもそも戦いにならない。

　他ならぬ一輝自身の眼力が、彼我ひがの実力差をそう認めたのだ。

　一分間。

　それが自分がこの世界最強を相手に戦いうる限界時間だと。

　そして、その判断は正しかった。

　風を巻いて攻め込んでくるエーデルワイスの斬撃。

　相手方の初手で、一輝は自らの判断に誤りが無いことを確信した。

　エーデルワイスが両の剣を振るった瞬間、自らの双眸がその斬撃を見失ったからだ。

「ッ──!?」

　慌てて自らの身体を後ろへと飛ばす。

　その刹那、一輝の鼻先の大気が裂けた。

　とてつもなく鋭い不可視の何かが眼前を掠かすめ、鼻先を僅かに擦過さっかした。

　漂う焦こげ臭い匂いに、一輝は理解する。

　掠めた不可視は、斬撃。──エーデルワイスの両刀。

（斬撃が、──見えないッ！）

　余りに早すぎ、余りに鋭すぎるが故、

　左右両手から振るわれる純白の剣の残像すら、肉眼で捉とらえることが出来ないのだ。

　辛うじて捉え得たのは、規格外の速度で刀身が擦過したことにより白熱する大気の輝き。

（なんてキレだ……！　一瞬でも気を抜けばそこで首を飛ばされる……ッ！）

　この瞬間、一輝はまずこの戦いにおける呼吸を放棄した。

　文字通り、息を吸う暇なんてないからだ。

　エーデルワイスの二刀から繰り出される閃光が如き斬撃の対処に、全神経を動員。

　自らが持つ技のなかで最速の速度を誇る不可視の剣技。

《一刀修羅》を身に纏って初めて使用できる第七秘剣《雷光》の速さを以もって、迫る斬撃を迎え撃つ。

　一つ、二つ、三つ、四つ──

　見えない鋼の錯綜さくそうが、闇夜を白く焼く火花を生んだ。

　都合十連斬。

　エーデルワイスが僅か一呼吸の間に繰り出した不可視の連撃を、一輝はエーデルワイスの身体の動き、視線の動きから斬撃の軌道を逆算し、からくも数撃を防ぎきる。

　だが、初手を凌しのぎきった一輝の表情には明らかな驚愕があった。

（す、すごい……ッ！）

　斬撃を受けた両手が肩まで痺しびれている。

　速いだけではなく、──とてつもなく重い。

　片腕で繰り出しているのにもかかわらず、一輝の《雷光》よりも遙かに！

　何故か。

　その理由を、一輝はすでに理解していた。

「くっ！」

　迫るエーデルワイスの追撃を、一輝は再び《雷光》で応戦。

　火花を散らす鋼の交錯の中、一輝は己の理解が正しい事を確信する。

（やっぱりそうだ……！　この人の挙動には、一切の『音』が存在しない！）

　踏み込みも、斬撃も、それら一切が完全なる無音。

　音とはすなわち空気の振動により生じる衝撃の波だ。

　言い換えればそれは、力の分散ロスとも言える。

　ではもし、自らの行動により生じるエネルギーを完全に制御し、一切の無駄なく行動のみに消費できればどうなるのか。

　結果、全ての動作は無音となり、速度も攻撃力も１００％に限りなく近いポテンシャルを発揮出来る。

　そんなこと、およそ人間の技ではないが──

　間違いなく、一輝の目の前にいる人間はそれを可能としていた。

　一輝はそれを理解し、戦慄と共に生唾を飲み込む。

（これが、世界最強の剣技……ッ！）

　踏み込み一つ。太刀筋一つ。どれをとっても──規格外。

　付け入る隙がない。

　──だけど、

（それでも、守ってばかりもいられない！）

　間隙無く襲い来る無拍子むびょうしの斬撃をからくも防ぎながら、一輝はそれを悟る。

（《雷光》じゃ辛うじてついて行けるだけだ！　速度も攻撃力も勝負にならない！　まともに受けに回れば五秒で切り崩される！）

　だからこそ、別の切り口から攻めに転じなくてはならない。

　攻撃は最大の防御。

　その言葉をそのまま鵜吞うのみにするつもりはないが、事実の一側面ではある。

　当たらずとも、届かずとも、相手の姿勢を崩すことが出来れば、その攻撃には意味がある。

　だから、一輝は決意する。

　世界最強の剣士に向かい、──攻め込む決意を。

　出し惜しみはしない。出来るような相手でもない。

（自分の持ってるモノ、全部ぶつける……ッ！）

　瞬間、一輝は決意を行動に移した。

　エーデルワイスの二刀から繰り出される高速連撃。

　それから逃れるように一輝はバックステップ。

　エーデルワイスはすぐさま地を蹴り、二刀を十字クロスさせ追いすがる。

　前方に対する防御と、十字斬りへの連携を両立する、攻守において隙のない構え。

　対面する相手を追撃するのに最適な動作であり、──同時に一輝の読み通りだった。

（行きますよ！）

　迫るエーデルワイスに対し、一輝も前へ出た。

　そして、特殊なステップを用い、急激な緩急を付け自身の前方に残像を作り出す──

　第四秘剣《蜃気狼しんきろう》

　幻惑げんわくの足あし捌さばきにより生み出された残像に、エーデルワイスは斬りかかる。

　交差した刀身を左右同時に押し切る十字斬り。

　だがそれが残像である以上、刃は空を斬るのみ。結果、

（胸元がら空き！）

　貰ったと、一輝は《陰鉄》を構えて踏み込──

「ッ！」

　刹那、一輝は踏み込もうとした身体を慌てて引き戻した。

　瞬間、今まさに一輝の首が存在した空間に不可視の斬撃が奔はしる。

（ダメだ！　僕の踏み込みより返しの刃が速い！　これじゃ打ち終わりは狙えない！）

　ノコノコ間合いに立ち入っていたら、今頃首と胴が切り離されていたことだろう。

（でも一度や二度で諦めるモノか！）

　速さがダメならばパワーだと、一輝は再度攻めに転じる。

　上半身の捻ひねりと下半身のバネでタメを作り、自身の全体重、全膂力、持ちうる力のすべてを切っ先一点に集中させ突進する、《落第騎士ワーストワン》がもつ剣技の中でもっとも強力な突き技──

　第一秘剣《犀撃さいげき》

　巨大な岩石にすら穴を開ける一輝の最高攻撃力。

　その突進力と突破力たるや比類なきもの。

　さしものエーデルワイスも逃げる他に術すべはない。

　それは──なんと甘い考えか。

「なッッ……！」

　次の瞬間、《犀撃》の突進力が失われ、前に進めなくなる。

　何故か──答えは《犀撃》の力が集中する《陰鉄》の切っ先にあった。

　あろうことかエーデルワイスは、自身の剣の切っ先で《犀撃》の切っ先を受け止めたのだ。

　針の先ほどにも満たない刃の先端に、寸分の狂いもなく自身の刃の先端を合わせ、一輝の最高攻撃力を腕一本で。──実に涼しげに。


「うっ…………！」



　さながら彼我の実力差を見せつけるかのような行為に、一輝の心に一瞬の動揺が生まれる。

　そして、エーデルワイスはその動揺を見逃さない。

　僅かに鈍る一輝の反応の間隙をつき──

「くあっ!?」

　エーデルワイスの斬撃が、ついに一輝の肌を斬り裂いた。

　裂いたのは、──額。

　さらに悪いことにそこから噴き出した血が、一輝の両目に入る。

（視界がッ！）

　もちろんエーデルワイスはその致命的な隙を逃さない。

　繰り出すは、初手に見せた左右両手からの瞬間十連撃。

　追撃の太刀は疾とく速はやく、大気を白く燃やす程の速度で振るわれ──

「はぁあああああああっ！」

「っ!?」

　だが、その全てに、黒鉄一輝は対応して見せた。

　撃ち払う。いずれも殺し太刀の十刀を、悉ことごとく。

　両目を奪われた一輝には、微塵の動揺も無かったのだ。

　何故か。

　それはもはや、見る必要が無いからだ！

（スウィングは見えないけど、身体の動きからある程度の『筋』は見切った！）

　エーデルワイスの呼吸。太刀筋。テンポ。足捌き──

　戦いながら得る相手の情報から、相手の本質を丸裸にする、完全無比の洞察力。

《完全掌握パーフェクトヴィジョン》──己が持つ剣技以外のもう一つの武器で、《落第騎士ワーストワン》はエーデルワイスの剣技を読み切ったのだ。

　ならもう視界は必要ない。

　視界などなくとも、敵の二手三手先が読めるのだから！

「やりますね」

　さしもの世界最強も、『心眼』の域に達しつつある一輝の感性には感嘆の声を漏らす。

　だが、攻める斬撃の手を緩めはしない。

　真正面から二刀の絶対優位である手数で攻める。攻め立てる。

　彼女はわかっているのだ。自分の剣筋がいかに見切られていようと、二人の間には先読みだけでは埋めようのないほどの差が存在することを。

　ならば、小細工は必要ない。

　速度と力で押し切ればいいだけのこと。

　──それは、全く以て正しい判断だった。

　このままではすぐに押し切られる。

　一輝もまた、それを確信する。だからこそ──

（ここで勝負をかける……ッ！）

　ある。たった一つだけ、この状況から流れを変える手段が。

　無音無影の連撃を、先読みだけを頼りに捌きながら思考する。

　エーデルワイスはこの戦いで一度も後ろに下がっていない。

　前進しながら守りはするが、ただの一度も『回避』という行動を取っていない。

　何故か。簡単なこと。その必要がないからだ。

　躱かわす必要など無い。

　攻めながらの片手間の守りでも、十分にいなしきれる。

　一輝の剣はただの一刀の例外もなく、エーデルワイスの剣に打ち払われる。

　それは彼我の実力差を考慮すれば必然。

　故にエーデルワイスは『回避』を選ばない。

（で、あるならば──）

　そこにこそ、活路がある。

　必然とはすなわち、それだけ状況が読みやすいということなのだから！

（この一点を基点に彼女のリズムを崩す！）

　そして一輝は最後の攻勢に出た。

　純白の刃をやや強い力で弾はじき、返しの刃を遅らせる。

　その隙にねじ込む一撃は、斜め下からの切り上げだ。

《陰鉄》の刃は地面スレスレ──いや、地面を削りながら、エーデルワイスに奔る。

　スウィングは大きいものの、その鋭さ疾風の如し。

　しかし、それでもエーデルワイスには届かないだろう。

　一輝の剣が疾風ならば、エーデルワイスの剣は閃光。

　間違いなく、受けられる。

　だが──それで構わない。

　なぜならば、この技はあえて受けさせることに意味がある。

　相手が《陰鉄》を防いだ瞬間、足先から指先までの全筋肉を連動させ、筋伸縮による衝撃波を叩き込む。

　人体とはその殆どが水で作られている、水の詰まった肉の袋だ。

　故に振動に対して脆もろい。

　ある種の振動は容易たやすく人体に波紋を生み、内側から破壊する。

　中国[image: 拳]法に存在する浸透剄しんとうけいなどが、その原理を用いた技術の一例だ。

　すなわち一輝が行うのは刀を用いた浸透剄。

　鎧で受ければ中の内臓を。刀で受ければ柄を持つ両腕を。

　振動は刀身を通し確実に人体へ至り、破壊をもたらす、毒を持つ一太刀──




　第六秘剣《毒蛾どくがノ太刀》




　実力差を鑑かんがみて、回避を行わない。

　そのエーデルワイスの行動は実に正しく一輝と自分の実力差を見極めていると言える。

　だが、相手に受けさせることで力を発揮するこの秘剣はそういう状況下でこそ有効。

　そして一輝の狙い通り、エーデルワイスは何の疑問も持たず、

　──毒を盛られた太刀を純白の刃で受けた！

　いかに世界最強といえど、エーデルワイスも人間だ。

　その人体構造は一輝とそう変わりない。

　であるならば、この毒から逃れる術はない！

　一輝はエーデルワイスの白刃目掛け、全身の筋肉を連動させ生み出す衝撃波を叩き込み、




　瞬間、一輝の全身から血の飛沫が迸ほとばしった。




「ぇ」

　全身至る所の皮膚が筋肉が裂け、血の飛沫しぶきが舞う。

　何故。

　その理由を、一輝はすぐに理解した。

　簡単なことだ。

　エーデルワイスは一輝が今まさに彼女にやったことと全く同じことをしたのだ。

　──桁違いの速度と破壊力で。

　結果、一輝がエーデルワイスに撃ち込んだ衝撃波はかき消され、余波により逆に一輝の身体が破壊された。


「────っ」



　エーデルワイスの剣を見切ったつもりになっていた一輝。

　だがその全ては幻想。

　エーデルワイスが意図して見せていただけのもの。

　全てはエーデルワイスの手の平の上だったのだ。

　その事実は、薄ら寒い戦慄せんりつとなり一輝の総身を震わせる。

（これほど、なのか……）

　全力を尽くし、あらん限りの技術を賭とし、考え得る限りの策を用いてもなお、




　──触れることすら出来ない。




（世界の頂点は、こんなのも、高く、遠いのか……っ!?）

　自らの尺度では測りきれないほどの強さを前に、一輝は愕然とする。

　そして、次の瞬間決着は訪れた。

　すべての攻め手を失った一輝に対し、エーデルワイスは右剣を振るい、

　不可視の領域を翔かける純白の刃が、《陰鉄》の刀身ごと一輝を斬り裂いた。

「ぁ、」

　その一撃で一輝が身に受けた傷は深くない。

　だが魂の結晶である霊装を破壊されたことにより、一輝の意識と身体が崩れ落ちる。

　エーデルワイスはもはや追い打ちを加えない。

　その必要がないことをわかっているのだ。

　彼女はもはや戦いは終わったと一輝から視線を切り──




「ぅ、ぁ、ああああああああああああああ!!!!」




「ッ!?」

　だが、一輝の身体が地面に崩れ落ちようとしたその刹那。

　あろうことか、一輝はあらん限りの力を絞り出し、その敗着を拒絶。

　砕かれ、宙に舞う《陰鉄》の刀身を摑むや、

「ぉ、ぉおおおぉおおおおおお！」

　エーデルワイスに再度斬りかかった。

　その刃は純白の剣に軽々と防がれるものの、

「……まだ続けるのですか？」

　一輝の行動は、エーデルワイスの心に、僅かな揺らぎを与えた。

　彼女は、肩で荒い息をつきながら砕けた魂の結晶を握りしめ、それでもなお自らの前に立つ剣士に問いかける。

「力の差は紛れが生じる余地もないほどに歴然。

　魂の結晶である剣を砕かれ、意識はおぼろ。もはや戦える身体ではありません。

　なのに何故私を阻むのですか？

　私はむやみに子供を傷付けることを望みません。

　貴方も貴方の妹も、初めから殺すつもりはない。

　むしろ私を足止めし続けることのほうが、貴方の妹は危険に晒さらされる。

　ヴァレンシュタイン卿は子供であろうが容赦しないでしょうから。

　……そんなこと、貴方もわかっているのではないですか？」

　その問いかけに、一輝は荒く息をつきながら、頷く。


「ええ……、わかって、ますよ…………。貴女が、やさしい人だって」



「ならば、何故」

「……それを、珠雫が望まないから」

　一輝は今にも崩れ落ちそうになる意識を意志の力でつなぎ止め、霞かすむ視界で真っ直ぐにエーデルワイスを見つめ返し、答える。

　自分がここを譲らない理由を。

「貴女を通せば……、珠雫は助けて貰えるかもしれません。でも、アリスは助からない！」

「──あの少年は闇の世界の咎人とがびとです。その末路も、致し方のないこと」

「かもしれません。でも珠雫はそれを望まない。望まないから、ここに来た！　そして僕は珠雫の望みに付き合うと約束した！」

　だから、

「ここは死んでも譲れない！」

　その答えに、エーデルワイスはその端正な顔をしかめる。

「死んでも、ですか。そんな安い命でもないでしょう。剣を合わせた私にはわかる。貴方の内にある野望や渇望がどれほど強く大きいモノなのか。貴方には夢もある。大切な人も居る。そうであるのに、こんなところで命を落としても構わないと？」

　困惑するような問いに、一輝は薄い笑みを返す。

「……はじめて、なんですよ」

「はじめて？」

「ええ。……初めてなんです。珠雫が、僕を頼ったのは」

　一輝は自分と珠雫の関係を思い返しながら言葉を紡ぐ。

「ずっと心配ばかりさせてきた。兄らしいことなんて今まで一度だってしてあげられたこと無かった。なのにあの子は、こんな僕を兄と慕い、愛してくれた。そして今日、そんな妹が初めて自分の願いのために、僕を頼ってくれた」

　こんな不出来な兄に、自分の願いを託してくれた。

「命を賭けるには、十分すぎる理由だ……！」

　だから譲らない。ここだけは譲れない。

　ずっと自分を支えてくれた、勿体もったいないくらいに出来の良い妹のたった一つの望み。

　それに命を賭けられなくて、何が兄か！




「僕の最弱さいきょうを以もって、貴女の最強さいきょうを食い止める──！」




　命ある限りここは通さない。

　強い意志と決意をもって一輝はエーデルワイスの前に立ちふさがった。

　そして、その決意のほどは、瞳に宿る光を通してエーデルワイスにも伝わる。

（なんという意志の強さ。これが元服したばかりの少年の眼だというのですか）

　彼女は息を吞む。

　これほどの力、これほどの野心。

　それを持ってなお、他人のために命を張れるその高潔な魂。

（久しぶりですね。こんなにも、美しいと思える者に出会ったのは）

「少年。名を教えていただけますか？」

「……黒鉄一輝」

「クロガネ。──今までの非礼を詫わびましょう。若き侍よ」

　告げて、エーデルワイスは後ろへ軽やかに跳躍。

　一輝との間合いを大きく開き──




「貴方は庇護ひごを必要とする子供などではない。

　私が一人の剣士として、全力を以て立ち会うにあたう男だ。

　だから、……この世界最強の剣で、貴方という剣士を討ち果たしましょう」




　今宵こよいで初めて、『世界最強の剣士』が本気になった。

　その瞬間、これまでとは比較にならないほどの『剣気』がエーデルワイスの身体から迸る。

　さながらそれは、光の暴風だった。

　砂は巻き上げられ、木々は悲鳴を上げ、周囲の窓ガラスはすべて粉みじんに吹き飛ぶ。

　一人の人間。人体の大きさからは考えられないほどの巨大な存在感をまき散らしながら、

《比翼》のエーデルワイスは、左右の剣を翼のように広げ──




「覚悟を」




　翔けた。

　庇護ひごするべき子供ではなく、礼を以て立ち会うべき剣士だと認めた敵目掛け。

　その敵の命を、確実に絶つために──！


「ッ────!!!!」



　錯綜さくそうの間際に、一輝は確かに感じた。

　死神しにがみの足音。自らの未来を断ちきる冴さえ冴ざえとした刃の気配を。

　防がねば、死──

　されど、状況が先ほどとは異なっていた。

　手を抜き、一歩下がった場所で戦っていた先ほどまでとは違う。

　本気になったエーデルワイスの前進速度は今までの比ではなかった。

　それはもはや太刀筋どころかエーデルワイスの姿そのものが閃光と化すほどであり──

　交錯は音もなく、瞬く一瞬の中で過ぎ去った。

　遅れて、闇に散る血霞ちがすみ。

　黒鉄一輝は声を発する間もなく、──今度こそ、その場に崩れ落ちた。





◆◇◆◇◆






　一瞬の判断が遅れていたら命は無かった。

　その事実に、珠雫は息を吞む。

（アリスの声がなかったら、本当に危なかった）

　腕一本ではすまないところだった。

「くぅ、ッ」

　二の腕の中程から斬り飛ばされた自身の左手。

　その切り口から痺れるような激痛が脳髄のうずいに這い上がってくる。

　だが、苦鳴を漏らしている余裕はない。目の前の敵は、今珠雫の氷の要塞を全て斬り裂き、左腕まで持って行った斬撃を再度放つ構え。

「《白夜結界びゃくやけっかい》!!」

「ぬっ!?」

　対し、珠雫の判断は適切だった。

　すぐさま周りの水分を気化させ、煙幕でヴァレンシュタインの視界から自分の姿を消す。

　そしてヴァレンシュタインが自分を見失っている隙に、斬り落とされた左腕の傷口を瞬間氷結させることで出血を止め、──走る。

　ヴァレンシュタインを迂回うかいし、《白夜結界》の霧を抜け、《血風惨雨》による制圧銃撃の弾痕が唯一存在しない場所。有栖院の元へ。

　どんな守りも易々と斬り裂く斬撃。

　どんな弾幕の中も悠々と歩く守備力。

　加えて《凍土平原》の影響を一切受けない歩行。

（あの男の能力が私の予想通りなら、限りなく最強に近い能力だ）

　まともに戦ってなどいられない。

　だから珠雫は有栖院をつれて逃げ出すことを選択したのだ。

　だが──

「ちょこまかと……、小賢しいわ」

　言葉と共に霧の中でヴァレンシュタインが地面に剣を突き立てるや、

「うッ……!?」

　珠雫が蹴り足を滑らせて転倒した。

　すぐに立ち上がろうとするも、何度も何度も足を滑らせ転倒する。

（立ち上がれない……!?）

　自身の張った《凍土平原》のアイスバーンに足を取られたのか。

　違う。

《凍土平原》は珠雫自身の能力だ。

　その力で珠雫の身動きに支障が出ることはない。

　珠雫の魔力制御力ならばなおのこと。

　ならば何故。──答えは一つ。そこに別の力が作用しているからだ。


「これは…………！」



　もう間違いない。

　珠雫は己の内にある予感が真実だと確信し、霧の中からゆっくりと姿を見せるヴァレンシュタインに問う。

「私の地面から、『摩擦まさつ』を無くしたわね……！」

「理解が早いな。その通りだ」

　ヴァレンシュタインは珠雫にゆっくりと歩み寄りながら答える。

「打撃、斬撃、銃撃。この世界に存在するありとあらゆる力の作用には摩擦が大きく関係している。どれほどの威力を持つ弾丸も、着弾点に摩擦が一切生じなければその貫通力は作用せず、対象の上を滑るのみ。そしてその力を攻撃に転ずれば、ありとあらゆる物質の分子間を抵抗なくすり抜ける無双の剣と化す」

　攻めれば名剣。守れば神の盾。全ての力の基点である『摩擦』を操作する力。

「──それこそがこの《隻腕の剣聖》ヴァレンシュタインの能力だ」

　そしてヴァレンシュタインはついに珠雫の前に立ち、

「し、珠雫！　逃げてぇええええええ!!!!」

　悲鳴を上げる有栖院の目の前で、




　銀髪の少女の身体を、腰から両断した。





「ぁ────」



　ボトリと、腰から切り離された上半身が氷結した地面に落ちる。

　夥おびただしい量の血と臓物をこぼしながらずるりと滑る。

　その絶望的な光景に、

「い、いやぁぁあああああああああああああああああああああああ!!!!」

　有栖院の悲鳴が、高く響いた。





◆◇◆◇◆







「…………」



　黒鉄一輝を一刀のもとに下したエーデルワイス。

　その勝者の表情は、……驚きに染まっていた。

　彼女が思い返すは、決着の一瞬。

　光の煌きらめきような錯綜さくそうの中で起こった、信じられない出来事。

　あの一瞬の中で、世界最強の剣を前に黒鉄一輝は、

　──あろうことか、自分から攻めてきた。

　今までの、いわば刃びいたような手加減とは違う本気の世界最強に対し、微塵みじんも臆おくさずに。

　本気になり、一輝の命を奪うために一歩深く踏み込んだが故に生じた針の先ほどの隙に、自らの全霊の一太刀を刺し込んできたのだ。

　最後の最後まで、エーデルワイスに勝つために。

　その鋭さたるや、エーデルワイスをもってしても一瞬完全な守勢に回らざるを得ないほどであり、結果として、──彼女の太刀は鈍った。

　殺すための踏み込みを、逃げの一歩でふいにした。

　それ故にエーデルワイスは、殺しきれなかったのだ。黒鉄一輝の魂を。


（しかも、あの最後に見せた太刀筋は間違い無く──…………）



「……まさか。これほどとは思っていませんでしたよ」

　エーデルワイスは天を仰ぎ倒れる一輝の側に立ち、その首に純白の刃を添える。

　そして、小さく微笑ほほえんだ。

「ここで倒れた貴方に手を出せば、恥をかくのは私のほうですね」

　そのときだ。

「く、黒鉄ッ！」

　声に視線を向けるとそこには──

「……あれは《世界時計ワールドクロック》」

「エーデルワイス、ッ、貴様ァ──ッ!!」

　塀を跳び越え駆けつけた《世界時計ワールドクロック》新宮寺黒乃は、血塗ちまみれで倒れた一輝を目撃。

　怒りのままに自らの霊装である白と黒の二丁[image: 拳]銃を引き抜き、エーデルワイスに銃口を向け、




「落ち着きなさい」





「ッッ──────!!」



　エーデルワイスの双眸に射貫かれた瞬間、引き金にかけた指が凍り付いた。

　心臓が爆発しそうなほどの恐怖故に。

　地面に着地し、辛うじて銃口だけは向け続けるものの、やはり指は動かない。

　動かすことを、他ならぬ黒乃自身の本能が拒絶しているのだ。

　この指をここから少しでも動かせば、即座に戦闘が始まること、そしてその戦闘で自分が勝てないことを理解しているから。

「バケモノめ……ッ」

「久しぶりに会ったというのにご挨拶あいさつですね」

　焦燥を顔に滲ませる黒乃に対し、エーデルワイスは涼しげな表情で語りかける。

「安心しなさい。彼はまだ生きています」

「ほ、本当か！」

「生かすつもりはなかったのですけどね」

　すこし苦笑を浮かべながらそう言うと、エーデルワイスは音もなく跳躍。

　再び、最初に立っていた暁学園本校舎の屋上に移動した。

「ど、どこへ行く!?」

「帰るのですよ。元々私はこの一件に関わりのある人間ではありませんから」

　答えてから、エーデルワイスはあらためて、自分と対峙した若い侍の姿を見つめる。

　そして、これから始まる七星剣武祭で彼が直面するであろう、試練の大きさを思う。

　彼女はこの計画の直接の関係者ではないが、その大凡おおよその内容を知っているから。

（たぶん、貴方自身もどこかで感じていることでしょうね）

　来る戦いの因果。

　黒鉄一輝の前に立ちふさがるのは、《風の剣帝》でも《紅蓮の皇女》でもない。

（近い未来、紫乃宮天音は必ず貴方の前に立ちはだかる）

　そして、その戦いは想像を絶する過酷さを伴うだろう。

　おそらく自分との戦いよりも。

　そう思うからこそ、

「《世界時計ワールドクロック》。クロガネが目を覚ましたら伝えておいてください」

　エーデルワイスは、《落第騎士ワーストワン》に言葉を残した。




「『次は好敵手として相見あいまみえることを願っています』──と」




　そしてやはり音もなく、『世界最強の剣士』は藍色あいいろの闇に消えていった。

「確かに、伝えよう」

　エーデルワイスが去った空にそう返し、黒乃は倒れた一輝に駆け寄る。

　確かに手ひどくやられてはいるが、……致命傷ではない。

　十分助けられる。

　そのことに黒乃は心から安堵した。

（上々だ。あのエーデルワイスとやり合って、生きて還ってきただけでも──）

　そして『時間』を操る自身の能力でその傷を塞ごうとした、そのときだった。


「…………えっ」



　黒乃は、視界の端に信じられないものを見た。

　そこは先ほどまでエーデルワイスが立っていた場所。

　白いコンクリートの地面。そこに残る、──赤い斑まだら。

　ほんの数滴ではあったが、それは間違いなく、血痕だった。

　一輝のものではなく、数十秒前までここに立っていた者の。

　それが指し示す事実はつまり──

（傷をつけたというのか！　元服してそこそこの少年が、世界の頂点に……！）

　そう。届いていたのだ。

　ほんの数滴。おそらくは傷とも言い難いほどに浅く──

　されどたしかに、《落第騎士ワーストワン》の剣は世界の頂に証を残していたのだ。

「は、ははっ。……なんとも、お前にはいつも驚かされてばかりだ」

　あまりの歓喜と驚きに、黒乃は総身を興奮で震わせる。

「……まったく末恐ろしい男だよ」

　その後、黒乃はすぐに一輝の傷の治療を開始。

　一方で、状況を再確認する。

　黒乃と西京。二人が破軍についたときは、気を失った破軍の生徒たち以外、誰もその場にいなかった。

　だから黒乃の能力で過去にその場で何があったのかを確認し、ステラたちの救出には西京が、一輝たちの救出には黒乃がそれぞれ向かったのだ。

　そしてこの場には一輝しか居ない。

　残る珠雫と有栖院はどこにいるのか。

　黒乃は神経を研ぎ澄まし、周囲の魔力を探る。

　そして──気づいた。


「これは…………！」



　真下。──足下深くの地下で、信じられないことが起きていることに。





◆◇◆◇◆







（…………あれ、私……）



　全身に雷が落ちたような凄まじい衝撃に吹き飛んでいた珠雫の意識が、ゆっくりと覚醒する。

　重い目蓋まぶたを持ち上げ、前を見る。


（アリ、ス…………）



　珠雫は天を仰いでいた。

　視界には逆さまになった有栖院の顔。

　涙を流しながら必死な形ぎょう相そうで何かを叫んでいるが、珠雫には何も聞こえない。

　ふと、違和感を覚え、珠雫は視線を下に向ける。

　そして気づいた。

　自分の腹が無くなっていることに。

　それでようやく彼女は思い出す。


（ああ、私……斬られた、んだっけ…………）



　覚醒に追いついてきたのか、徐々に全身の感覚が戻ってくる。

　それ故に、より濃くなる喪失感。

（下半身。それと内臓の殆ほとんどが無くなっている）

　切断面から零れ落ちてしまったのだろう。

　間違い無く致命傷だ。

　珠雫にはもう数秒後の自分の死がはっきりと自覚出来た。

（くやしいなぁ）

　まただ。また勝てなかった。

《雷切》と戦ったときと同じ。

　距離を置いての魔法合戦を制することが出来ず、結局は剣に斬られて敗北する。


（私は、弱いなぁ…………）



　ある一定以上の実力者相手に距離を置いて完封しきるだけの力が自分にはない。

　それを嫌というほどに思い知らされ、珠雫は歯がゆく思う。

（私が死ねば……お兄様は悲しむかな……）

　悲しむだろう。

　兄だけではなく、ステラや有栖院、他のみんなも──

　今の自分の周りには、優しい人が多いから。

　こんな性格悪くて可愛くない自分の死をも悼いたんでくれるだろう。

　ありありとその情景が目に浮かぶ。だから、思った。

　それは、イヤだな、と。

（──それなら、もうひと頑張りしてみましょうか）

《雷切》に負けてからずっと考えていた。

　自分の力では、必ず何処どこかで剣の間合いに勝負を持ってこられてしまう。

　そして、その間合いでは自分は何も出来ない。

　この小さく非力な身体では、近距離戦を制することは不可能だ。

　何とかしなくては、と。

　そして、たった一つだけ、その弱点を埋める方法を思いついた。

　あまりに突拍子もなく、またリスクも高い行為故に今まで試すことも出来なかったが──

　どうせ放っておいても数秒後には死ぬ身だ。

　やり残しはしたくない。

（自分に出来る、全てを尽くそう──）

　尊敬する兄がいつもそうしているように。

　自分の力を、信じよう。

　そう心に決め、珠雫は目を閉じた。そして──





◆◇◆◇◆







「しずく……しずくぅ…………」



　有栖院は斬り飛ばされた珠雫の身体を抱き上げる。

　傷口からはごぽごぽと音を立てて血と内臓が零れ落ち、どんどん失われていく。

　彼女の重みが。彼女の命が。

　その喪失の感覚に、有栖院の視界は真まっ暗くらになった。

　もう一度守ろうと、そう心に決めた大切な妹を目の前で失った喪失感に、全ての感情が塗りつぶされる。

　無力な自分自身に対する憤りも。

　珠雫の命を奪った男に対する怒りも。

　なにも、もう感じなかった。

　呼びかける気力もなかった。

「これが、お前が目を逸そらした現実だ」

　後ろから、ヴァレンシュタインの声が掛かる。

「力こそが唯一の現実。それを教え、強者の側に引き入れてやったというのに。これでもわからぬとはつくづく救えぬ男よ」

　呆れ果てたような声。

　最早死骸しがい以外の何物でもない珠雫を、それでも抱きかかえる自らの弟子に失望しているのだろう。

「ターゲットに情を移すような暗殺者アサシンなど使い物にならん。ここで死ね」

　風切り音が背中越しに有栖院の耳を打つ。

　ヴァレンシュタインが剣を構えた音だろう。

　避けようとも思わなかった。

　むしろ、早く楽にしてくれとすら思った。

　こうしている間にも、どんどん手の中から珠雫の重さが失われていく。

　それがもう二度と戻らないものだと知るが故に、その喪失の感覚をもうこれ以上感じていたくなかった。

　どんどん、どんどん、軽くなっていく小さな身体。

　どんどん、どんどん、抱き上げる両手が重さすら感じなくなるほどに──

（え……？）

　そこで有栖院は、ようやくその不可思議に気づいた。

　重さを感じないほど軽く？

　それは、流石にあり得ないことだ。

　血や内臓がいくら零れ落ちても、人体には肉や骨があるのだから。

　その違和感は、真っ暗になった有栖院の視界に光を宿らせる。

　見下ろす自らの両手。そこに抱えていた珠雫の亡骸が──、




　服だけを残して消失したのだ。




　そして、次の瞬間──

「大丈夫よ。アリス」

　珠雫の声が、地下訓練場に凛と響いた。

「……え！」

「な、なにっ!?」

　驚愕する有栖院とヴァレンシュタインが珠雫の姿を探して辺りを見回す。

　だが、珠雫はどこにもいない。

　いやそれどころか、先ほど飛び散ったはずの臓物や血痕すら消え去っていた。

「な、なんだ!?　一体何が起きている!?」

　あまりにも理解の範疇を超えた事態に、ヴァレンシュタインが狼狽の声を上げる。

　そんなヴァレンシュタインと有栖院の間に、──それは現れた。

　煙が集まり像を成すように、一糸纏わぬ五体満足の黒鉄珠雫が。

　そして、口を開く。

「大丈夫。──私は、勝つから」


「珠雫、生きて…………いるの？」



　まるで幽霊を見るような目で珠雫を見つめる有栖院。

　彼はまだ状況について行けていないのだ。

　だが一方で、ヴァレンシュタインは──


「まさか…………！」



　歴戦の勘からこの事態を可能にする現象のひとつに思い至った。

　そして、それを確かめるために、目の前の珠雫に対し剣を振るう。

　珠雫は避けようともせず、その斬撃を身に受けた。

　斬、と──ヴァレンシュタインの霊装は再び珠雫の身体を両断する。

　だが今度は血しぶきすら上がらなかった。

　ただ霧を斬りつけたように手応え無く、珠雫の像が分かたれ、すぐに元に戻るだけ──

　それを見て、ヴァレンシュタインは確信する。




「き、貴様……ッ！　自分の肉体を、気体化させたのかッッ!!!!」




　対し、揺らめく珠雫の像は口元を僅かに歪め、

「クスクス……。さすが、伊達に歳はとってないわね、オジサン」

　珠雫は、せせら笑うような嗜虐的しぎゃくてきな笑みをもって肯定した。

　そう。それが珠雫が生きている絡繰からくりの正体だった。

「私はね、選抜戦で《雷切》に敗れてから、ずっと考えていたのよ」

　──自分は、器用ではあるが決定力に欠ける、と。

　どうしようもなく押し切られ、致命傷を負わされてしまう。

　──どうすればいいのか、と。

「考えて、考えて、……そしてふとあるとき、思い至ったの。ああ、そうだ。肉体なんてものがあるからダメージが発生するんだって」

　だったらその前提を無くしてしまえばいい。

　そうして生まれたのがこの技だ。

　水の魔術の側面、人体に作用する治癒術を応用し、自らの肉体を気体や塵といった斬撃や打撃の干渉を受けないレベルにまで分解、任意で再構築する伐刀絶技ノウブルアーツ──




「《青色輪廻あおいろりんね》──思いつきにしてはなかなかすごい技でしょう？」




　少し誇らしげですらある表情で語る珠雫。

　その珠雫の様子に、ヴァレンシュタインはいよいよ青ざめた。

「おもい、つき……、だと！　お前は自分が何をしているのか、理解しているのか!?」
















　ヴァレンシュタインが動揺するのも無理はない。

　なぜなら《青色輪廻》とは一時的にとはいえ、自分で自分の命を絶つ技なのだから。

「一流の魔力制御力を以て再構築の式をくんでいたとしても、それが死後に発動しなければそれまで……！　いや、発動したとしても、数十兆の細胞からなる人体の再構成をほんの少しでも誤れば、一体どんな障害が発生するかわかったものではない……ッ！　そんな力を自分の身体に使うなど……！　正気か、貴様……ッ!?」

　確かに物理攻撃無効化は大きなメリットだ。

　しかしそのために必要な技術が高すぎる。背負うリスクが大きすぎる。

　だがそう狼狽するヴァレンシュタインに珠雫は一言、

「十分正気よ。私なら出来るって、そう信じていたもの」

　何でもないように、そう言い放った。


「～～～～ッ！」



　その言葉に、ヴァレンシュタインは確信する。

　事前に破軍の情報は得ていたが、注意すべき相手はステラ・ヴァーミリオン一人だと踏んでいた。だが、それは過りだった。

　目の前にいる《深海の魔女ローレライ》もまた、ステラと方向性は違えど、埒外らちがいの天才そんざいだと。

（不覚を取った……ッ。だがまだ負けたわけでは──）

　と、構えを取り直すヴァレンシュタイン。

　だが、そんな彼に、

「あら？　もしかしてまだ自分が戦えるとか思っているのかしら？」

　クスクスと、珠雫は小馬鹿にするような笑いを奏でる。


「何を言って、────ッッ!?」



　その瞬間、《青色輪廻》の衝撃から立ち直ったヴァレンシュタインは、自らの異変に気づく。


「ごぼっ、が、ぉ、ぉぉ……、～～～～ッッ!?!?」



　吐きだした空気が、戻ってこない。肺が空気を吸い込まない。

　まるで、溺れているように──

　そう、彼はまさに溺れていたのだ。

「肺を水風船にされたら人間ってこういう風になるのね。流石にこんな技、同じ学校の人に使うわけにはいかないものだから、初めて見たわ」

《青色輪廻》を使用している状態の珠雫は、いわばここ一帯の大気と同一化している。

　故に、それを制御下に置くことが出来るのだ。

　──ヴァレンシュタインが吸う空気もまた同じ。

　ヴァレンシュタインの『摩擦』を操る能力は、確かに外部からの衝撃や斬撃に対して無類の強さを誇る。だがしかし──

「身体の中なら、摩擦もなにもあったものじゃないでしょう？」

「が、ぉ、おぼぼ……！」

　見えない海に溺れるヴァレンシュタインは、ついに立っていることも出来ずに地面に倒れ込み、酸素を求めて打ち上げられた魚のように目を見開き、口を開閉する。

「ん？　なに？　なにいってるの？」


「だ、ず…………！　だずげ……ごぼっ！」



「ああ、助けてほしいのね」

　それは事実上の降参宣言だった。

　ヴァレンシュタインはこれ以上の戦闘は不可能だと判断し、珠雫に白旗を揚げ、

「たすけてあげない」

　珠雫は無慈悲な笑みを浮かべ、パチンと指を鳴らした。

　その瞬間、血飛沫がヴァレンシュタインの全身から噴き出した。


「ッッ～～～～がぁあああああああああああああああああああ!?!?!!」



　体内から肉を引き裂き、幾十もの氷の槍先がヴァレンシュタインの全身から飛び出す。

　その一撃は完膚無きまでに《隻腕の剣聖》の意識を断ちきった。

　ヴァレンシュタインは、口から血の混じった水を垂れ流しながら気絶する。

　そして珠雫はそんな敵の姿をゴミを見るような冷たい目で見下し、

「私ってお兄様みたいに優しくもなければ、ステラさんみたいに甘くもないから、自分に刃向かってきた敵は叩きつぶさないと気がすまないの。──相手が悪かったわね」

　ボロボロになったヴァレンシュタインの外套をはぎ取った。

　それで自分の肌を隠し敗者から視線を切る。もう興味もないとばかりに。

　こうして、《隻腕の剣聖》と《深海の魔女ローレライ》の戦いは終結した。





◆◇◆◇◆






「やってみればどうにかなるものね。……私もまだまだ捨てたものじゃない」

　自らの肉体を再構成し、その感触を確かめるように手の平を開閉する珠雫。

　感触に違和感はない。再構築の魔法はちゃんと機能したようだ。

　しかしまったく問題がないわけでもなかった。

「……だけど頭使いすぎて気持ち悪い」

　あまりに高度過ぎる魔術処理に、脳みそが悲鳴を上げている。

　まるで頭蓋の中をかき回されるような苦痛に珠雫は、己の未熟を自覚する。

　しばらく乱発は控えた方が良さそうだ。と。

　そのように自らの状態を確認する珠雫に、──有栖院は驚きに染まった表情で問う。

「珠雫……、ホントに、生きてるの？」

「やめてよね。人をお化けみたいに」

　むっ、と不機嫌な表情を作る珠雫。

　だが有栖院が尋ねたくなるのも無理はない。

　それほどに、珠雫の行ったことは埒外の神業かみわざだったのだから。

「それにしても、《青色輪廻》は良い考えだと思ったのだけど、使うたびに服が脱げるのは考え物ね。こんなはしたない姿、お兄様には見せられないわ」

　しかし、どこまでもいつも通りな珠雫の姿を見ている内に、安堵が驚きを凌駕する。

「……ははっ。そう。本当に、生きてるのね。よかった」

　有栖院はその場に腰を落とし、目の前の現実に涙を零しながら歓喜した。


「本当に、よかった…………」



　だがそんな有栖院に、

「それはこっちの台詞せりふよ」

　珠雫は不満そうに唇を尖とがらせて近づき、──腰を落とし低くなっていた彼の頭を抱き寄せた。

　優しく、慈しむように。

「私だって……もう殺されてるかもって思っていたんだから」

「し、しずく……」

「まったく。あんまり、心配させないでよ……。お姉ちゃん」

　珠雫は僅かに声を震わせて、彼の無事を喜ぶ。

　その震える声は、


「…………っ」



　有栖院の深いところを揺さぶった。

　そして先ほども頭を掠めた感情が、再び熱を持つ。

　ふと、思い起こすのは血塗れの自分を見る妹たちの怯えた表情。

　あの姿を見て、自分はもうここに居られないと思った。

　人殺しの自分は、ここに居てはいけないと。

　そして、きっと珠雫もまたそういう目で自分を見るだろうと、勝手に思い込んでいた。

　他ならぬ珠雫自身が、自分が側に居ることを望まないだろうと。

　でも、だけど……

　もし、まだ、こんな自分を珠雫が姉と呼んでくれるなら──

「あたしは……まだ、珠雫の側にいても、いいのかしら……っ」

「私がそうして欲しいと、思っているだけじゃアリスをつなぎ止める理由にはならない？」

　抱きしめられた頭を振るう。

　そんなことは無い。これ以上ないほどの理由だ。


「ありがと……、珠雫…………」



「これでおあいこね」

　クスクスと、楽しそうに笑いながら珠雫が呟いた言葉。

　その言葉の意味を、有栖院はすぐに理解する。

　──そういえば、以前《雷切》に敗れた珠雫を抱きしめたことがあったっけ、と。


「…………本当ね」



　そんな些細な共有が妙に嬉しくて、有栖院も微笑みを返し、──心に誓った。

　もう二度と、彼女を裏切らない。

　この子が、自分を望んでくれる限り、ここに居よう。

　そして彼女と彼女が愛する者を守ろう。

　だってそれらは自分自身にとっても愛おしいものであり──

　自分が成りたいと願い続けた、自分自身に誇れる人間の姿なのだから。
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　黒乃が感じたのは、経験したことが無いほどに異様な魔力の動きだった。

　黒鉄珠雫のものと思われる魔力が、感知出来ないほど微細に、しかし広範囲に広がったと思った矢先、再び人の大きさに集束するという常軌を逸した動き。

　その動きがどのような理由で起こったものなのか。

　珠雫の能力を知る黒乃はすぐに察した。

「自分を一度分解して再構築したのか」

　それは擬似的な蘇生術といっていい神業だ。

「……まったく。この兄にしてあの妹ありか。とんでもない兄妹だよ」

　呆れたように呟き、黒乃はさらに精密に地下の様子を探る。

　魔力の反応を見る限り、敵はすでに沈黙しているようだ。

　周辺の驚異は去ったと言っていいだろう。

　そのことに一瞬だけ安堵し、──黒乃は西の空を見た。

（こっちはなんとかなったが、そっちはどうだ。寧音──）





◆◇◆◇◆






「《黒刀こくとう・八咫烏やたがらす》──」

「《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》──ッ！」

　夜の空よりも黒い稲妻を束ねたような魔力の刃と竜巻の剣がぶつかり、二人の騎士は互いに後方へと弾かれる。

　山道の砂利道に足を滑らせながら、《風の剣帝》黒鉄王馬は舌打ちした。

「さすがに三発目にもなると威力が落ちる」

　一方、王馬とは真反対に弾かれた宙を舞った小柄な着物姿の女性、《夜叉姫やしゃひめ》西京寧音は器用に空中で身体を回転させ、人気ひとけのない山の中に追い詰められていた葉暮姉妹の前に降り立つ。

「先生ッ！」

「どーやらギリギリで間に合ったよーだね」

「ぐすっ、たすかったの……っ」

「ああ。よぉく頑張った。もう大丈夫だ」

　二人と気絶しているステラの無事を確認し、西京は一瞬だけ安堵して、


「さぁて…………と」



　すぐに、目の前の敵に向き直った。

　暁学園。──その中でも唯一顔を知る人間に、西京は語りかける。

「小学生リトルンとき会って以来だねぇ。王馬ちゃん。ずいぶんとでっかくなったもんだ」

「そちらはあまり変わらないな」

「大きなお世話だっての。──で、だ。早速教えて貰いたいんだけど、これはどういう趣旨のバカ騒ぎだい？　話ぃ、聞かせてくれるよね？」

　西京は自らの武装である鉄扇てっせんを広げ、口元を隠して王馬に問う。

　だが言葉を返したのは王馬の後ろに控えていた天音だった。

　彼は無邪気とすら形容できる独特の笑みで西京に質問を返す。

「話すかわりにそこの三人をこちらに渡して貰うって交渉は、ありかな？」

　瞬間、

「ははっ、交渉ねぇ。──なあ坊や」

　ピシリ、と割れるような音を立てて空気が張り詰め──




「ガキがいっぱしに大人の真似事してんじゃねぇぞ」




　暁全員の身体を、『重量』が襲った。

「うあ……っ！」

　いや、暁だけじゃない。

　西京を中心とした半径二十メートルの空間が目に見えない重量により地盤ごと陥没した。

　それは『重力』を操る西京の伐刀絶技ノウブルアーツ《地縛陣じばくじん》だ。

　突然通常の十倍の重力を叩きつけられた暁は、皆地面にめり込むように倒れ込む。

　ただ一人、その重力下でも眉一つ動かさずに、真っ直ぐに西京に威圧を向ける王馬以外は。

　王馬はゆっくりと《龍爪》の切っ先を西京へ向け、西京もまた応じるように両の手に構えた鉄扇に、重力という純粋かつ莫大なエネルギーにより構築する刃、《黒刀・八咫烏》を形成──

　二人の闘志が猛り、衝突は不可避と──そう思われた刹那だった。

「あーストップストップ！　ちょっと待ってください！」

　二人の間に、場違いな装いをした《道化師》平賀玲泉が割り込んだ。

　有栖院をヴァレンシュタインの元へ届けたあと、すぐにこちらへ引き返した彼はようやく仲間たちの元へ追いつき、

「みなさん。ここは撤退してください。あの三人はもう結構です」

　暁一同に撤退を促す。

「──良いのか」

「はい。まあもう十分インパクトは与えたでしょうし、なにより相手が《夜叉姫》ともなればこちらのリスクが高すぎます。《夜叉姫》に本気で暴れられたら、王馬クンは大丈夫かもしれませんが、他のメンバーが無傷ですむとは思えない。そして七星剣武祭の前に我々に『土がつく』ことをスポンサーは望んでいません。ここはどうか撤退を」

「……ふん」

　その言葉に、王馬はつまらなそうに刃を納める。

「《夜叉姫》の方も、それで構いませんよね？」
















　問われた西京は、


「…………」



　しばしの沈黙の後、両手の鉄扇をだぼだぼの着物の裾へと隠した。

　敵の数が多すぎる。戦えば自分はともかく、自分の後ろに居る生徒たちが無事で済まないことがわかったからだ。

　生徒を守るのが先生の務め。ならば、この提案を吞まない理由はない。

「──うちがたまたま先生だったことに感謝しなよ。クソガキども」

「ご理解感謝いたします」




　そうして、破軍学園襲撃から端を発した騒動、《前夜祭》は閉幕を迎えた。




　平賀玲泉を初めとする暁一同は、もう葉暮たちには目も暮れず、闇の中へ姿を消す。

　山道には、ただ山風に木の葉のざわめく音が響くばかり。

「──スポンサー、ねぇ」

　その中で西京は平賀の言葉を反芻し、苦い表情で天を仰いだ。

「こいつは、えらく面倒なことになりそうだぜ。くーちゃんよ」
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　暁あかつき学園による破軍はぐん学園襲撃事件は、すぐに燃え上がる破軍学園本校舎の映像と共に、全国に大ニュースとして報道された。

　この未曾有みぞうの蛮行を行った暁学園を名乗るテロリストに対し、七星剣武祭しちせいけんぶさい運営委員会はすぐさま、暁学園のメンバーの学生騎士資格剝奪も視野に入れた強力な責任追及を開始。

　誰もが彼らは厳罰に処され、逮捕たいほ、拘禁こうきん。

　当然七星剣武祭にも出られないものだと確信していた。

　だが、──暁学園の『理事長』を名乗る人物の登場により、状況は一変する。

　暁学園理事長として名乗りをあげメディアに出てきた中年の男の名は、月影つきかげ獏牙ばくが。

　現職の内閣総理大臣、すなわちこの日本という国の最高責任者だったのだ。

　彼は責任追及の場で、謝るわけでもなければ、申し訳なさそうにするわけでもなく、

　あろうことか清々すがすがしい笑顔で、──こんなことを言った。




「素晴らしいだろう。ビックリしただろう。連盟所属の学園など相手にもならない。

　これが連盟の犬である七星に代わり、日本の未来を担う『国立・暁学園』の強さだ！」




　そして語り出したのだ。

　国立の暁学園による七星剣武祭制覇を以て、《国際魔導騎士まどうきし連盟》に支配されている現在の伐刀者ブレイザー養育体制を終わらせ、日本の主権を取り戻す、と。

　その演説を機に事態の流れは誰もが想像もしない方向へと展開を始める。

　警察も、司法も、全てが暁学園の蛮行に対し一切のアクションを起こさず、それどころか『破軍学園襲撃事件はただの誤報。全ては合意の上での練習試合の中で発生した事故である』という主張が、さも真実であるようにまかり通り始めたのだ。

　普通ならば通るはずもない主張だが、国家そのものが本腰を入れたとなれば、その国内において黒を白と言い張ることは容易い。

　もちろんこれに破軍学園を初めとする七校と、七星剣武祭運営委員会は激怒。

　すぐさま暁学園生徒の七星剣武祭出場権を停止する行動を起こそうとした。

　だがこの行動は実行に至らなかった。

《国際魔導騎士連盟本部》から直接通達が出されたのだ。

　日本の伐刀者ブレイザー養育を預かるこのような無法を捨て置くことは出来ない。

　故に、七星剣武祭にて『暁学園』を討ち果たし、《国際魔導騎士連盟》の敷く秩序の正しさを示すべし、と。

　すべて、──あの日、平賀が述べたとおりに。

　敵の背後にいたのがこの国そのものであり、さらには母体である《連盟本部》にまでそのような命令をされては、七星剣武祭運営委員会や七校の責任者たちに出来ることはもう何も無い。

　結局、主張は尻すぼみになり、暁学園は『僅わずか七名で破軍学園を半壊にまで追い込んだ、新進気鋭の実力者集団』という看板と注目度をひっさげて、七星剣武祭の『第八校目』の勢力として正式にエントリーされることとなったのだった。





◆◇◆◇◆






「すまん」

　破軍襲撃事件のその後の顚末てんまつを語り、黒乃くろのは自らの無力を一輝いっきと珠雫しずくの二人に詫びた。

　対し一輝は黒乃に頭を上げてくれと頼む。

「そんな、理事長が謝るようなことじゃありませんよ」

「ええ。ですが驚きですね。……まさか裏にいたのがこの国そのものだったなんて」

「火種ひだねはあったんだ。それこそ第二次世界大戦後から、ずっとな」

　珠雫の呟きに、黒乃は言う。

　元々、この国の連盟入りは決して円満に進んだ話ではなかった。と。

　第二次世界大戦後の厭戦気運えんせんきうんを追い風に、時の首相が暴走する帝国主義の世界に歯止めをかけんと、領土を捨ててまで歩んだ協調路線。日本の《国際魔導騎士連盟》入りはその一環として行われたことだ。

「だが、それは強国としての権利を自ら手放す行為。

　当然反対意見は非常に大きく、血で血を洗う政治抗争が起こった。

　当時の首相はそれでも国際的な協調路線を強行したのだが、そのときの軋轢あつれきは今もなお残っている。日本はロシアや米国のように連盟に加入などせず、一つの大国として存在できる力を持っていると信じている者。そうであるように変えていこうと考えている者。そこまで行かなくとも《国際魔導騎士連盟》の許可が無ければ伐刀者ブレイザーの育成や懲罰すら満足に出来ない現状の『政府』と『連盟』の二重構造を問題視している者──

　これらの勢力は『政府』『連盟支部』問わず非常に多い」

「『連盟支部』にも、ですか？」

「そもそも今の『連盟支部』はかつての『侍局さむらいきょく』──伐刀者ブレイザーがまだ『侍』と呼ばれていた頃の、日本政府直轄の伐刀者ブレイザー兵団がそのまま政府から切り放され、名を変えただけの代物だからな。自分たちの権力を奪い取った『連盟本部』との仲ははっきり言って良くない。まあこれも強行に国際的協調路線を進めた故の歪みだろうな。そして『反連盟』の意見は世論にも存在する」

　一部の過激派は別だが、『自分の国の軍人を他国が作った制度で育てなければならないのはおかしい』という『反連盟』の主張は道理にかなっているところも多い。

　もっとも、連盟下にあるからこそ得られる恩恵も存在するので、どちらが正しいと言い切ることは出来ないのだが──

「……そういった世論の後押しをうけて半世紀かけ勢力を拡大してきたのが今の与党なのだから、今回のような事件がいずれ起こるのは必然だったのかもしれんな」

「ようするに月影総理の目論見もくろみは、七星剣武祭という連盟が自らの成果を示すべき場で、彼らの成果を正面から否定し、連盟から伐刀者ブレイザー教育の権限を取り上げよう、ということですか」

「それはまだマシな方の予想だな。最悪、連盟との関係そのものを完全に断ち切ることが目的かもしれない」

「暁学園がテロリストである《解放軍リベリオン》からの人材提供を受けていることは問題にはならないのですか？」

「暁学園の生徒が《解放軍リベリオン》の構成員である証拠は有栖院ありすいんの証言だけだからな。しらばっくれられると正直どうにもならん。仮に決定的な証拠が出ても、政府の全ての力を用いて封殺ふうさつするだろう。今回の破軍襲撃のようにな」

　ため息をこぼしながら黒乃は煙草たばこをくわえ、

「だが、まだ信じられん。月影先生がこんなことをするなんて……」

　苦い表情で呻うめいた。

「先生は月影総理をご存じなのですか？」

「私が破軍学園に居た頃の理事長だった。知的で理性的でとても尊敬できる人物だったと記憶しているが……、政治家になって一体何があったのか」

　疑問を漏らしながら煙草に火を付ける。

　見れば、理事長室の執務机の灰皿にはまるでウニのように煙草の残骸ざんがいが突き刺さっていた。

　相当イライラしているのだろう。

「ともかく、暁学園の七星剣武祭出場はもう正式に決定されたものとなってしまった。彼らはほぼ全員が全員、裏社会の精鋭だ。今年の七星剣武祭は例年のものとはまったくの別物だと言っても過言ではないだろう。そこで私たち教師としては、改めて代表生の生徒たちに参加不参加の意志を聞くべきだと思ってな。こうして足を運んで貰ったというわけだ」

「そういうことでしたか」

　一輝はそこでようやく自分が理事長室に呼び出された理由を理解する。

「すでに有栖院と貴徳原とうとくばら、そして葉暮はぐれ姉妹しまいの四人は出場を辞退している。有栖院はやはり責任を感じているようだな。貴徳原は、まだ意識が戻らない東堂とうどうの側に居たいそうだ。そして葉暮桔梗ききょうと葉暮牡丹ぼたんの二人は……暁の力を目にして心が折れてしまったらしい」

「……そう、ですか。仕方のないことかもしれませんね」

「お前は、どうする？　今回ばかりは事情が事情だ。私との約束はまた別の──」

「いいえ。なにも問題ありません」

　一輝は黒乃の言葉を途中で切った。

　彼女が今行おうとした譲歩が、自分にとって不要なものだったからだ。

　一輝の心はすでに決まっている。

「僕は七星剣武祭に参加します。約束もそのままで結構です」

「いいのか？」

「はい。そもそも、僕にはそこまで今年の七星剣武祭が例年と別物とは思えません。表の世界の騎士たちだけで行ってきた祭典に、裏の世界の実力者が乗り込んできた。それだけのこと。むしろ日本で一番強い学生騎士を決めるのが七星剣武祭の趣旨なのですから、今年の七星剣武祭こそ、本当の七星剣武祭の姿とすら言えるかも知れません」

　ならば、

「望むところです。月影総理たちが何を考えていようが、僕たち学生騎士には知ったことじゃない。いつも通り正々堂々戦い、ステラとの約束の場所を目指すだけです」

　答える声は強く、その面持ちは確かな覚悟があった。

「……それに、すこし気になる相手も居ますしね」

「《風かぜの剣帝けんてい》か」

「いいえ」

　一輝はすぐに否定を返した。

「王馬兄さんのことも気にならないことはありませんが、それとは別に」

「……《風の剣帝》以上？　それは誰だ？」

「元巨門学園代表。紫乃宮しのみや天音あまねです」

「お兄様。それってあのずいぶんと可愛い顔の男の人ですか？」

　珠雫の問いかけを、一輝は頷きで肯定する。

　その肯定に黒乃は僅かに首をかしげた。

「……取り立てて注目に値すべき騎士には見えなかったが」

「それは僕も同感です」

「なに？」

「王馬兄さんほどの飛び抜けた覇気はきを纏まとっているわけじゃない。暁学園のメンバーの中でも、特別印象に残りそうな人物でもなかった。そしてその印象は大凡おおよそ正しいと思います。彼は暁学園の中でもそこまで力を持っている騎士ではないのでしょう。……なのに、何故かずっと胸の奥に彼の印象が纏わり付いているんです。自分でも驚く程の強い嫌悪感を伴って──」

　何故そこまで天音にだけ嫌悪感を覚えているのか。

　それは一輝自身にもわからなかった。

　だからこそ、不気味で仕方ない。

「僕は僕自身が何故ここまで天音さんを忌避きひしているのか。それを知りたい」

　今はわからなくとも、必ず理由はあるはずなのだから。

　その一輝の言葉に、黒乃は納得するように頷く。

「……確かに、黒鉄は理由も無く他人を嫌悪するようなタイプには思えないからな。もしかすると、お前にしか気づけない何かを、あの紫乃宮という少年は持っているのかもしれん。──ともかく黒鉄の意志はわかった。出場の方向で調整させて貰う」

「ありがとうございます」

　一輝は礼を述べてから、一つ、気になったことを尋ねた。

「それで、理事長。ステラは……出場するんでしょうか？」

　対し、黒乃は小さく笑って答えた。

「今朝尋ねたら『ここまでコケにされてオメオメ引き下がれるもんですか』と、二つ返事だったぞ」

「なんともステラさんらしいですね。お兄様」

「……そうだね」

　珠雫の言葉に一輝は小さな頷きを返す。

「ああ、それで思いだしたのだが、黒鉄。彼女からお前に伝言がある。『七星剣武祭開始までの一週間。寮には戻らない』そうだ。そして『自分が居ないからといって珠雫を泊めたりしないように』とも言っていたな」

「お断りします」

　珠雫はとにもかくにもその部分を即答してから、一輝を見上げ首をかしげる。

「しかしどういうことでしょう。一週間も戻らないなんて」

「──そうだね」

　珠雫の問いかけに一輝が思い出したのは、……昨日、未いまだに意識が回復しない刀華と泡沫うたかたの二人を見舞いに行ったときの、ステラの言葉だ。

　彼女は今だ眠り続ける二人をガラス越しに見つめ、

　鬱血うっけつするほど[image: 拳]を強く握りしめ、震える声で言った。




『知らなかった。弱いことが、こんなにも苦しいことだったなんて……』




「……きっとステラにも、色々と思うところがあるんだろう」

　その台詞を、涙を、他人に知られるのはステラの望むことではないだろう。

　だから一輝は珠雫の問いかけを曖昧に誤魔化ごまかした。

「それから黒鉄珠雫。お前にも大切な話がある」

　ふと、そこで黒乃が今まで一輝の隣に居るだけだった珠雫に水を向ける。

「はい。なんでしょう」

「実はな、今回出場を辞退した貴徳原カナタ、有栖院凪、葉暮桔梗、葉暮牡丹の四名から、お前に自分の出場権を譲渡したいという申し出があった。お前は今回の騒動で唯一の勝ち星を挙げた騎士だ。実力的にも何ら問題はない。お前自身にこの申し出を受ける意志があるのなら、その方向で調整するが、……どうする？」


「…………」



　問われた珠雫の表情に驚きはなかった。

　おそらく事前に有栖院あたりから話がいっていたのだろう。

　珠雫はとくに迷う素振りも見せずに、頷きを返した。

「もちろん、喜んで参加させていただきます」

「ではそのように調整しよう」

　言って、黒乃が手元の書類に何かを書き込み、判を押す。

　それから彼女は面を上げ、目の前に立つ一輝と珠雫に告げた。

　どこか不敵な笑みを込めて──

「今回は例年ではあり得ないようなことが早速発生した波乱含みの展開だが、黒鉄が先ほど言ったように、お前たちは七星剣武祭を取り巻く大人達の陰謀など何一つ気にする必要は無い。七星剣武祭の主役は紛れもなくお前たち学生騎士だ。

《解放軍リベリオン》の参戦も捉とらえようによっては普通では戦うことがないような連中と手合わせできるいい機会だ。表も裏も区別無く強者のみが集う本当の日本一を決める祭典、結構なことじゃないか。またとない最高の舞台だ。思う存分己を試し、力の限り楽しんでこい！」

「「はいっ!!」」





◆◇◆◇◆






　同時刻。

　東京都内に存在するＫＯＫKing Of Knightsリーグ選手専用のジムの前にステラ・ヴァーミリオンの姿はあった。

　彼女はそこである人物を待っていたのだ。

「これはこれは、まさかこの場所で逢うとはねぇ」

　やって来たのは《夜叉姫やしゃひめ》西京さいきょう寧音ねね。

　ここは西京が破軍学園滞在中によく利用する施設なのだ。

「ネネ先生を待っていたの」

「ほう？　ということはうちになにかご用かな？　プリンセス」

　そのあたりの意を察し、西京は自分からステラの要件を訊く。

　ステラはとても真剣な──あるいは、思い詰めた表情で答える。

「七星剣武祭までの一週間、アタシの特訓に付き合って欲しい」




「また、ずいぶんと急な話だねぇ。どういう風の吹き回しかな？」

　問いかけに、ステラは唇を嚙かむ。

　そして振り絞るような声で答えた。

「……トーカさんを相手に勝ち越せなかったときから薄々自覚はあった。でも今回のことで思い知ったの」

　王馬の《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ》に押し切られたときの感触。

　それはまだ生々しくステラの両手に残っていた。

　初めて経験した、自分の得意分野である『攻撃』での力負け。

　その敗北のショックは、自分を守った刀華の意識が今だ回復しないことと合わさり、ステラに一つの現実を突きつける。

「アタシは、弱い……って。このままじゃイッキとの約束の場所へたどり着けないって」

「だから、うちに特訓をして欲しい、と？」

　ステラは大きく頷うなずく。

「私が見る限り、この学園ではネネ先生が一番強い！　だから残り一週間ネネ先生に稽古をつけて欲しいんです！　お願いします！」

「……イヤだ、といったら？」

　深々と頭を下げたステラに西京がそう尋ねると、ステラは僅かに下げた頭を上げ、




「誰だって降りかかる火の粉は、払わずにはいられない。そうでしょう？」




　垂れた前髪の奥から、ぎらつく視線で西京を見つめた。

　付き合ってくれないのなら無理矢理付き合わせる。

　この場で首を縦に振らないなら、すぐさま襲いかかる。

　視線がそう告げていた。

　その告白を受け、西京は内心で小さくため息をつく。

（相当追い詰められてるなぁ）

　西京は気づいたのだ。

　今のステラが、──もがいているのだと。

　経験したことのない絶対的な敗北。

　感じたことのないほど大きな無力感。

　悔しくて苦しくて、何でもいいから何かしたくて、でもなにをすればいいのかわからなくて、もがき苦しんでいる。だから今自分が出来る最も困難なことをしようとしているのだろう。

　何かしていないと、何かしないと、不安で押しつぶされそうになるから。

（正直、こういうときに必要なのは、ひとまず落ち着くことなんだけど）

　焦りに突き動かされて行う無理な鍛錬たんれんは危険なことでしかない。

　何よりはっきり言ってしまうと、ステラに教えられるようなことなど、なにもないのだ。

　ステラが持っているポテンシャルは、あまりに異次元すぎる。

　凡人が下手なクセをつけさせて、この世界最大の魔力を誇る天才の才能に蓋ふたをするようなことになっては、それはステラにとっても大きなマイナスになる。

　だから、落ち着くように言いきかせるのが『教師』としてのベストだ。

　だけど──、

（……さすがにこれは、ちょっと不憫ふびんだなぁ）

　今にも泣き出しそうなほど張り詰めたステラの表情を見て、思う。

　確かに、落ち着かせるのが長期的に見ればベストかもしれない。

　ステラのポテンシャルは間違いなくピカイチだ。

　破軍を卒業するころには《風の剣帝》など相手にもならなくなっているだろう。

　西京にはその未来が容易に想像出来る。

　しかし──それは三年後のことだ。

　今、ステラが感じている焦燥しょうそうは、間違いなく現実だ。こと今年の七星剣武祭に限った話をすれば、今のステラでは決勝に行き着くことは難しいだろう。

　ステラもそれがわかっているから、どうにかしようともがいている。

（君は大器晩成たいきばんせい型だから……なぁんて、この年頃には聞き入れられる理屈じゃあないんだよね）

　自身の学生時代を思い返し、西京は内心で苦笑を漏らす。

　自分自身も若いときは、目先の強さや結果を求めて無茶苦茶むちゃくちゃをしたものだ。

　あまりに凄惨せいさんすぎて没収試合になった黒乃との殺し合いなんかがいい例だろう。

　あのときは本当に、今一時が全てだった。

　未来のことなんて見えていない。

　コイツに勝てるなら死んでもいいとすら思っていた。

（若者には若者の価値観がある）

　それは青いと揶揄やゆされる非合理な考え方かもしれない。

　だけど、そういう考え方しか出来ない若者に大人の合理的な考えを強制するのは──

（非合理だよねぇ。それ）

　だから西京は、提案した。

「……あのさ、ステラちゃん。こっちからも一つ条件を出す。それが吞めるってんなら、付き合っても良いよ」

「ほ、本当に!?　その条件ってなに!?」

「簡単なことさ。特訓に付き合いはする。だけど、うちはなにも教えない」

「え……？」

「つまり残りの一週間、ぶっ通しでうちはひたすらステラちゃんをボコボコにする。もしかしたら身体が壊れるかもしれないし、それ以前に心がへし折れるかもしれない。それくらい容赦無く叩きつぶし続ける。そんな特訓でもいいっていうなら、付き合ってやんよ？」

「つまり、その間に自分自身で何かを摑つかめ、と？」

「そゆこと。もちろん摑める保証なんて出来ないけど。──どうする？」

　それが西京が思いつく限りの最大限だった。

　ただただ力を見せつける。無力を思い知らせる。

　だけど、解決策は自力で何とかしろ。出来なければ知らない。

　およそ教師のすることとは思えないような提案だが──

　このときのステラにとっては、十分すぎるほど魅力的だった。

　もがくステラは、とにかく何か方向性が欲しかったのだ。

　強くなるための、もう一歩前に進むためのキッカケが。

　それを見つけられるかもしれないのなら、断る理由などあるはずがない。

「それで十分です！　ありがとうございます！」

「じゃあついといで。……一週間、きっちり地獄をみせてやんよ」




　こうして、参加者たちはそれぞれがそれぞれの方法で最後の一週間を過ごす。

　表も裏も、大人も子供も、全ての願いや野望が螺旋らせんの渦を巻き、集う、七星剣武祭に向けて。

　そして開幕の二日前、ついにトーナメント表が発表された。

　配布されたトーナメント表を見て、黒鉄一輝は口唇を歪め、笑みを浮かべる。

　作った笑みは、自信か、はたまた苦笑いか。

　事前棄権者を抜いた最終参加人数──三十二名。

　その三十二名の中で、一輝の初戦の相手を務める者の名は──

　武曲ぶきょく学園三年。




《七星剣王しちせいけんおう》諸星もろぼし雄大ゆうだい。




　前年度七星剣武祭覇者。

　紛れもなくこの瞬間、日本の学生騎士の頂点に立つ男だった。







　あとがき




　落第騎士の英雄譚四巻、ご購読ありがとうございます。

　作者の海空りくです。




　四巻はお楽しみ頂けたでしょうか。

　この巻の一輝君はとんだ厄日でしたね。

　・実の兄がなんか怪しげな組織のパシリになってる。

　・野生のゾーマに遭遇する。

　・『ザ・ファン』のロバート・デ・ニーロみたいな『すごくアレ』なファンがつく。

　・七星剣武祭一回戦で前大会優勝者と戦うことになる。

　並べてみるとすごい不幸っぷり。きっと天中殺だったんでしょう。

　まあいつものことのような気もしますが、運勢もＦランクだからね。仕方ないね。

　そんなわけで五巻は現《七星剣王》であり、去年の《雷切》を完封した諸星雄大選手との対決がメインになる予定です。最初からクライマックスな感じでエンジン回して書いていこうと思うので、是非楽しみにしていてください！




　それはそうと、帯にも告知が出ていますが、落第騎士の英雄譚、ついにコミカライズが開始されました！

　自分にとって自分の作品がマンガにされるのは一つの大きな目標だったのですごく嬉しいです。『断罪のイクシード』『彼女の恋が放してくれない！』では達成できなかった夢が叶いました！　これもこの作品を支えてくれている読者の皆様のおかげです！　本当にありがとうございました！

　このあとがきが読者の皆さんの目に触れるころには、ガンガンオンラインさんの方でコミカライズ第１話が掲載されていると思うので、読者の皆様の応援で実現されたコミカライズ。是非皆様もご覧になっていただければ、と思います！　自分も今から楽しみで仕方ないです！




　最後になりましたがいつも改稿に協力してくださっている編集部の皆さん、そして新章突入ということで大量に新キャラのキャラデザインを作ってくださったをんさん。本当にありがとうございました。天音とサラ・ブラッドリリーとかはもうバッチリイメージ通りで、受け取ったとき大興奮でした。

　そして四巻も続けてこの作品を支えてくださっている読者の皆様にももう一度感謝を。

　これから始まる全国編、七星剣武祭にも最後までお付き合いいただけると幸いです。

　それではまた五巻でお会いしましょう。







著者

海空りく（みそら りく）

　コミカライズともどもこれからも落第騎士をよろしくお願いします！




イラスト

をん

　福岡在住のイラストレーター。

　先日ついにパソコンが壊れてしまいました。

　締め切り前でなくて本当に良かった…！

http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5828

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「海空りく先生」係

「をん先生」係




http://ga.sbcr.jp/














































ＧＡ文庫
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